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    　その日の僕は、目が覚めたその時からはっぴーるんるんな一日が自分におとずれることを、なんの疑いもなく信じていた。


    　それなのに、僕は今、せまりくる脅きよう威いから必死の思いで逃げていた。


    「──っうわっ！」


    　あまりにあわてて逃げていたせいで、僕は足あし下もとに注意がいかず、廊下の曲がり角に転がっていたなにかに勢いよくつまずいてしまう。


    「な、なんだ？」


    　転ばないよう体勢を立て直しつつ、僕はつまずいたものへと目をやった。


    　そこには白い糸でぐるぐる巻きにされて床へと転がっている、この館やかたのメイドさんの姿があった。


    　しかも、メイドさんの体には、ガラスみたいにぴかぴか光る無数の蜘く蛛もがむらがっている。


    　あれは、呪のろいを運ぶ水すい銀ぎん蜘ぐ蛛も……。


    「こんなところまで、夕ゆう日ひちゃんの呪いが感染してるなんて……」


    　一体この広い館の中のどこまでに、水銀蜘蛛が散っているんだろう。僕はごくりと唾つばを飲み込んだ。


    　虫の形をした呪いなんて、夕日ちゃんも悪趣味なもの作るよな、まったく。


    　倒れているメイドさんの具合も気になったけれど、この際、見なかったことにして放っておこう。だって、自分の命の方が大切だし。


    　というわけで、足も止めずに逃走を続ける。


    　すると、ドタドタという足音と共に、後ろから僕の名を呼ぶ声が聞こえてきた。


    「くーろーうー。……待ってよ。ねぇ、なんで待ってくれないの？　私のこと嫌い？　そんなはず、ないわよね……」


    「き、嫌いじゃないですが──待てませんっ」


    「なんで？　私から逃げるなんて、絶対おかしい。おかしいなら……直さなきゃ。そうよ、一度バラしてきれいにしてから……元に戻せば大丈夫よね……？」


    　大丈夫よね？　じゃないよ！


    　だいたいバラすってなんだよ！　僕のことどうするつもりだ！


    「ひどいことするって言うならなおさら止まりませんよっ」


    「久く郎ろうが言うこと聞いてくれないなんて……。私、悲しいわ。とっても悲しい。あぁ悲しい。絶望するほど悲しい…………そうだ、刺しちゃおう♪」


    「どうしてそうなるんですか！　発想がぶっ飛びすぎです。実の兄を刺す妹が、どこにいるんです！」


    「ここ」


    「即答しないでください！」


    　もういやだ。こんなの兄きよう妹だいのやりとりじゃない。


    　なんて嘆いていると──。


    　ひゅん、と背後からなにかが飛んでくる音が聞こえる。


    　この展開でなにが飛んでくるか、僕はすぐさま最悪な予想をした。


    　とすんっ。


    　予想は的中。


    　僕の走っていた数歩先の床に、それは立派な出で刃ば包丁が突き刺さる。


    「ひぃっ。これはだめです。こんなの当たったら死んでしまいますっ。なに考えてるんですか！」


    「大丈夫……まだ殺さない。もうちょっと痛めつけてから……」


    「まだって言わないでください！　躊ちゆう躇ちよなく実の兄に包丁を投げつける妹にびっくりですよ！」


    「久く郎ろうなら、私の全部、受け止めてくれる……はずだから」


    「いやさすがに受け止められないものもあると思いますよ！」


    　妹の驚異的な暴言に僕は涙目になりながらも、走り続ける。


    　しかし、そんな僕の足に急になにかが引っかかった。


    　足をとられて転びそうになる──けれど、僕の体は空中でぴたりと止まった。


    　見れば、体のあちこちにネバネバの糸が絡からみ付いている。


    「やばっ、これって──」


    　糸から逃のがれようとして、もがけばもがくほど、僕の動きは封じられていく。


    　──獲物を捕らえる蜘く蛛もの糸。


    　僕はそれに捕まった、あわれな虫だ。


    　気付いたときには、全身糸でぐるぐる巻きにされ、どたんと床へと転がってしまっていた。


    　そして、そんな僕の顔を覗のぞき込む、少女。


    　彼女の顔は文句なしに可愛かわいらしかった。大きくてつり目がちの黒い瞳ひとみ。透すき通るような真っ白な肌。ほんのりと赤く色づく小さなくちびる。髪は腰の辺りまである黒い巻き髪。その身をおしゃれな洋服で包んだその姿は、華きや奢しやな体型もあり、まるで西洋のお人形さんのようだ。


    「──や、やぁ、夕ゆう日ひちゃん。こんにちは」


    　少女、というか僕の妹、病わくら葉ば夕日ちゃんにいまさらながら挨あい拶さつしてみた。すると夕日ちゃんはじっとりと微ほほ笑えんで、挨拶を返してくれる。


    「こんにちは、久郎。……ごきげんいかが？」


    「……ごきげんは……よくは……ないです。……これじゃあ食べられる寸前の……虫みたいじゃないですか」


    「そうね、いっそ食べてしまった方がいいかもしれないわ。……久く郎ろうがもう私の元から逃げなくなるものね……」


    「いやだなぁ、夕ゆう日ひちゃんったら……目が本気くさくて怖いですよ……」


    「えぇ、私は本気よ……。だって放っておくと久郎はすぐ私の元からいなくなるから。しかも屍人の館こんなところにやってきたりして」


    「あの……ここにきたのは……呼び出されたからでして。……別に夕日ちゃんから逃げたかったわけではないんですよ……」


    「あっそう。それじゃあ、全部あいつが悪いのね……。桜さくら下した屍し人びと。あの最悪の男は、また私達の間を引き裂こうとしているに違いないわ。……あぁ、もうムカつく。……もうむしゃくしゃして……爆発しそう──」


    　僕の動きを捕らえていた蜘く蛛もの糸が、ふわりと消えてなくなった。


    　夕日ちゃんが許してくれた──わけないよね。


    「ちょっ、夕日ちゃん。変なことしないでください！」


    　と言った時には、すでに遅かった。


    　見れば夕日ちゃんの周りには、真っ赤に燃える炎がいくつも現れていた。


    　しかも炎は蝶ちようの形をして、ふわりふわりと宙を舞っている。
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    　蜘く蛛もの呪のろいをといたのは、別の呪いを発動させるため……。


    　しかもあれは、あらゆるものを燃やし尽くす──決戦呪じゆ術じゆつ、炎えん獄ごく蝶ちよう！


    「うふふふふふ、あぁ、楽しいわ。ムカつくことなんて、全部燃やして消してやる！」


    　空気すら熱く焦げつきそうなこの場所で、夕ゆう日ひちゃんは楽しそうに笑っていた。


    　無数の蝶は、炎をまき散らし縦じゆう横おう無む尽じんに飛んでいく。


    「あははははははっ！　ぜーんぶ燃えちゃえぇぇぇぇぇぇぇぇ！」


    　高笑いと共に、一瞬にして、辺りは火の海に包まれてしまった！


    「うわぁ……こんなことして、絶対怒られます！　あの人怖いんですから、やめてください！」


    　なんとか被害拡大を抑えようと、僕は夕日ちゃんにすがりつく。


    　すると夕日ちゃんは、僕の胸ぐらを摑つかみ、ぐっと自分の顔を近づけてきた。


    「なにするんですか……。顔──近すぎですよ。これじゃあまるで」


    「……口づけするみたい？　正解よ……してあげる」


    「ま──待ってください！　やめてくださいっ。それだけは、絶対だめです！」


    「いーや」


    　嫌がる僕の言葉をさえぎるように、夕日ちゃんは僕のくちびるに──燃えたぎるような熱いくちびるを重ねた。


    　ちゅう。


    　妹との──熱烈な口づけだった。


    　夕日ちゃんのやわらかなくちびるの感触が伝わってくる。ふわふわでぷにぷにでとろとろだった。そんなくちびるの感触を味わっていると僕の胸はときめきでいっぱいになってしまった。


    「あっ────、いけないっ。だめだ。理性をたもたないと、だめ、だめ、め、め、め、めろめろめろーーーーん」


    　理性決けつ壊かい。さようなら、常識。……こんにちは、変態。


    　──あぁ、夕日ちゃん。好き好き好き好き好き好き好き好き、大好きだぁ。


    　僕は自らの意志で、夕日ちゃんを抱きしめた。そしてほっぺにほおずりをすりすり。


    「僕のかわいい夕日ちゃん、大好きだよっ。かわいいかわいいかわいいっ!!　もう大好きだよっ。大好きすぎて死ねるよ。あぁ──僕もう死んじゃう。それくらい好きっ！」


    「久く郎ろう、ようやく素直になってくれた……。いつもこんな風だったら、私も楽しい気持ちで過ごせるのよ？　わかった？　私を困らせてはだめよ？」


    「うん、わかったよ。もう夕日ちゃんを困らせたりしない！　それにずっと好き！　僕はこの世に夕日ちゃんさえいればもうなにもいらない。夕日ちゃんだけが大切。夕日ちゃんが笑ってくれるだけで僕は幸せなんだ！」


    「うれしいわ……やっぱり直接呪のろいを注入すると、効果抜群……。そうだ。いい子の久く郎ろうには、ごほうびあげなくっちゃね……」


    　そう言って夕ゆう日ひちゃんはぺろりと人差し指を舌で舐なめると、僕の前に差し出してくれる。


    　夕日ちゃんの唾だ液えきのついた指先。──なんてすばらしいっ！


    「ほら……舐めていいわよ、久郎」


    「ありがとう、夕日ちゃん！」


    　僕は喜んで唾液で光る指先へとかぶりつこうとして。


    　──ごすっ！


    　首筋に衝撃が走った。


    　とたん、意識は遠のいていく。


    　……そして首筋に走る痛みとともに僕は理性を取り戻した。


    　目の前に広がる景色は、燃え盛る火の海。


    　そこで自分がなにをしていたのかを思い返し、気分は最悪なまでに落ち込んでいく。……僕ってなんてだめな奴やつなんだ。実の妹にめろめろになるなんて、ありえない。フケツ。ヒワイ。不道徳。


    　そしてなにより──自分、気持ち悪っ。


    　そこまで考えて、僕はバタンキューと意識を失った。
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    　えーと、どうしてこうなったんだっけ……？


    　そうだ、僕はあいつ……いや、あのお方に呼び出されたんだ。


    　そう……それで──。


    



    「──怪かい人じん三み日か月づき卿きよう、あれが目め障ざわりだ」


    　出会いがしらにいきなりの発言だった。


    「……はい？」


    　きょとんとしながら僕は聞き返す。


    　すると、目の前のアームチェアに座っていた桜さくら下した卿は、凶悪な目つきで僕を睨にらみつけ、もう一度口を開いた。


    「怪人三日月卿、あれが目障りだ」


    「………………うん。さっきと同じ台詞せりふですよね。あのですね、まずは説明してもらいたいのですが？」


    「説明？　なにがわからない？」


    「いや全部ですよっ！　朝っぱらから屈強な男たちにとりかこまれて、無理矢理車に押し込められて、あなたの館やかたまで連れてこられたわけを説明してくださいっ！」


    　いや、むしろ僕の平へい穏おん無事な暮らしを今すぐ返せ！


    　この部屋に呼び出されると、いっつも僕の日常は完かん膚ぷなきまでに破壊されるんだからな。


    　しかし、桜下卿は僕の心の嘆きになんて気付きもしないで、冷れい酷こくに言い放つ。


    「だから言っただろう？　三日月卿が目障り。それがすべての理由であり説明だ」


    　──僕は思わずこめかみを押さえた。


    　この人はいつも一方的で強引で自分勝手だ。それは毎度のことだけれど、だからといって慣れはしない。


    　でもこの人が桜下卿であるかぎり、僕に逆らう権利はない。


    　桜下卿。


    　本名、桜下屍し人びと。弱じやつ冠かん十七歳にして桜下家の当主となった、伯はく爵しやくの爵位をもつ立派なお貴族さま。


    　そして、帝てい都と治ち安あん維い持じ局内にある『鬼ほお灯ずき機関』の司令でもある。


    　ちなみに、縁えん起ぎの悪そうな本名につっこみをいれるのは禁止だ。そんなことすれば、ご自慢の愛刀でばっさり斬きって捨てられてしまう。いや、冗談とかじゃなく、本気でするんだよ。この人、鬼だから。


    　そんな桜下さんちの屍人ちゃん、愛称はしーちゃん（本人の前では絶対に言えない）と僕との関係は、ご主人様とその下げ僕ぼく。もちろん、下僕は僕の方ね。


    　なので、ご主人様の言うことは絶対。呼びつけられたらどこにでも駆けつけ、話を聞けと言われれば、どんな話でも聞く──あわれな身の上の僕だった。


    「おまえ、まさか三み日か月づき卿きようを知らないわけではないだろう？」


    「えぇ、まぁ。……それなりに知ってはいます」


    　実はそれなり以上に知ってはいるけど、それはナイショ。


    「知っているなら話は早い。今すぐ俺の前にそいつを連れてこい。──この際、生死は問わん」


    　生死は問わん──って、そんな物騒な話に僕を巻き込まないでくれ。僕は鬼ほお灯ずき機関の一員ってわけじゃなくて、帝てい都とに住むただの小市民だ。


    　そんでもって、小市民な僕の望みは、唯一の家族である妹と一緒につつましく、平へい穏おんに暮らしていきたい。たったそれだけ。なのに、ご主人様はそんなささいな望みすら叶かなえさせてはくれない。


    「ちょっと待ってくださいよ。話が急すぎます。……それになんでいまさら三日月卿なんです？　あいつが世間を騒がせてたのは、たしか……うん、そう。三年も前の話でしょう」


    「……おまえ、それ本気で言ってるのか？」


    「あたりまえです。世事にうとい僕だってそのくらい知っているんですよ？　──怪かい人じん三日月卿。かつて全国を荒らし回った犯罪者。数々の大事件を引き起こしたけれど、その正体はいっさいつかめず、わかってるのは三日月卿って名前だけ。そして、三年前をさかいに姿を消した。……つまり、今はもう活動してない。どころか生きてるかどうかも怪しいってことでしょう？」


    「それが少し違うのですよ」


    　透すき通ったきれいな声が、ふいに僕の隣から聞こえた。


    　見れば、いつのまにかそこに人が立っている。


    「おはようございます、久く郎ろう君」


    「おはようございます、思し夜やさん」


    　きっちり着こなした軍服に、固く結んだ三つ編み眼鏡めがね姿。


    　僕の隣に音もなく現れたのは、しーちゃん専属美人秘書、常盤ときわ思夜さんだった。


    　音もなく、といっても思夜さんはずっとこの部屋の中にいた。今までいっさいの気配を消して黙っていて、僕のすぐそばまで移動してきてから、ようやく気配を現したのだ。影のように常にしーちゃんのそばにひかえている。それが思夜さんという存在だ。


    　──隠おん形ぎよう秘書。そんな異い名みようさえある。


    「あの……、違うってどうしてです？」


    「久郎君の言う通り、三日月卿は三年前に世間を騒がせました。でも、それだけじゃないんです」


    　すっと思し夜やさんは僕に新聞を差し出した。日付は五日前のものだ。


    「新聞くらいちゃんと読め！　もともとばかな頭がよけいばかになるぞ」


    「ばかばか言わないでください。……だって新聞おもしろくないから読みたくないんですよ。それに僕、活字恐怖症なんです。活字を見るとめまいがしてきます」


    「ほぉ、それはいいことを聞いた。それなら今度、おまえの家の壁という壁に活字を印刷してやろう」


    「ちょっ、──絶対にやめてくださいっ！　そんなことされたら頭が爆発しちゃいます！」


    「おまえは辛つらすぎると爆発するのか……。奇き怪かいな生き物め。──まぁ、いい。さっさと手元の新聞を読んでみろ。一面だ」


    　言われた通り、僕は新聞の一面に目を落とした。


    　そこには衝撃の見出しがでかでかと掲かかげられていた。


    



    　──怪かい人じん三み日か月づき卿きよう、再び現る！


    　　　　　今度は古代王族の黄金首飾りが盗まれた!!


    



    「……え？　これ、本当に最近の日付？　──でも、まさか」


    「そうなんですよ。実は最近また三日月卿が活動しはじめたんです。それも以前とは違った特徴があるんです」


    「……特徴って、なんです？」


    「美術品ばかりを狙ねらうことです。その新聞にもある王族の首飾りをはじめ、金銀宝石はもちろん絵画、彫刻、骨こつ董とう、装飾品。とにかく名のある品物ならなんでも盗んでいます。最近になって再び姿を現した三日月卿は、美術品を集めることに熱心なようですね」


    「そういうことだ。おまえもちょっとは現状を理解しただろう。──常盤ときわ、もう下がっていてもいいぞ」


    「はい」


    　静かに返事をして、思夜さんは僕の手から新聞を取ると、すっと気配を消した。もうこの部屋のどこに常盤さんがいるのかわからない。なんかよくわからないが、すごい人だ。


    「三年前には捕まえそこねたんだ。今度は必ず捕まえる、と帝てい都と治ち安あん維い持じ局も必死でな。俺としても局の看板に泥を塗ぬったままにしておくわけにもいかない。だから、なんとしてでも三日月卿を捕まえる」


    「でも、鬼ほお灯ずき機関が捜査に加わるってことは、つまり……」


    「あぁ。『教きよう義ぎは殲せん滅めつ、所しよ業ぎようは殺さつ戮りく、悪あく夢む祓はらいの紅くれない幻げん灯とう』──鬼灯機関の役目はオカルトの力が関与している事件を解決すること。──もちろん、この件にもオカルトの力は関わっている。あたりまえのことを言わせるな」


    「まぁ、……そうなんですよね。えぇ、だいたい予想はついてましたよ。あははははー」


    　僕の媚こびた笑いがむなしく響いて消えた。


    　いや、わかっちゃいるけど、認めたくないことだってある。


    　オカルトがらみの事件に関わって僕が無事だったことなんて、今まで一度だってないのだ。


    　いつだって、痛い目みたり、辛つらい目にあったり、悲しい気持ちになったり、それでもって、たいてい後味が悪い。


    　だからこそ、オカルトに関わるなんて心底、嫌だ。


    　それに何度も言うけど、僕は平へい穏おん無事な毎日を送っていたい！　冒険も危険もお断りだ。


    「鬼ほお灯ずき機関の役目はよぉくわかりました。……で、なんで僕が三み日か月づき卿きようを捕まえないといけないのですか？」


    「──うん？　おまえ、なんか文句でもあるみたいだな？　もしかして、俺の命令に従わない気か？」


    　文句っていうか、嫌なんだよ単純に。……なんてこと、素直に言えるような間柄では当然ないので、僕は思い切り首を横へと振った。


    「いえいえ。従わないなんて言ってないです。僕には桜さくら下した卿のお考えがさっぱりわからないなぁと、そう思っただけでして。三日月卿を捕まえるのに僕なんかが適任だとは、思えませんし……それに僕には僕の生活がありまして、こう見えても意外と忙しかったりするんですよ？」


    　やんわりと、命令を拒否してみているつもりだが、僕のその言葉がしーちゃんの阿あ修しゆ羅らの心に火をつけてしまったみたいだ。


    　獰どう猛もうな獣けもののような瞳ひとみを僕へと向けて、しーちゃんは口の端はをつり上げる。僕の心を芯しんから震ふるえ上がらせる、鬼の微笑だ。


    「あぁ、そうか。つまりおまえはこう言いたいんだな。──いきなり呼びつけて問もん答どう無む用ようで命令してんじゃねぇよ、こちとら忙しいんじゃ、ぼけ、と」


    　まさにその通り！　てか、自覚してたのかよ！


    「ま、まさか。そんな生意気なこと僕が思っているわけないじゃないですか！　僕は忠実な下げ僕ぼくですっ」


    「忠実な下僕、ねぇ。噓うそくさいな。本当は図ず星ぼしだったじゃないのか？　まったく……飼い犬に手を嚙かまれるとはこういうことだな。ちょっと甘やかしていればすぐにつけあがる」


    　いつ甘やかしたんだよ！　あんたはいつだって血を吐くようなしつけしかしてないじゃねぇか！


    　あと、そんなに睨にらまないでください。心臓が恐怖のあまり活動限界です……。


    「──なぁ、久く郎ろう。あんまり俺を怒らせるな。気が長い方じゃないんだ……」


    「あはっ。それは充分、わかってます」


    　ついうっかり口が滑った。やばいっ、と口に手を当てたときには、桜さくら下した卿きようは無言で席を立ち、飾ってあった刀を手に取っていた。


    　──この人、殺やる気だ！


    「ちょっ、ちょちょちょちょっ」


    「おや、どこかですずめが鳴いているな。しかも鳴き方が不ぶ細さい工くだ」


    「すずめじゃないです。僕です。僕が必死に止めているんです。まずはその手に持ってるものを置きましょう。冗談でも危ないですよ、そんなもの持っちゃ」


    「安心しろ。冗談ではない。俺は本気だ」


    　すらりと刃やいばを抜き放つ桜下卿。


    　恐ろしく冷たい殺気を放つ刀が、僕につきつけられる。


    「──せいぜい、苦しめよ？」


    「うひぃ。すいませんっ。ごめんなさいっ。調子のりましたっ！　生意気なことを言ったおろかな僕が悪かったです。許してください、この通り」


    　渾こん身しんの跳ねジヤンピング土下座だった。


    　床にぐりぐりひたいを押しつけ、謝りたおす。


    「僕はただ、桜下卿の口から僕のやるべきことを聞いておきたかったのです。確認しておきたかったのですっ。それだけです。本当に申し訳ありませんでした。この通り、命だけはお助けくださいっ！」


    「ふん。そこまでぶざまに謝られたら、殺やる気もなくす。──おい、久く郎ろう。顔をあげろ」


    「……は、はい」


    　恐るおそる顔をあげると、僕の目の前に刀の切っ先が伸びていた。おもわず心臓がちぢみあがる。


    「うひゃぁいっ!!」


    「落ち着け。俺は優しい男だ。おまえがそんなに聞きたいというなら、おまえの役目を言ってやる」


    　ぽたり、と僕のほっぺたを伝った汗がしずくとなって刃へと落ちた。


    「おまえの役目はいつだって同じだ──病わくら葉ば呪じゆ術じゆつ最高の使い手、病葉夕ゆう日ひを制御すること。それだけだ。おまえは夕日に三み日か月づき卿を捕らえさせればいい。なにもおまえがやるわけじゃない。簡単なことだろう？」


    「はい、そうです。おっしゃる通りです」


    　返事をしながらも、内心、なにが簡単なものかと毒づく。


    　病葉夕日を制御する。それは心の通わない獣けものを飼うより難しいことだ。


    　妹は、呪のろいの中でもさらに最悪の名で語られる、病わくら葉ば呪じゆ術じゆつを操あやつる天才呪まじない師。


    　地獄と呼べる力を持ち。


    　荊いばらのような性格をした、天才。


    　天才だから性格が破は綻たんしたのか、破綻していたからこそ、そこまでの力を得たのか、それはわからない。


    　ただわかっているのは、僕が夕ゆう日ひちゃんを制御できたことなんて、一度だってない。


    　それだけだ。


    「あ、それとな──」


    　さらりと桜さくら下した卿きようは言葉を付け加える。


    「期限でも設もうけておくか。その方がおまえのやる気も出るだろうし」


    　ちっ。


    　しーちゃんめ、完全に僕の心を読んでやがる。僕がこの依頼に対してまったくやる気がなかったことを見越して、僕のお尻しりに火をつける気だ。


    　適当に依頼を受けたふりをしつつ、手を抜いてそのままうやむやにしようと思ってたのになぁ。


    「期限は、次に三み日か月づき卿が犯罪を起こす前まで。それでいいだろう？」


    「はい？　それってもし今日にでも三日月卿がどこかで美術品を盗んだとしたら……」


    「おまえは俺の命令を果たせなかったことになる。──早い話が、もう二度と三日月卿に好き勝手させるなということだ」


    「そんな……」


    　さすがは鬼の司令と呼ばれるだけはある。


    　火のつけ方がハンパない。


    　しかし、しーちゃんの本気はここからだった。


    「もちろん、命令を果たせなかった時には罰ばつを与える。……なぁに、心配するな。罰といっても軽いものだ。──常盤ときわ、あれを出せ」


    「はい、屍し人びと様」


    　常盤さん、音もなく再び参上。


    　そして、常盤さんは僕の前に日本地図が描かれた厚紙を掲かかげた。しかも厚紙の隅すみには、作・常盤思し夜やと書いてあった。常盤さん、そんな仕事もするんだ。


    「さて、ばかなおまえにもわかりやすく説明してやろう。この場所が帝てい都とだ」


    　しーちゃん、お願いだからそんなに嬉うれしそうに説明を始めないでくれ。嫌な予感しかしないぞ。


    「それでな、ここに小さな島が一つある」


    　帝都からぐんと離れた、というか日本からぐんと離れた海の真ん中を指差されても、知らんがなそんな島。


    「この島におまえら兄きよう妹だいを永遠に隔離するという刑を考えたのだ。もちろん、監視もしっかりつける。──おまえらは絶対に逃がさない」


    「！！！！！！！！！」


    　絶句。


    　エグ過ぎて、言葉も出なかった。


    　しーちゃん、いや──鬼ほお灯ずき機関司令、桜さくら下した屍し人びと！


    　あんた、絶対に人じゃない。そんなこと考えつける奴やつが人類だなんて認めたくない。


    　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ──嫌だ！


    「そんな辺境の島で、あなたに監視されながら生しよう涯がいを終えるなんて、ぜぇぇっったいに、嫌だ！」


    「ほぉ、妹と一緒ってとこは嫌じゃないのか？」


    「いや、それも、その……そう、だけれども……」


    　意地の悪い質問に言葉をにごす僕。


    　今はそんなこと関係ないだろ。重要なのは──そう、三み日か月づき卿きようだ。


    「あ、あの。三日月卿を捕まえるにあたって、一つ聞いておきたいことがあるんですが……」


    「なんだ？　言ってみろ」


    　ぎしり、としーちゃんは再びアームチェアに再び腰を落ち着けた。


    　とりあえず、刀を置いてくれただけでも一安心だ。


    「鬼灯機関には僕なんかよりも優秀な局員さんがたくさんいますよね？　それなのに、どうして僕らに仕事が回ってきたんですか？　──あ、いえ、嫌だとか、やりたくないってわけじゃないですよ？　ただ、呪まじない師にとって人を探索するって作業は、得意とは言えないのですが……」


    「あぁ、そんなことか。──今回の標的はな、まだどんな力を有しているのかはっきりしていないんだ。……どうもオカルト仕掛けの人形を使うようだが、それだけでは説明もつかんことが多い。そんな正体不明の相手には、おまえのような奴でまず様子を見ておいて、能力を分析した方がいいと思ってな」


    「それじゃあまるっきり僕がおとりみたいじゃないですか！」


    「あぁ、まるっきりおとりのつもりだが？」


    　さらりと言いやがった。なんて人だ。


    　下げ僕ぼくの扱いに愛情が感じられない。うぅっ。僕、きっと使い捨てにされるんだ。


    　惨みじめな僕の境遇を思うと、涙が出てきた。


    「…………。泣くな、不快な奴だな。──今のは、ちょっとした冗談だ」


    「……は？　冗談？」


    「そうだ。……どうだ、面白い冗談だっただろ？」


    　面白くねぇよ！　その無ぶ愛あい想そうな顔で冗談言っても、全部本気だと思うからやめろよなっ。


    　なんていうつっこみは心の中ですませておいて。


    「あははははー。冗談かぁ。いやぁ、面白いなぁ。笑いの才能もおありになる」


    「おぉ、そうか。──いや実は薄々気付いていたんだ」


    　珍しく、はにかむように笑うしーちゃん。


    　こいつ、天然か!?


    「む？　おまえ今、俺のことばかにしただろ、心の中で……」


    「いえいえ、とんでもないっ。ばかになんて、しませんよぉ」


    　全力で作り笑いを浮かべる僕だった。


    　天然かつキレキャラとか手に負えねぇ。


    「……そんな冗談は置いといてだな。おまえらに事件を任せる理由は、警察との不仲が原因なんだ」


    「警察と、不仲？」


    「そうだ。向こうとうちの上層部が対立していてな。それで面倒なことになっている」


    　あぁ、と僕は相づちを打ちながら、帝てい都と治ち安あん維い持じ局に関する知識を、ざっと思い出していた。


    　帝都治安維持局──それは王室直属の組織。王室と、王室が存在する帝都の治安を守るのが、その使命だ。


    　帝都治安維持局は、かつて王室に仕えていた陰おん陽みよう師じ集団、つまりは異能力者集団が元になってできた組織だ。そのため、今でも異能力を主軸に置いた活動をし続けている。予言者による助言や心霊医療の研究、有ゆう事じの際に結けつ界かいをはり帝都を守る、なんていうのが活動の一環だ。


    　そして、帝都治安維持局の一部署である鬼ほお灯ずき機関の役目は、オカルトに関する事件を解決するというものである。


    　しーちゃんは帝都治安維持局の活動方針に従い、数多くの異能力者を集め、事件の解決にあたらせている。とりわけ、実戦部隊には強力な異能力者がそろっていて、人でなし部隊なんて呼ばれ恐れられているくらいだ。


    　優秀な異能力者が集まっているということは、いいことでもあり、悪いことでもある。


    　なにせ、強大な力は暴走すれば止とどまることを知らないのだから……。


    　──それはともかく。


    　比べてみると、政府が作った治安維持組織である警察とは、目的や活動が大きく違っている、と思えるのだけれど──オカルトに関する事件の解決、という一点において、たびたび対立してしまっている。


    　事件、それを解決するのは警察の役目であり。


    　オカルト事件を解決するのは、鬼灯機関の役目である。


    　お互い、事件を解決したいという目的は一緒なのに、役割分担というか縄なわ張ばり争いというか、どうも折り合いが悪いらしい。


    　帝てい都と治ち安あん維い持じ局と警察とで、事件の取り合いをしてしまっているのが、現状だ。


    「おまえも関係した、一か月前の事件、あるだろう？　あの時に出た被害の責任をうちが負わされたんだ。その結果、活動に制限がついてしまった。ようするに、あんまり表立って行動するなってことだ」


    「あの時かぁ……。確かに、ひどいことになってましたねぇ」


    　実際はひどい、なんて言葉では表わせない地獄のような状況だった。なにせ、帝都一番の大通りが灼しやく熱ねつの炎で焼き尽くされたのだ。通称──大だい焦しよ熱うねつ事件。


    　しーちゃんの台詞せりふだと、被害の責任を押し付けられたかのように聞こえるが、違う。あの時、町まち中なかでの戦闘を許可したのは、しーちゃん本人だ。


    　殲せん滅めつだの殺さつ戮りくだのと日頃から言っているから、あんな大規模戦闘を展開したあげく、被害も甚じん大だいなものになってしまうのだ。自じ業ごう自じ得とくである。


    「え？　でも待ってくださいよ。それっておかしくないですか？　今現在、三み日か月づき卿きようがオカルトの力で事件を起こしているのに、それを止められる鬼ほお灯ずき機関が活動できないなんて……。普通は失敗しても活動を止めさせられたりしないですよね？」


    「そう考えるのが妥当なんだが……。警察の、というかその上にあたる政府の連中が、異能力者や帝都治安維持局の存在自体を否定していてな。まったく邪魔くさい。……で、警察は、オカルト事件専門の部署を作りやがったんだ。なんでも、千せん燈とう機関という名前らしい」


    「うわぁ……それはまぁ、挑発的ですね……」


    　鬼の灯ともしびに対抗して、千の燈ともしびなんて、名前からして対立する気満々だな。


    　そんなにしーちゃんを敵に回したいのか。警察の人たちはそろって命知らずらしい。


    「王室と政府との取り決めで、鬼灯機関は活動自じ粛しゆく、そして三日月卿が関わる事件には千燈機関が対処することになったんだ。──はらわたが煮えくりかえる思いだよ。まったく忌いまいましい連中だ」


    「いやでも。考えようによっちゃあ、その機関があるなら、僕らが働かなくてもすむんじゃないですか？」


    「──あん？」


    　心臓が弱い人なら即死しそうなほどきっつい視線を向けてくるしーちゃん。


    「千燈機関の奴やつらになんか任せられるか！　あの連中は徹底的に異能力者を否定し、撲ぼく滅めつすることを目標にしているんだぞ。異能力者に頼らなくても、オカルトの知識を分析するだけで、充分に太た刀ち打ちできるとかほざいている！　そもそも、近代化社会にオカルトの力なんざ、必要ないんだとよ。あいつらはオカルトの脅きよう威いをなにも理解していない！」


    　だんっ、としーちゃんが拳こぶしを机に打ち付けると同時に、僕の体もぴょんと椅い子すから飛び上がってしまった。


    　確かに、異能の力はそれを扱うものでないと理解できないし、対処しきれないのはわかるけど……。


    　ただ、異能の力を持っていない人間でも、努力すれば立ち向かえるのではないかという考えも、僕としては頷うなずける。


    　僕自身、落ちこぼれの呪まじない師で、無能と変わらないような力しか持っていない。それでもたくさんの知識があれば、強力な異能力者に渡り合えるかもしれないという希望は、少なからず持っているんだから……。


    　異能力者撲ぼく滅めつなんて考えには賛成できないけど、それでも僕は千せん燈とう機関の方針に賛同したくなる。


    　そんなことを言うと、しーちゃんは激怒するだろうから黙ってるけどね。


    「鬼ほお灯ずき機関と千燈機関の仲が悪いってのはわかりましたけど……、それにしても前から警察の人たちって桜さくら下した卿きようにつっかかってきてばっかりって聞きますよ。なんか恨みでもあるんでしょうか？」


    「さぁな。……ただ、警察の最高幹部の一人に、鬼灯機関の活動停止を強く押している奴やつがいるんだ。雨あま宮みやくららっていうんだが、そいつとは昔からつき合いはあるんだ。年も同じで、幼稚園からずっと一緒だったからな」


    「それって幼なじみってことじゃないですか？　それなのに仲が悪いんですか？」


    「知らん。あいつは昔っから俺に喧けん嘩かばかり売ってくる奴だったんだ。──雨宮くらら！　あの女だけは許せない！　邪魔ばかりしやがって。俺の生しよう涯がいの天敵だ！」


    　幼なじみの女の子って、もっとこう、毎朝起こしに来てくれるような、世話焼きだけど憎めない可愛かわいい奴、って感じだと思ってたのに。現実は違うんだなぁ……。


    　男の子の夢が一つ、はかなく散っていった気がした。


    「……あぁ、こんな愚ぐ痴ちをおまえに聞かせてもしかたないな。──つまりだな、今のところはおまえら兄きよう妹だいのような機関に所属していない、俺直属の下げ僕ぼくを使って、裏で動くしかないんだ」


    「そういうことでしたか。……で、今のところはってことは、ゆくゆくはその──」


    「もちろん、活動制限なんてくだらないもの早々にとり消してやる。それまではおまえらに協力してやれないが、くれぐれも気を抜くなよ？」


    　なに言ってんだか。気なんて抜ける状況じゃないだろ。本当に嫌なことを言う人だ。


    「わかりました。しっかりおつとめさせていただきますよ」


    　と、あきらめまじりの返答をした、その時──。


    　ばたんっ！


    　唐とう突とつに、部屋の扉とびらが開いた。


    「なんだ？　どうした？」


    　桜下卿は顔を曇くもらせ、開いた扉に目を向けた。僕も、一緒になって振り返る。


    「旦だん那なさま、あああ、あのぉぉぉぉぉぉぉ──お客様がいっいっいっらっしゃいまし──」


    　開け放たれた扉とびらの前に立っていた執しつ事じが、それだけ言うと、白目をむいてその場に倒れた。


    　そして、倒れた執事の後ろから、隠れるように立っていた少女が一人、姿を現す。


    「あぁ、ど、どうしてここに」


    「──ふふっ。……久く郎ろう、みーつけた♪」


    　手にした包丁をぺろりと舐なめて──。


    　病わくら葉ば夕ゆう日ひ、ここで登場。


    



    　──というのが僕が夕日ちゃんから全力で逃げるはめになるまでの出来事。

  


  
    ◆　　２章　僕と妹の関係

  


  
    



    



    　──ずきんっ。


    　頭に雷でも落ちてしまったかのような衝撃が走り、僕は目を覚ました。


    「久く郎ろう……やっと目、覚ました……」


    　ぼそぼそと喋しやべる声が聞こえてくる。


    　ゆっくりと目を開けると、視界の先には僕のことを覗のぞき込む夕ゆう日ひちゃんの顔があった。たしか意識を失う前にもこんな光景を目にしていたような気がする。


    「……あれ？　ここ、どこでしょう？」


    　思い出そうとしてもわからなかった。ただ、首筋がずきりと痛む。


    　わかっているのは、僕は夕日ちゃんに膝ひざ枕まくらされているという事実だけだ。妹のものとはいえ、やわらかな太ももの感触が心地いい。


    「どこって、公園。屍し人びとの館やかたのすぐそば……」


    　どんよりと暗い顔をして、夕日ちゃんは小声でつぶやいた。そんな顔して、なにか嫌なことでもあったのかな？　と思いたくなるけど、大丈夫。平常時の夕日ちゃんはだいたいこんな感じだ。慣れていない人だと戸と惑まどうらしいけど、僕はすっかり慣れている。


    「えぇーと。……どうして僕は公園で優雅に膝枕なんてされているんでしょう？」


    「覚えてないの……？　思し夜やさんの手しゆ刀とう、本気だったものね。……久郎は長いこと気を失ってたの……。久郎が起きない間、私暇ひまだった……そのつぐないに私が喜ぶこと……三十個言って」


    「三十個って、多っ！　てか、その前に目覚めない兄を心配してください！」


    　つっこみついでに、起き上がってしまった。


    　すると今まで忘れていた記憶が、頭痛と共に次々によみがえってきた。


    「あぁっ！　そうです、思い出しましたっ！」


    　そう、僕は朝っぱらから桜さくら下した卿きようの館に呼び出されて、三み日か月づき卿を捕まえろと命令されたんだった。


    　それから、夕日ちゃんが乗り込んできて、僕はどさくさにまぎれて部屋から逃げ出して、追われて、捕まって……。


    　その後の展開を思い出して、僕はひどく憂ゆう鬱うつになった。


    　脳裏に浮かぶのは、炎の中、楽しそうに笑っている夕日ちゃん。いつも暗いくせに、呪のろいを発動させている時だけは、気持ちが昂たかぶるらしい。夕日ちゃんの笑顔、すなわち最悪な状況という図式が僕の中には成り立っていた。


    「思い出せたの……そう、よかったわね」


    「よくないですよ！　夕日ちゃん、また呪いを乱用して、迷惑をかけましたねっ！　桜下卿の館やかた、ひどいことになってたじゃないですか！」


    「ひどいって……ちょっと燃やしただけだわ……。それに思し夜やさんが頑がん張ばって消火してたから、きっと大丈夫……」


    「大丈夫じゃありませんっ。人様のお宅を気軽に燃やしちゃダメです！」


    「あれは……そもそも屍し人びとが悪いのよ……。あいつがいつも私をムカつかせるから……燃やしたくなるんじゃない……。いつか前歯全部折ってやるんだから……」


    　そう言って、夕ゆう日ひちゃんはぐっと小さな拳こぶしを握り込んだ。


    「そこは呪のろいじゃないんですか。あくまで拳で勝負するんですね」


    「もちろん……呪いはかけた上でよ……」


    「夕日ちゃん、根性最悪です」


    　はぁ、と僕はため息をついてしまった。


    　呪い。


    　それは、なんでもできちゃう便利な魔法──なんてものではけっして、ない。


    　呪いとは、不幸をまき散らし、人の心を蝕むしばみ、災さい厄やくをまねく、忌いまわしき力。


    　そして僕らが使う呪いは、その中でも最悪と称されるもの。


    　病わくら葉ば呪じゆ術じゆつ──呪いの極みとも言える、心に抱いだいた負の感情を具現化する術。


    　呪いといえば、わら人形に五ご寸すん釘くぎを打ち付けて相手を呪う、丑うしの刻こく参りなんかが有名だとは思うけど、あれは言うなれば素しろ人うと向けの技。


    　病葉呪術では、そんな手間のかかる儀ぎ式しきや道具は必要としない。


    　必要なのは、自分自身の負の感情のみ。


    　病葉呪術を使う呪まじない師は、日頃から辛つらい経験や悲しい思いをした時に抱く負の感情を、心の中に貯ため込んでいる。


    　例えるなら、心の中に、嫌なことを貯めておく専用の瓶びんがある、と言えばわかりやすいかもしれない。


    　僕らはその瓶に貯まった嫌なこと、つまり負の感情を呪じゆ力りよくという燃料へと変えている。


    　そして呪力を消費することによって、負の感情をこの世に具現化するのだ。


    　しーちゃんの館に現れていた水すい銀ぎん蜘ぐ蛛もや炎えん獄ごく蝶ちようも、夕日ちゃんが呪力を使って具現化させた負の感情なのだ。


    　呪い師の力量は、日頃から多くの負の感情を抱くことができることと、抱いた負の感情を大量に貯蓄することができるか、つまり心に大きな瓶を持てるかどうか、この二つの要素で決まる。


    　夕日ちゃんはこの二つともがずばぬけて強大なため、天才と呼ばれている。


    　それに比べて、僕はと言えば……。いいや、悲しくなるからやめておこう。


    「あのですね、なにも僕は桜さくら下した卿きように誘ゆう拐かいされたり監禁されてたりしていたわけじゃないんですよ。まぁ、館やかたにまねく手段は誘ゆう拐かいめいてはいましたけど」


    「……誘拐するなんて……きっと後ろめたいことでもあるのだわ……」


    「だから、違うんですよ。桜さくら下した卿きようが僕を呼び出したのは、仕事の依頼をするためなんです」


    　依頼の内容はとんでもないものだったけれど、これでも報ほう酬しゆうがもらえる立派な仕事だ。


    「ねぇ、久く郎ろう……。どうして……屍し人びとから仕事をもらうの？　そんなことしなくても……私達兄きよう妹だいは生きていける……」


    「そういうわけにもいきません。……色々あるんですよ。僕にも向こうにも事情ってものが」


    　夕ゆう日ひちゃんには教えない、事情。


    　桜下卿には、恩があるし、借りもある。そして弱みも握られている。


    　だから下げ僕ぼくをやっている。おいそれと関係を断ち切ることができないのだ。


    　それに、桜下卿は僕ら兄妹が帝てい都とで平へい穏おんに暮らせるように保証してくれている人──の、はずなんだけど。ことあるごとに面倒に巻き込まれているのも事実なんだよなぁ。


    「とにかく、もう仕事は受けてしまいました。断ることなんてできません。だから夕日ちゃんも協力してくれますよね？」


    「──いや。私……屍人、嫌い……」


    「嫌いって、そんなこと言われても。夕日ちゃんの呪のろいがないと、僕一人だけじゃ無理なんです」


    　実に情けない兄の発言だった。


    　でも事実、僕は呪いにかけて落ちこぼれ。そして妹は天才。


    　──妹の呪いなんて認めないっ！


    　そう思ってはいるけれど、くやしいかな、僕は夕日ちゃんのはるか足あし下もとにもおよばないへっぽこ呪まじない師だ。桜下卿からは戦力外通告されている始末。


    　うぅ、なんだよう。みんなして夕日ちゃんばっかり頼りにしやがって。


    「久郎、今、泣くところだった……？」


    「……はっ！　違います。これは涙なんかじゃありません。えと、えと。汁です。だし汁なんです！」


    「…………だし汁出すなんて……気持ち悪い」


    「…………。実の妹に気持ち悪がられて、お兄さん本当に涙が出そうですよぅ……」


    　そうつぶやくと、本当に僕の目から、ちょろりと涙がこぼれた。


    　僕はそれをすぐにぬぐって、気持ちをきりかえる。


    　今は妹の才能に嫉しつ妬としている場合じゃない。


    「もう目からだし汁出さないから、気持ち悪がらずに聞いてくださいね。……僕には夕日ちゃんの力が必要なんです。桜下卿に協力したくないっていう夕日ちゃんの気持ちもわかりますが、ここはどうでしょう？　僕のために力になってくれませんか？」


    「……うぅん。そんな風に頼まれると……断れない……」


    　よしいけるっ。


    　夕ゆう日ひちゃんの心はゆれている！　僕はすかさず夕日ちゃんの手を握った。


    「お願いです。僕のかわいい夕日ちゃん。このおろかな兄をどうか助けてください。僕が頼れるのは夕日ちゃんだけなのです。僕には──夕日ちゃんしかいませんっ！」


    「私、しか、いない……。久く郎ろう一人じゃ、だめなの……？」


    「そうなんです。だめだめのだめ子なんです！」


    「………………そっか。それなら、助けてあげても……いいかも」


    　どよーんとした調子は変わらないけれど、でもなんとか了解してくれた。


    　ふぅ、やれやれ。


    　これでなんとか、事件の捜査が始められそうだ。


    「それでこそ僕の夕日ちゃんです。困っている兄を見捨てておけないその優しい気持ち。すばらしいなぁ……」


    「…………あ、でも、条件があるの」


    　なにかを求めるような目で、夕日ちゃんは僕を見つめる。


    「……どうしても欲しいお洋服があるから……これから一緒に、買いに連れてって……」


    「え、あ、それは、ちょっと……」


    　いつもだったら買い物につき合うくらい平気なのだけど、今日に限ってはまずかった。これからどうしても会っておきたい奴やつがいる。そいつは、桜さくら下した卿きようからの依頼をやりとげるための重要参考人だ。


    「……あの、今日じゃなくてもいいですか？　また日を改めて、ね？　あ、もしくは一人で行ってくれるのなら、お金渡しますけど」


    「……一人は無理……、人ごみ、苦手……。街も苦手……。お洋服屋さんの店員さんも……苦手」


    　全部苦手ってことね。


    　苦手意識の集大成とも言える夕日ちゃんの性格は、社会生活を送るのにとことん向いていないのはわかっているけど……今の場合、だだをこねたら僕が折れると思ってそうだな。


    　甘やかしてばかりだといけないし、ここははっきり無理だと言おう。


    「申し訳ないですが、一緒には行けません。一人で行くのが嫌なら、今度でもいいでしょう？　お洋服なんていつだって買いにいけますよ」


    「……私以外の人が買っちゃうかも……。どうしても……欲しい。……売れちゃってたら、私……私……。ぐすん」


    　ぐすんって、まさか。


    　そう思った時には。


    「うわぁーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーん!!」


    　みごとに泣いた。


    　ガン泣きだった。


    　公園中に響きわたる泣き声。


    　洪水のように溢あふれている涙。


    　人目がいっせいに僕らへと集中する。


    　しかも泣き出した夕ゆう日ひちゃんの体からは、炎えん獄ごく蝶ちようが群れになって溢れ出していた。


    　負の感情が漏もれだしちゃってる！


    「うわっ、あのっ、いやっ。夕日ちゃん、落ち着いてくださいっ。なにもそんな泣くほどのことじゃないでしょう？　あ、あと、炎が！　炎が出てますって！」


    　このままだと、この公園が焼け野原になってしまう。


    　しーちゃんの館やかたも焼いてしまったばかりなのに、そんなことになったら怒られるだけじゃ済みそうもない。


    「うわぁーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーん!!!」


    　泣き続ける夕日ちゃん。


    　蝶もますます増え続けている。


    「あぁぁ、もう。そんなに涙を出したらひからびてしまいますよっ。ほら、泣きやんでください。──それと、できれば早急に物騒な蝶を引っ込めてくれるとありがたいのですが……」


    　僕はポケットからハンカチを取り出し、夕日ちゃんの涙をふいた。


    　ぐじゅう。


    　ハンカチは一瞬にしてびちゃびちゃになってしまった。おかしいだろ、この量！


    「うわぁーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーん!!!!」


    　もう何を言っても夕日ちゃんは泣き続けるだろう。一回ずつ感かん嘆たん符ふ増えてるし。


    　仕方ない、最後の手段だ。


    　僕は人目が集中していることも気にせず、覚悟を決めて、


    　──夕日ちゃんのおでこに口づけをした。


    　とたん、ぴたりと泣きやむ夕日ちゃん。


    　ついでに炎獄蝶も消えてなくなる。


    「もう泣かないですね？」


    「……………………うん」


    「お買い物、今度でもいいですか？」


    「……………………むー」


    　そこはまだ不満みたいだ。


    「…………洋服、二着……欲しい。……二着買ってくれるなら、今日じゃなくても……いい」


    　二着も買ったらさすがに家計が火の車だけど、仕方ない。なんとか経費で落ちるよう、しーちゃんに掛け合ってみよう。


    「いいですよ……」


    　しぶしぶ僕は了承した。


    「…………やった」


    　暗い顔のまま嬉うれしがられても、いまいち感情が伝わってこないんだよなぁ。


    　でも泣きやんでくれたからよしとしよう。


    　実を言うと、内心めちゃくちゃはずかしかった。だって、ちらほら人がいる公園内でおでこに口づけなんて、もう公開処刑のようなものでしょ。泣きやませるためとはいえ、僕は人として兄として、踏み越えてはならない一線を越えてしまった気がした。


    「それでは契約成立ですよ。お洋服を二着も買ってあげるんですから、三み日か月づき卿きようを捕まえる手助け、しっかりとしてもらいますからね」


    「いいわ。……それで……私はなにをすればいいの？」


    　涙をハンカチでふき終わった後、夕ゆう日ひちゃんは何事もなかったかのように聞いてきた。


    「それなんですが、自分でもまだよくわからないんです。……そうだ、夕日ちゃん。怪かい人じん三日月卿って知ってますか？」


    「知らない」


    「ですよね。夕日ちゃんは世間のことに関心ないですもんね」


    「そんなの……久く郎ろうも同じでしょ……」


    「まぁ、そうなんですけど。でも三日月卿については、夕日ちゃんよりも詳しいですよ。──三日月卿というのはですね。最近、帝てい都とを騒がしている犯罪者です」


    　と、思し夜やさんから教えてもらったばかりの知識を聞かせてあげようと思ったのに、夕日ちゃんは僕の口に手をかざして、首を横に振った。


    「別に……そんなのいい。……呪のろえばいいんでしょ……。だったら、相手のいどころ……それがわかれば呪える……」


    「残念ながら、手がかりはまったく、という状況です。というか、そもそも夕日ちゃんが乗り込んできたせいで、桜さくら下した卿との話も途中になってしまったんです。もっと詳しく聞いてくるべきでしたね」


    「知ったことじゃない……。でも、相手につながるもの……ないと、呪うの……難しい」


    「そう、ですよね。ではまず一番の目標は、三日月卿につながるなにかを探し出すことですね。そうしましょう！」


    「あれ……？　なにか私、忘れている。……あ、そうだ……」


    　無表情のまま、夕日ちゃんはぽんと、手を叩たたいた。そして、肩からかけていたポシェットに手をつっこむと、折りたたまれた紙を取り出した。


    「……これ、思し夜やさんから……」


    「え？　これって手紙、ですよね？　なんだろう？」


    「……恋文じゃ、ない」


    「ちぇっ、恋文じゃないんですか。残念……っていうか、もう読んだんですか！　僕宛あての手紙ですよ！」


    「人の手紙は……気になる」


    「え？　まさか今までも勝手に読んでたりするんですか？」


    「………忘れた」


    　ぽつりと言うと、そっぽを向いてしまう夕ゆう日ひちゃん。僕はそんな夕日ちゃんをジト目で見ながら、手紙を開いた。


    



    　　──久く郎ろう君へ。


    　　　　首の具合はどうですか？　そんなに強くしてないので大丈夫だとは思うけど、痛みが残っていたらごめんなさいね。


    　　　　それと、桜さくら下した卿きようとの話が終わったら、お渡ししようと思っていたものを、この手紙と一緒に夕日さんに預かってもらうことにしました。


    　　　　三み日か月づき卿の犯行現場に残されていたものです。お役に立つものであれば幸いです。


    　　　　それでは、がんばってくださいね。


    



    　　　　追伸


    　　　　館やかたは一部が焼けただけですみました。


    　　　　でも、屍し人びと様はかなりお怒りのようです。今度謝ってくださいね。


    　　　　それでは失礼いたします。


    
      常盤ときわ　思夜より

    


    



    「──なんか、追伸が僕には死刑宣告に見えるのは気のせいかな……？」


    　あと、思夜さんの字が意外と可愛かわいい。


    「久郎……怒られるね……かわいそう」


    「人ごとですか！　夕日ちゃんの責任ですからねっ」


    「…………てへ」


    　無機質な声と表情で言われても可愛くないわ！


    「それで、思夜さんから預かってるもの、見せてください」


    「……これよ」


    　夕日ちゃんは僕に小さな布の包みを手渡した。


    「中身……人形だから……」


    「こっちも中身、見ちゃってるっ！」


    　布の包みを開くと、夕ゆう日ひちゃんの言った通り人形が一体、出てきた。木でできた簡単なつくりの小さな人形だ。


    「これが手がかり？　──ただの人形ですよね。なんでこんなものが犯行現場に落ちていたんでしょう？　これについて思し夜やさん、何か言ってましたか？」


    「もしかしたら……魔術の媒ばい体たいかも……だって」


    「媒体……。これってなにに使うものなんでしょう？」


    「人形なら……できることは限られてる。たぶん……人の代わりをさせるため。……陰おん陽みよう師じの式しき神がみと一緒」


    　夕日ちゃんの言葉少なな説明だといまいちわかりづらいな。


    　そんなことを思っていると、夕日ちゃんは僕の手から人形を抜き取り、鼻先に近づけてくんくん匂においをかいでいた。


    「……なんか変な匂い……」


    「変ってどう変なんですか？」


    「わかんない……。説明……できない」


    「その人形を手がかりに、なにか辿たどれそうですか？」


    「……無理、私、そういうの苦手……」


    　そりゃそうか。夕日ちゃんは呪のろうことにかけては超一流だけど、それ以外のことはさっぱりできない子だ。それに、もともと魔力の流れを追う技を、呪まじない師は得意とはしない。


    　僕は夕日ちゃんの手から人形をつまみ上げた。


    「それじゃあ、こうしましょう。夕日ちゃんはこれから家に帰って、おとなしくお留守番していてください。僕は用事がありますが、夕方には家に帰ります。それでもって、この人形は僕が預かっておきます──」


    　そこで、僕の目に不審な光景が映ったので、いったん話をやめて立ち上がった。


    　おもわず、顔をしかめてしまう。


    　あぁ、やっぱり。こんなことになるだろうとは思っていたけど。


    　これは、僕ら異能の力をあつかう者にとって、避けられない鉄則。


    



    　──異能の力を使うと、自らの元に災わざわいを引き寄せることになる。


    



    　オカルトに関われば関わるだけ、平へい穏おんな日常は遠ざかり、厄やつ介かいごとに巻き込まれてしまうという法則が、この世には存在するのだ。


    　つまり、僕と夕日ちゃんの目の前で、これから面倒が起こるのは、偶然ではなく、必然。


    　夕ゆう日ひちゃんが呪のろいの力を使いまくっているせいだ。


    　どうする？　無視するわけにもいかないか。でも僕としては夕日ちゃんのおもりで手一杯なんだけどなぁ。


    「…………どうかした？」


    「えぇ、ちょっと。──今、そこの道路の向こう、ほらあそこの路地に数人の男が少女を連れていったんです」


    「……少女を路地に連れ込むなんて……久く郎ろうみたい……」


    「さらっと人を変態みたいに言わないでください！」


    「みたいじゃない……まぎれもなく、変態。……よく幼い女の子見て……欲情してる……」


    「欲情なんてしてませんよっ！　誤解に誤解を重ねないでください！」


    　などとふざけている場合じゃない。


    　僕は公園を出て、少女が連れていかれた路地へと近づき、そっと中をのぞいてみた。


    「──っおい、てめぇ。なんとか言えよ、このガキが！」


    「さっさと謝れば、帰してやるっつてんのによぉ」


    「どーしても痛い目みたいのかなぁ。そんな澄ました顔してると、俺らもたいがいキレちまうぜぇ」


    　うわぁ、台本でもあるみたいだぁ。


    　路地では、絵に描いたようなチンピラが三人、一人の少女を囲んでタンカを切っていた。そして少女は、おびえて声が出ないのか、押し黙ったまま表情一つ変えない。見ればその少女はまだ幼い外見をしている。夕日ちゃんと同い年くらいかもしれない。


    　こんな真っ昼間から、人通りもある路地で女の子を囲むなんて、チンピラの鑑かがみみたいな奴やつらだ。案あんの定じよう、通行人たちも、怖がって見ないふりして誰も助けないし。


    　こんなの見ちゃったら、助けないわけにはいかないな。


    「あのぉ、……お兄さんたち何をなさっているんでしょうか？」


    『あん？』


    　ひょっこり出てきた僕に対し、三人は同じ調子で威い嚇かくの声をあげる。そしてそのうちの一人が代表して僕につっかかってきた。


    「誰だてめぇ」


    「えっと、ただの通行人です」


    「ただの通行人ならどっかいけよ。こっちは今取り込み中なんだよ」


    「いやでも、こんなところで女の子を囲むのはどうかと思いますよ」


    「んだと？　てめぇにゃ関係ないだろうがよっ！　それともなにか、こいつの知り合いかなんかか？　言っとくが、俺らが悪いんじゃねぇんだぞ。ガキの方からぶつかってきたのによぉ、謝ろうとしねぇから、ちょっとばかり説教してやってんだよ」


    「……あー、えーと、そういうことでしたか……。それなら、僕も一緒に謝りますから許してあげてください」


    「はぁ？　てめぇは関係ねぇだろうがよ。いい子ちゃんごっこしてぇなら、幼稚園にでも行っとけよ、こら！」


    　あぁ、もう。なんでそんな大きな声を出すかな。少女もびくびくしてるじゃないか。かわいそうに。


    　こんな不良と喋しやべっていても時間のむだだ。会話が成立する相手じゃないのは、一いち目もく瞭りよう然ぜん。


    　それなら、会話以外のやり方しかない。


    「たとえば──呪のろいとかね」


    「あぁん？　なにぼそぼそ言ってんだてめぇ？」


    　呪いは便利な魔法じゃない、とは言ったけれど、それでも僕が少女を救うには、呪いの力に頼るしかない。


    　これはぶっちゃけすごい矛盾した行いだ。


    　夕ゆう日ひちゃんが呪いを使ったせいで、引き寄せられた災わざわいを、僕の呪いで解決する。


    　そんなことしたら、呪いを使ったせいでまた災いが引き寄せられて──っていう災いの無限連れん鎖さ状態に陥おちいってしまうのだ。


    　考えてみればあたり前のことなんだけど、実際、異能力者の多くはこの無限連鎖を引き起こし、日々厄やつ介かいな目にあい続けている。しかもそれを自覚しているのに、異能の力を使うことをやめないのだ。


    　一度使ってしまえば、異能の力に頼りたくなるってのも、わかるけどね。


    　正直、僕も、しょぼいとはいえ、自分の力を手放せない。


    　使えば災いを呼ぶ、けれど使わずにはいられない。この矛む盾じゆんから抜け出すことが、異能力者の永遠の命題といえるかもしれない。


    　まぁ、それはともかく。


    　今回はか弱い少女を守るため、仕方ないってことで──。


    　それでは病わくら葉ば呪じゆ術じゆつ、初級実践講座、はじまりはじまり。


    　手順その一。まず呪わないですむならそれにこしたことはない。


    　とりあえず、相手をビビらせて、逃げてもらおう。


    「あのぉ、僕は呪まじない師なんです。呪いを、使うことができるんです。だから、あなた達では僕に勝てませんよ？」


    「はぁ？　呪い？　なに言ってんだ？　てめぇ、頭大丈夫かぁ？」


    　手順その二。たいてい手順その一は失敗するので、ここからが本番。


    　自分の心の中の負の感情を呪じゆ力りよくに変える。


    　これは明確に想像することが大切。


    　僕の場合は、瓶びん。心の中に負の感情を集めた瓶があると想像して、その瓶から負の感情を取り出して、そこに明確な形を植え付ける。


    　僕みたいな落ちこぼれだと、負の感情を貯蓄すること自体苦手なので、瓶の中身はちょびっとだけだ。それをなんとかかき集めて……。


    「なんだこいつ？　急に黙っちまいやがって」


    「お待たせしてすみません。──さぁ、行きますよ」


    　手順その三。心の中で想像が固まったら、一気に具現化する！


    　具現化した負の感情は呪まじない師によって様々だ。


    　夕ゆう日ひちゃんのような『虫』を象かたどったものもあれば、僕のように──。


    　じゃらり、と僕の手のひらから鎖くさりが飛び出した！


    「これぞ、拘束呪じゆ術じゆつ、呪じゆ縛ばくの鎖！　…………ってあれ？」


    　飛び出したのは、ほんの数センチほどの細い鎖。


    　あれ、おっかしいなぁ。もっと丈夫そうで、しかも長い鎖を想像したはずなのに……。


    　僕の手のひらから飛び出したしょぼい鎖を見て、不良三人はきょとんと目を丸くした後、ひと呼吸おいてからいっせいに笑い声をあげた。


    「はははははははははっ。なんだよそれ？　手品か？　どうやって出してんだよ！」


    　三人ともお腹なかを抱えて大爆笑している。


    　手品だとしたらこれだけ大ウケしているので大成功だ。…………なんてこと考えたらむなしくなった。


    　不良三人組の後ろでは、少女までもが、ぽかんとした表情でこっちを見ていた。


    　あぁ、そんな目で見ないで。お兄さんを軽けい蔑べつしないくれ、頼むから……。


    「あ、あの。もう一回やらせてくださいっ。今度こそ、成功すると思いますから！」


    「じゃあ、次こそはちゃんとやるんだぞ──って、言うわけねぇだろ！　つき合ってられっか！　今度はこっちがぼっこぼこにする番だよっ！」


    　僕の胸ぐらを摑つかみ上げ、不良はいきおいよく拳こぶしを振り上げる。


    　少女が、やめてと叫ぶ姿が──目の端に、見えた。


    　あぁ、殴なぐられるぅ！　僕は目をつむって、ぐっと奥歯を嚙かみしめる。


    　そして不良の握った拳が、僕に向かって振り下ろされる、その瞬間。


    



    　めきゃり。


    



    　生なま々なましい音が、すぐ近くで響いた。


    「──うぎゃぁぁぁっ！！！！」


    　悲鳴をあげたのは、僕ではなく不良の方だった。


    　目を開けると、そこには腕が曲がっちゃいけない方向に曲がっている不良の姿があった。


    「なっ、これ！　僕の呪のろい？」


    「…………違う」


    　すっと僕の後ろから現れた夕ゆう日ひちゃんは、ねじ曲がった腕を押さえうずくまっている不良の姿を冷ややかな目で見下ろした。


    　夕日ちゃんの周りには、金色の蜜みつ蜂ばちが三匹、なつくように飛んでいた。


    　──あれは、注ちゆう入にゆう呪じゆ術じゆつ、黄金蜜蜂。


    　蜂の形をしたこの呪いは、相手に針を突き立てることによって、心と体の自由を奪い、意のままに操あやつってしまえる恐ろしい呪いだ。


    　目の前の不良は、気付かないうちに黄金蜜蜂に刺されてしまったようだ。


    　御ご愁しゆう傷しよう様……。


    「腕……痛そう……」


    　不良に近づき、夕日ちゃんは曲がった腕を容よう赦しやなく踏みつけた。


    「ぐぉわぁぁっぁあ!!」


    「汚い、悲鳴。…………そこの二人……」


    「はっ、はいっ」


    「なんでしょうかっ」


    　夕日ちゃんに呼びつけられた不良たちは、びしっと背すじを伸ばして返事をした。すでにこの二人にも呪いが注入されているみたいだ。


    「……こいつを連れて……消えて」


    「了解しましたっ！」


    　すっかり夕日ちゃんの言いなりになっている二人の不良は、夕日ちゃんに向かって最敬礼すると、負傷した不良を担かついで、あっという間に去っていった。


    　これぞやられ役って感じの退散だった。


    「……雑ざ魚こ」


    「そりゃあ夕日ちゃんにかかればあんな不良は雑魚だけど、僕はそんな雑魚にも勝てなかったなぁ……」


    「久く郎ろうは……調子……悪かっただけ」


    　そんな風に慰なぐさめられても、いっそう情けなくなるだけだ。


    　なにはともあれ。


    　これで少女を助けることができた。


    　結局、僕の力ではなくて夕日ちゃんがやってくれたことだけど。


    　これが、僕と夕日ちゃんとの違い。


    　僕が意識を集中させがんばって作り上げた呪いは、ちょろんと手のひらから飛び出す鎖くさり。


    　それに比べて、夕ゆう日ひちゃんは三匹もの黄金蜜みつ蜂ばちを簡単に操あやつっていた。


    　僕はさっきの呪のろいを使ったおかげで、貯蓄していた負の感情をかなり消費してしまったけれど、夕日ちゃんはちっとも応こたえてないんだろうなぁ。


    　最初っから才能が段違いなんだから、こんなこと、うらやましがってもしょうがないことだけどさ。


    「あ、そうそう。女の子！　大丈夫かな？　──ってあれ、いない」


    「びっくりして……逃げてった……。女の子好きの……久く郎ろうが見み逃のがすなんて、珍しい」


    「その設定続けるのやめてくださいよ！」


    　ずっと言われてたら、そのうち本気にしてしまいそうだ。なんて嫌な刷すり込みなんだろう。


    　とは思いつつ、これから会いにいく奴やつってのも、これまたとびっきりの美少女ときてるので、やっぱり僕は少女好きなのか？


    　そんなことない──と、断言できないのがくやしいなぁ。


    「ともかく、僕を変態扱いしないでくださいね──それと、ここからは別行動ですよ。夕日ちゃん、一人でお家うちに帰れますよね？」


    　むぅ、と口をつぐんだまま、夕日ちゃんはふるふる、と首を横にふっている。


    　いやいや、ってされても、困るんだけどな。


    「…………一人はいや。久郎いないと、つまんない」


    「つまんないって、僕は暇ひまつぶしの道具じゃないですよ。それにこれから会いにいく奴は、人嫌いなんで夕日ちゃんを連れて行くわけにはいかないんです」


    　本当は、人嫌い、というか夕日ちゃん嫌いなのだ。そいつと夕日ちゃんとは前々から仲が悪いから、極力会わせたくはない。


    「……でも」


    　不服そうにうつむいてしまった。


    　このまま夕日ちゃんをごねさせておくわけにもいかないしな。


    　仕方ない、こうなったら夕日ちゃんを納得させる、魔法の言葉を唱えるとしよう。


    「言うこと聞いてくれたら、洋服、なるべく早く買ってあげようと思ってるんですが……」


    　はっと顔をあげ、夕日ちゃんは僕の顔をじっと見つめた。


    　そして。


    「…………私、一人で帰るの」


    　魔法の言葉の効果は抜群。


    　やれやれ。これで、単独行動をとることができる。


    　わがままなお姫様のご機嫌をとって、僕はようやく、事件の捜査を開始するのだった。

  


  
    ◆　　３章　釈しゃ迦か堂どうこるりの時計店

  


  
    



    



    　帝てい都との外れ。


    　竹林に囲まれた、どう考えても人の寄り付かなさそうなその場所に、僕の友人は時計店を開いていた。


    　店の名前は九つ十づ九ら文ぶん庫こ。──もともとはどこかの貴族が私設図書館として建てたものだったらしく今でも店の半分くらいは本で埋まっている。店の名前も、図書館だった頃の名前を引き継いで使っているそうだ。


    　僕はおみやげの甘いお菓子を手に、九十九文庫の扉とびらを叩たたいた。


    　……………………。


    　返事なし。


    　でも懲こりずにもう一度、扉を叩く。


    　あいつがこの店にいないなんてこと、ありえないのだ。


    「こるりー。いるんだろ。入れてくれー」


    「………………………………なんだよ、うるさいな」


    　返事らしきものがあったので、僕は店の扉を開けた。


    　すると、いっせいに聞こえてくる規則正しい音。


    　時計店だけあって、店の中にはたくさんの時計が並べられチクタクと時を刻んでいた。


    「──あぁ、誰かと思えば久く郎ろう君か。なにしに来たんだよ？」


    　店の奥から不機嫌そうな声をあげて出てきたのは、振ふり袖そで姿の幼女だった。


    　小さな背せ丈たけに小動物を思わせる可愛かわいい顔、それに不健康そうな白い肌。そして、歩くたびにさらさらと流れるおかっぱ頭も、肌と同じく白雪色だ。


    　こいつの姿を見るたびに、夕ゆう日ひちゃんとはなにからなにまで正反対だと思ってしまう。


    　夕日ちゃんが西洋人形のような見た目なら、こいつは日本人形のような見た目だし、夕日ちゃんの瞳ひとみが底の見えない黒色なら、こいつの瞳は透すき通った赤色だ。夕日ちゃんは人付き合いの苦手な内気な性格だけど、こいつは人を手て玉だまにとるのが実にうまく、見かけによらない老ろう獪かいな性格をしている。


    　とまぁ、色々並べ立ててしまったけれど──。


    　この幼女こそ、九十九文庫の店長、そして僕の友人の、釈しや迦か堂どうこるりだ。


    「なにしに来たはないだろ？　引きこもりの友人を心配して、訪ねてきてやったってのに」


    「噓うそをつくな。君がそんな心配するはずない……目的はなんだ？」


    　心の奥底を見み透すかすように、こるりはじっと僕のことを見つめた。


    　僕は、ここに来た本当の目的を告げようと、口を開こうとしたけれど──こるりは手のひらを向けて、それを制した。


    「いいさ、言わなくても。どうせ厄やつ介かいごと引っさげて、頼みごとでもしにきたんだろ？　そうやって君はいつもボクを巻き込もうとするんだ」


    　僕の体を細い腕でぐいぐい押して、こるりは僕を店の外へと追い出そうとする。


    　けれど、幼女の力で押されたところで、僕の体は一歩も下がったりはしない。


    「あのさ、こるり。話だけでも……」


    「迷惑なんだよ。ボクはここで、誰にも邪魔されずのんびり過ごしてるのにさ。それともなにか？　ついに君──」


    　ぺろりと舌なめずりをして、こるりは獲物を狙ねらう獣けもののような視線を僕へと向ける。


    　その瞳ひとみは、血だまりを思わせる不吉な色をしていた。


    「ボクのものになる覚悟が、できたっていうのか？　それなら、歓迎してやらんこともないが」


    　全身を襲おそう寒気。


    　……僕は恐怖を、感じているのか？


    「あ……いや。そんなつもりは……」


    　のどを震ふるわせ、精一杯声を振り絞しぼる頃には、こるりの興味はすでに別のものへと移っていた。


    　今までの鋭さなんて噓うそのように、目をまん丸くして、じっとおみやげを持つ僕の手を見つめている。


    　その仕し草ぐさは、木の実を見つけた白うさぎのようだ。しかもこの白うさぎ、甘いものを見つけるのが大の得意らしい。


    「あぁ、これはおみやげだよ。……プリン、とかいう西洋のお菓子だってさ。珍しいから買ってきたんだ。聞いた話だと卵となにかを混ぜて──」


    　説明の途中なのに、こるりは僕の手からおみやげをひったくって、店の奥へと走っていた。


    「うわぁい。甘いものだ。さぁ食べよう、すぐ食べよう。久く郎ろう、なにをぐずぐずしているんだい？　さっさとこっちにおいでよ」


    　豹ひよう変へんしすぎ。


    　今までの冷たい態度はなんだったんだ！


    　とは、つっこまない。こうなるのは予想済みだ。


    　こるりが僕の訪問を拒こばむだろうと思って、甘いおみやげを用意しておいたのだ。


    　作戦はまんまと成功したもようだ。


    「おまえって奴やつはなんでそう甘いものに目がないんだよ」


    「だって、甘いものはこの世で一番のぜいたく品だよ。甘いものでおいしくないものなんてないんだから」


    　店の奥にあるテーブルの上には、すでにこるりが包みを開けてプリンを並べていた。僕は椅い子すに座ると、ガラスの容器に入れられたプリンを一つ手に取る。


    「説明の途中だろ。せめて、食べ方くらい言わせてくれ」


    「食べ方なんて聞かなくってもわかるよ」


    　こるりは容器に思いっきり指をつっこみ、そのままプリンをすくいあげて口へと運んだ。


    「──ぷはぁ。うまい！　すごいうまい！　なにこれ、なんて食べ物だ！」


    「だからプリンだってば。あと、素す手でで食べるな。汚いなぁ。スプーンっていう西洋のさじですくって食べるものなんだよ」


    「スプーンくらい知っている……でもめんどうくさいんだよ。手で食べるのが一番手っ取り早いだろ」


    　ぺろりと指についたプリンを舐なめると、こるりはまた容器に指をいれた。ぐちゃぐちゃになっていくプリンを見ていると、汚らしくって食欲が失うせた。


    　仕方なく、僕は店内をながめながら、こるりが食べ終わるのを待つことにした。


    　するとこるりはめざとく、僕が手をつけていないプリンを見つけて、手を伸ばす。


    「これ、食べないのか？　それならボクがもらうけど、あとで文句言うなよ！」


    「文句なんか言うか。全部おまえにやるから、さっさと食べ終わってくれ」


    　僕がそう言うと、こるりは満面の笑みで二つ目のプリンを食べ始めた。


    　これでちゃんと貢みつぎ物を供そなえたことになるだろう。


    　こるりは、なにかを与えなければこちらになにもくれはしない、そういう性格をしているのだ。こるりに言わせれば、これは性格ではなく流りゆう儀ぎ、らしいのだが、僕としてはどっちだろうと変わらない。
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    　ようするに、お互い対等な関係で、対等な利益を得ていれば、こるりは納得してくれる。


    　ぎぶ、あんど、ていく。


    　西洋では、そんな言葉で説明できる関係なのだとこるりは説明してくれたけれど、そんな知識、この国から一生出ないだろう僕には不要なものだ。


    　僕らは、囚とらわれの身の兄きよう妹だい。いつまでも小さな世界に閉じ込められ続ける運命だ。


    　でも僕は不満なんか感じない。限られた世界でもそこで平へい穏おんに暮らせれば、満足だ。


    　広い世界で自由に生きる。そんなのは夢のまた夢。今はただ、夕ゆう日ひちゃんと過ごす小さな平穏を、しっかりと守っていこう。…………かといって、桜さくら下した卿きようが用意している孤島は、さすがに小さな世界すぎるからまっぴらごめんだけどさ。


    「いやぁ、うまかった。奇跡的なうまさだ。この世にはまだまだボクの知らないうまいものが存在するんだな。感心したぜ」


    　両手をプリンでべっとべとにしながら、こるりは満足げにお腹なかをさすっている。


    　それじゃ、ここからはこるりの流りゆう儀ぎにのっとって、僕が与えてもらう番だ。


    「至し福ふくのひとときを邪魔するようで悪いけどね、僕の話、聞いてくれるかな？」


    　テーブルに身を乗り出して、僕は空からになったプリンの容器に目を落とす。


    　食ったからには聞いてもらうからな、と視線で訴うつたえているつもりだ。


    「ずるい奴やつだな。人の弱みにつけこんで強制的に話を聞かせるつもりか。外げ道どうとしか言いようがないな」


    「おまえは弱みをさらし過ぎなんだよ。つけこまれるのが嫌ならちょっとは隠せばいいのに。甘いものを我慢することくらい、できるだろ？」


    「それは無理だ！　ボクはどうしても誘惑に勝てないんだ。きっと悪魔の食べ物に違いないな」


    「……それ、おまえの意志が弱いだけだろ？」


    　ただ、そんな弱みがあるからこそ、僕はこるりに頼ることができるのだ。


    　僕が与えられるのは、甘いものくらいだ。


    　それ以外のものを、こいつにやるつもりは、毛もう頭とうない。


    　つけ込まれれば、骨の髄ずいまで奪われる。


    　見た目に騙だまされてはいけない。


    　目の前にいるのは、幼女の姿をした──魔女だ。


    　魔女。


    　その言葉は、たとえでもなんでもなく、そのままこるりの属かた性がきをさしている。


    　初めて出会った時、こるりは自分のことを、時計屋の主あるじではなく、魔女だと名乗った。


    　これまでこるりが魔女らしい力を使っている場面を目まの当たりにしたこともないし、そもそも魔女と言われても漠然としすぎていて、どんな力があるのが想像もできない。


    　根拠もなにもない、子どもの冗談で済むような話ではあるけれど、なぜだか僕はこるりが魔女なのだと、すんなり納得できてしまった。


    　その理由は、つき合っているうちに、すぐにわかった。


    　こるりは、得え体たいが知れないのだ。


    　その小さな頭につまっている膨ぼう大だいな知識。心の中をのぞかれているかのような言葉の数々。あらゆることを経験したかのようなその瞳ひとみ、そして不気味な微ほほ笑えみ。


    　そういった一面を垣間かいま見るたび。


    　あぁ、なるほど──魔女。その属かた性がきがぴったりと当てはまるじゃないか。


    　そう思ってしまう。


    　だから、僕は信じている。


    「──話を聞いてくれるね」


    「……しょうがないから聞いてやろう」


    「偉そうだな……。話っていうか、質問だけど。おまえってさ──今も仕事してる？」


    　こるりは眉み間けんにしわを寄せて味のある顔で僕のことを見上げると、ふふっ──と、かすかに笑った。


    「愚ぐ問もんだねっ。ここにこうして店があること自体、ボクが仕事をしている証拠じゃないか。ボクは若いのに仕事にはげむえらい幼女なんだぞ」


    「自分で幼女って言うな。……そうじゃなくて、おまえさ、最近──三日月卿として、仕事をしてるんじゃないか、って聞いてるんだよ」


    　三み日か月づき卿きよう。その名を出した瞬間、場の空気が一変した──ように感じた。


    　かち、こち、というたくさんの時計の音だけが店内に響いている。


    　僕はこるりの返答を、黙って待つ。


    　そして、


    「──してないさ」


    　ほっと、息をついた。


    「本当？　本当なんだな？　今、出没している三日月卿とこるりには関係はないんだね？」


    「関係はあるよ、もちろん。だってボクは三日月卿の一員だよ？　その名のついた犯罪にボクがまったく関係していないってことはないさ。──そう、この場合、ボクはその偽にせ三日月卿の原型としては、関係していると言えるだろうね」


    「──偽、もの？」


    　前ぜん代だい未み聞もんにして当とう代だい随ずい一いち。そしてこの国最大の未解決事件群の首しゆ謀ぼう者。


    　怪かい人じん三日月卿。


    　僕がその名を知っているのは、新聞で見たわけでも、噂うわさで聞いたわけでもない。


    　目の前にいる幼女が、怪かい人じん三み日か月づき卿きようの元一員だからだ。


    　おまえはどれだけ個性豊かな経歴を持てば気が済むんだ！　その個性、少しくらいわけてくれ！　と思わないでもないけれど、僕にはそんな個性、派手すぎて似合わないんだろうな。


    　人間、普通が一番。


    　普通じゃない人たちを大勢見ていると、なおさら実感できる。


    　例えば、この幼女。


    　こるりはかつてこの国のいたるところに出没し、犯行を繰り返した脅きよう威いの怪人の、一人なのだ。


    　一人とか一員という言葉に疑問を感じるかもしれないが、言い間違いではない。


    　三日月卿は、世間的には一人の人物だと思われているが、その実、複数人の少年少女たちで一人の怪人になっている、というのが真相だ。そしてこの風変わりな幼女もその一員だったというわけだ。


    　集まった少年少女たちは、それぞれが異能の力を持ち、その力を駆使してこの国の権力と治安を嘲あざ笑わらった。


    　いっさい手がかりを残さず、どんな追跡も煙けむに巻き、そして決して正体を現さない。


    　──伝説と謎なぞ。


    　彼らの歩んだ道にはそれしか残されてはいない。


    　だから、僕の目の前に座っているこの幼女は、ここに存在するだけで伝説の証明と謎の解決へとつながっている。


    「そう、まったくの偽にせ物ものだよ。──ボクらが愛した夢見る少女、三日月卿。彼女は三年前に死んだんだ。甦よみがえるはずもないし、もし甦ったとしたら、ボクが知らないわけがない」


    「こるりがそう言うなら……そう、なんだろうね」


    「ボクを信じろよ。第一、あんなののどこが三日月卿なんだよ。できそこないもいいところだ。足りないとこだらけ。魅力も力量も才能も努力も運も根気も、そしてなにより──美学が足りないよ」


    「そこまで言われちゃうと、相手もかわいそうになってくるな」


    「かわいそうじゃない。それに、なにかい？　君はあんな犯罪おあそびをボクの仕し業わざだと思ってここにやってきたのかい？　それだったら、勘違いもはなはだしいよ。そんな勘違いばっかりしていると──君の幻想をぶち殺しちゃうよ？」


    　言ってやった──と、こるりは自慢げな表情を浮かべている。


    「………………は？」


    　ついていけなかった。


    　なにを得意顔してるんだこいつは？


    「……ごめん、最後の台詞せりふなにそれ？　ここで使うべきだったか？」


    「──うぅん、正直、微妙かも」


    「微妙どころか、いっさい間違ってるよ！」


    　こるりは気まずそうに僕から視線を外した。


    「君は今、ボクのことを軽蔑しているんだろ。思いっきりすべったとか、思ってるんだろ！」


    「いいや、むしろおまえにも可愛かわいげなんてものがあったのかと、感心しているんだけど」


    「可愛げ、だと。なんて侮ぶ辱じよくだ。ボクはな、口くち癖ぐせとか決め台詞ぜりふとか欲しくて、ずっと言ってみたかったんだ。だから今が言い時だっ！　って思って」


    「決め台詞って、おまえ──全力で使いどき間違えたし。最悪な結果だよ」


    「これでも『戯ざれ言ごとだね』とちょっと迷ったんだからな」


    「迷うな！　決め台詞くらい、自分で考えろよ！」


    「ずっと考えてるんだけど、全然うかばないんだ。こんなんじゃボク、キャラ立たないじゃん」


    　大丈夫。おまえ充分すぎるくらいキャラ立ってるから。おまえと一緒にいると、僕の平凡さが浮き彫りにされちゃうくらいにはさ……。


    　なんて、くだらない会話をしてないで。


    「あー、まぁ、その件に関してはがんばれ。で、話を元に戻すけど、いいかい？」


    「いいさ。いつか格好いいの考えてやるから。……でさ、そもそもなんで久く郎ろうが三み日か月づき卿きようとか言い出したんだ？」


    「なんでって、どういう意味？　僕が三日月卿に興味があると変かな？」


    「うん、変だ。君はこの手の話題には興味ないだろ？　ボクが三日月卿の一員だったって教えた時も、へぇ──の一言ですませたじゃないか」


    「あの時はまだ三日月卿のこと全然知らなかったからさ。紙芝居に出てくる架空の怪かい人じんかなにかだと思ったんだよ。まさか、実際の犯罪者だとは知らなくて」


    「まぁ、知らなくて当然だよな。ボクらが活動してたのは、三年前だし。その頃、君はまだ帝てい都とにいなかっただろ？」


    「そうだね……。おまえがとんでもないことしでかしてるなんて、知るよしもなかった」


    「とんでもないこと、か。まぁ、あの時はみんな自分たちの力を使いたくてうずうずしてたからね。それに退屈だったし。だから遊びたかった。そして遊ぶからには真剣に、全力で遊ぶのが子どもの基本、だろ？」


    「遊びで伝説か。そりゃずいぶんと規模の大きな遊びだな」


    「遊びじゃないのに大規模な被害を出した君よりましさ」


    　僕の過去を知っていてなお底意地の悪い笑みを浮かべるこるり。


    　さらっと心の傷跡いじる奴やつだな……。開けなくてもいい蓋ふたはそっとしておいてくれ。


    「それはそれとして。君さ、どうせまた桜さくら下した卿がらみだろう？　でないと君が三日月卿に興味持つはずがない」


    「お察しのとおり。桜さくら下した卿きように言われたんだ。──怪かい人じん三み日か月づき卿、あれが目め障ざわりだ、ってね」


    　さりげなくしーちゃんの物もの真ま似ねをしてみたのだけど、あっさり無視された。よく考えたら、こるりはしーちゃんに会ったことなかったっけ。


    「ふぅん。目障りだから潰つぶしてこいってかい？　──ははっ、桜下卿もあいかわらずの鬼き畜ちくっぷりだねぇ。……あ、そうだ。これ食べる？」


    　話の流れをぶった切って、こるりはテーブルの上に置いてあった小こ瓶びんを差し出してきた。小瓶の中身は角砂糖。こいつは冗談ではなく、僕に角砂糖ちようみりようのみを食べないのかと聞いているのだ。


    「いや、いい……」


    「あら、そう。じゃあ、ボクだけ」


    　こるりは角砂糖を一ひと摑つかみ（！）すると口に放りこんでがりり、と嚙かみ砕いた。見ているこっちが胸ヤケしそうな光景だ。しかし、こるりにとって甘いものは、大人がたばこや酒をたしなむのと同じようなものなのだそうだ。


    　僕は、こるりがハチミツをごくごく飲んでいる場面も見たことがある。


    「人と喋しやべるのも久しぶりだからな、甘いものを補給しながらじゃないとぼんやりしてくるよ」


    「それにしたって甘いもの中毒すぎるだろ……」


    「甘いものに中毒性があるなんて、噓うそだぁ。初耳だぜ。人の体の八割は砂糖でできてるんだから、ボクくらいが正常さ」


    「そっちの方が噓だろ！　おまえ、本当に人間か！」


    「いや幼女という名の天使だ！」


    「真顔で言うな、うっとうしい」


    　おでこに軽くチョップ。


    　はう、と鳴いて、こるりはおでこを押さえ、しおしおと縮んでいった。人間ってより小動物に近い生態はしていると思う。


    「いたいけな幼女に手をあげるな！　そんなことすると、もうなにも話してやらないからな」


    「それは困る。ごめん、謝るから話してよ。……ほら、まだ偽にせ物ものについて全然話してくれてないしさ」


    「あぁ……。勘違いしてるみたいだから言っとくが、ボクは偽物についてはなにも知らないからな。正体だって、見当もつかないし」


    「本当か？　隠してたりしないだろうな……」


    「隠していたら、どうするんだい？」


    「どうするって……」


    「甘いものに釣られて口が滑るのもこのくらいが限度だぜ。もっと情報が欲しければ、しかるべきものをよこせ。でないと、喋らない」


    　こういう場合、しかるべきものっていうのはたいてい情報料、つまりは金を払えってことなんだろうけど、こるりに限っては違う。


    　金なんかにこるりは興味を示さない。


    　こるりが欲しいものは──。


    「君がボクのものになるっていうなら、なんだって教えてやるよ」


    　そう言って、魔女の顔をして僕を見つめる。


    　この言葉、もう何度も聞かされている。


    　どういうわけか、こるりは僕を所有したいらしい。所有してどうするつもりなのかは、わからない。


    　手下か愛あい玩がん物か、はたまた恋人か。なんて、僕にそんな価値があるとは思えないけれど。


    　いずれにしても、魔女の所有物になんて、おいそれとなるものではない。


    　だから、決まって答えはこうだ。


    「いやだね。だれがおまえのものになんてなるものか」


    「残念だな。それじゃあ、交渉決裂だ。──さっさと帰ってくれ」


    　どうやらおみやげ効果も切れてしまったみたいだ。


    　ほかに取引材料はないし……。でも、もうちょっとくらい情報が欲しいよなぁ。


    　僕はなんとか、友人だろ、って雰囲気全開で、食い下がってみた。


    「いや、そこをなんとかさ。なんでもいいんだよ。三み日か月づき卿きようについて、教えてよ」


    「駄目だ。教えられない。──あれはボクにとって大切な作品で、そして仲間との絆きずなだ。ボクのものにならない君になんかに、教えてやるもんか」


    「こるりが三日月卿を大切に思っているのはわかったよ。だったら根掘り葉掘り聞こうなんて思わないからさ。……そうだ、自慢話とか武勇伝だったら、聞かせてくれてもいいだろう？」


    　本物の三日月卿を知れば、偽にせ物ものを捕まえる役に立つかもしれない。なにせ、偽物は本物を真ま似ねるからこそ、偽物なのだから。


    　それに、こるりの口から聞く三日月卿の活躍は、当事者だっただけに誰よりも詳しいに違いない。


    「……三日月卿の武勇伝？」


    　そっけない顔をしているつもりだろうが、ちらちらこちらを見ている目は、自慢話をしたくてうずうずしているように見える。


    　もう一押しだな。


    「あーあ。聞きたいなぁ。こるりの華々しい伝説の数々をさぁ。相当すごかったんだろう？」


    「すごいなんて言葉じゃ言い表わせないさ。ボクらの活躍を聞けば、君は驚嘆と感動の渦うずに呑のみ込まれて、窒ちつ息そくしてしまうだろうね！」


    「お、それじゃあ窒息させてくださいませっ」


    「ふふん♪　仕方ないなぁ。いいだろう。ちょっとくらいなら、話してやるよ。……ただし、その前にひとつ」


    　せっかく乗ってきた流れを止めて、こるりは僕の顔を覗のぞき込む。


    「本当のところ、君はボクのこと疑ってた？　もしボクが事件の犯人だったら、桜さくら下した卿きように報告するつもりだったのか？」


    　なにを真剣な顔して言うのかと思えば、そんなことか。


    「疑ってないし、もしそうだとしても黙ってるよ」


    「それじゃあ、ボクのところに来たのは、三み日か月づき卿の話を聞きにきただけなのか？」


    「そうだよ。まぁ、偽にせ物ものだとは思ってなかったけど、こるりを抜いた別の奴やつらがやってるのかと思ったからさ」


    　僕の言葉を聞くと、こるりはうつむいてしまい、もじもじ指を絡からませはじめた。余裕しゃくしゃくで、人を食ったようなことばかり言ういつものこるりは、どこに行ってしまったんだろう。


    「なんで久く郎ろうはボクが犯人じゃないって思うのさ。散りぢりになっちゃった仲間の中で、ボクだけが帝てい都とに住んでるんだぜ。だったら、ボクが一番怪しい人物なのに」


    　そんなこと、いちいち口で言わなくたって、こるりならわかっているだろうに。


    　急に心細そうな表情を浮かべて、しおらしい態度とられると、戸と惑まどうだろ。


    「僕は友人を信じてる。こるりは人を困らせるようなことはしない、なんてちっとも思わないし、むしろ困らせることしかしないだろうけど。それでも僕はこるりを疑わないよ。それが友人ってものだろ？」


    　いざ、言葉にしてみると、恥ずかしいな。


    　ただ、恥ずかしかったのは僕だけではないようだ。そっぽを向いているこるりも、よく見れば顔を赤らめていた。


    「ふん、恥ずかしい奴だな。勝手に言ってろよ……。そんなこと言われても、嬉うれしくもなんともないからな」


    「あーそうかい。だったら、変なことをいちいち確認してくるな。──さっさと三日月卿の話を聞かせてくれよ」


    「わかったよ。言っとくが、特別だからな」


    　気持ちを切り替えたのか、こるりはにこっ、と笑みを浮かべて、ついでに目をきらりと輝かせた。


    「それではお待ちかね。『大解かい剖ぼう！　三日月卿のすべて！』のお時間だ」


    　えらく気さくなノリだな。おもわずずっこけそうになった。


    　でもそんなノリとは裏腹に、今から聞くのは、犯罪史上に名を轟とどろかせている事件の解決編なんだよな。


    　心して、聞かないとな。


    　──なんて、思っていたのが、間違いだった。


    　三み日か月づき卿きようの武勇伝を聞きたいと言ったのは確かに僕だ。


    　だから、文句を言うのはおかしいのだけれど。


    　でもさすがにここまでとは思わなかった。


    　ようするに。


    　こるりは、喋しやべった。


    　それはもうとめどなく押し寄せる、洪水のように喋った。


    　自分たちがどれほど秀ひいでた才能を持ち、その才能を奮ふるって、伝説を築き上げたのか、延えん々えんと、僕に話してきた。


    　帝てい都と名探偵連続爆破事件。


    　空中館消失事件。


    　十三日の冷凍事件。


    　そのあたりは、それはもう世間を揺るがした有名な事件だから、話を聞いていても面白かったけれど、次第にそれもお腹なかいっぱいになってくる。


    　長編映画キネマを何本もはしごして観ている気分だ。


    　しかも、話しているこるりはひどく満足げ。


    　想像してほしい。他人の自慢話を、何時間と聞かされ続けるという状況を。それはもう刑けい罰ばつだ。拷ごう問もんだ。虐ぎやく待たいだ。


    　しかも、僕がちょっとでもつまらなさそうな表情を浮かべていると、こるりはめざとく見つけて、むくれる。──せっかく話してあげてるのにひどいな、とかなんとか、確かに、熱心に聞かないのは失礼だとは思うけれど。


    　だからってさぁ、自分たちのことを再三再四。


    　──伝説だとか。


    　──神話だとか。


    　言うか、ふつう？


    　もっと言うと、自分達の力は、化け物、神かみ業わざ、超越者、あげくのはてに全能とまで言い出す始末。しかもそんな自分たちの相手をできる奴やつなんて誰もいなかった、なんて、しーちゃんが聞いたら激げき高こうして刀ぶん回すの必ひつ至しな発言までしてくれた。


    　曰いわく、不可能を可能にできない奴なんて、僕らの仲間にはいなかった。


    　曰く、全能を気取ってあまりある実力が、僕らにはあったのさ。


    　……はいはい。


    　ごちそうさまです。こっちはお腹いっぱいです。


    　三日月卿がいかに規格外の犯罪者だったってのは、嫌ってほど理解できました。


    　それにおまえが特殊な才能を持った異能者だってことも痛感できた。


    　だから、もうやめてくれよ。おしまいにしよう。疲れたよ、こっちは。僕の精神力はすり減り尽くしました。


    　そんな無力な願いを胸に秘め、僕が疲れきった瞳ひとみで天井を見つめていたのは、陽ひもとっぷりと暮れた頃だった。


    「──────というわけさ。あの時はみんな、危機を楽しんでいたね。最高に興奮したのを覚えているよ。って、ねぇ、久く郎ろう。聞いてるのかい？　なんで天井なんて見つめてるのさ」


    　ぐいぐいとこるりは僕の襟えりを引っ張ってくるが、僕にはもう抵抗する気力なんてない。


    「……あぁ、聞いているともさ……、あれだろ……汽車が空飛んで……、それにくじらのひげ…………で……あと、なんだっけ？　……」


    　およそ脳みそを使ったとは思えない単語が、口からぬるぬるとあふれてくる。


    　なんか、もう、限界きてる気がする。


    「──どうしたんだい？　君、なんだか疲れてるみたいな顔してるよ？」


    　みたいな、じゃない。僕は正しよう真しん正しよう銘めい、疲れきっているんだ。おまえのせいでな。


    「……いや、あれなんだよ？　正直に話すとさ。僕はね、偽にせ物ものを捕まえるための役に立てられないかな、と思っておまえの話を聞いていたんだ」


    　結果としては、役には立つことなんてなかったけれど。


    　だって、こるりの話は肝心なところが全部はぐらかされていた。


    　数々の迷宮入り事件の解決編、なのは確かだけど、仕掛けトリツクの説明はしてはくれない。三み日か月づき卿きようの核心に迫るところだけは、絶対に教えてはくれないつもりだ。


    「はん、そんなこと言われなくても気付いていたさ。だから今、聞かせてあげている最中じゃないか。──ボクら七人の少年少女がそれぞれの力を持ち寄って、たった一人の架空の怪かい人じんを演じた、あの輝ける日々。ボクはそれをあますことなく、君に伝えてあげようと思っているよ！　偽物を捕まえる参考になるなら、どうぞご自由にすれば？」


    　わかっててこんなこと言うんだから、やっぱりこいつ魔女だ。性しよう悪わる魔女なんだ。


    「あー、えーと。……どうも参考にならなさそうだ。だからさ……できれば輝ける日々は、また次回にしてくれないかな？　聞きたいって言ったのは僕だけど、いい加減、時間が経たちすぎだと思うんだ」


    　僕の言葉に、こるりは──え？　と目を丸くして、店中に並んでいる時計に目をやった。


    　そのとたん、大げさに声をあげる。


    「うわぁぁぁっ！　びっくりした。もうこんな時間じゃないか！　え？　なんで？　どうしてこんなに時間が過ぎてるの？　魔法？」


    「魔法なわけあるか！　……時計の針が進んだ分、君は喋しやべっていたんだよ。そんでもって、時間の分だけ僕も疲れた。正直、もうくたくただ」


    　どうしてもっと早くに、言い出せなかったんだろう。


    　理由はわかってる。こるりが楽しそうだったからだ。嬉き々きとして喋しやべるこるりを見ていると、どうしても話を止めることができなかった。


    「あー、ごめんごめん。つい夢中になってしまってね」


    「夢中になってたのは、見てればわかるよ。……あぁ、やれやれだ。せっかくここまで足を運んだのに、肝心なことは全然わからなかった……」


    「甘いものだけでなんでも願いが叶かなうだなんて、虫がよすぎるんだよ」


    「そう、だよな。……まぁ、いいさ。友人の元気な顔が見れたんだから、無駄足じゃないしな」


    「そんな言葉じゃ、ボクの気持ちは動かないぜ」


    　さすがに抜け目ないな。


    　こるりを喜ばせておいて、あわよくば唯一の手がかりである人形を、見てもらおうと思ったんだけど。


    　ま、そこまで頼るのはさすがに悪いか。友人だからって頼ってばかりいても駄目だ。こるりが言う、対等な関係ってやつを、僕だって築きたいとは思っている。


    「うん、まぁ……僕が相手するのが本物の三み日か月づき卿きようじゃないって知れただけでも助かったよ。それに色々話してくれてありがとう。感謝してるよ」


    「礼にはおよばないさ。君はそれだけのことをボクに与えてるんだからさ。持ちつ持たれつってやつだ」


    「そう言ってもらえると、気が楽になるかな。……それじゃあ、そろそろ帰るとするよ。この一件が落ち着いたら、また顔を出しにくるね」


    「厄やつ介かいごとを抱えてないんだったら、歓迎だ。その時はうまいおみやげも忘れずにな」


    「はいはい、わかったよ」


    　こういうやりとりをしていると、僕らの仲がいたってまともなように思えてくる。


    　たとえ、こるりが魔女であっても。


    　僕が呪まじない師であっても。


    　そんなこと関係なしに、これからもずっと友人でいられたら、いいよな。


    　こるりに見送られ、僕は店を後にした。


    　あたりはすっかり暗い。


    　そして、僕に進展はなし。


    　さて、どうしたものか。


    　──まずは、夕ゆう日ひちゃんの待つ家へと帰るとしよう。

  


  
    ◆　　４章　我が家の悲ひ惨さんな状況と、送られてきた予告状

  


  
    



    



    　今日はたいへんな一日だったな。


    　朝から晩まで、疲れることばかりだ。


    　早くいつもの生活に戻りたい。──平和な街で兄きよう妹だい仲良くなにごともなく暮らしていく、あたり前の毎日。僕が望んでいるのはそれだけなのに、どうしてうまくいかないんだろう？


    　結局、こるりに会いに行ってもあんまり進展もなかったし。


    　……まぁ、いいや。


    　僕が頑張らなくても、警察が三み日か月づき卿きようを捕まえてくれた、なんてことがあるかもしれない。


    　などと、バラ色の希望を抱いだきつつ、帰宅してみると。


    　僕の考えが甘かったということに、嫌でも気付かされる光景が、広がっていた。


    　──信じたくないけど、僕の家がぼーぼー燃えていた。


    「………………え？　なに、これ？」


    　僕の家を取り囲む、ご町内の野や次じ馬うまさんたち。


    　そんな人ごみに混ざって、僕は燃え盛る我が家をぼう然と見つめたまま、現実逃避してしまおうかとも、考えたけれど。


    　とっさに、夕ゆう日ひちゃんの顔が脳裏をよぎる。


    　そのとたん、僕は目の前の現実を、一瞬にして受け入れた。


    「──っ!!　夕日ちゃん！　どこにいるの！」


    　最悪な予感を抱いた僕は、人ごみをかきわけ、燃え盛る家の中へとつっ込んでいこうとした。


    　──けれど、野次馬の一人に、腕を摑つかまれ止められてしまった。


    「なにしてんだ！　あんなとこに入ったら死ぬぞ！」


    「放してくださいっ。あの中に、妹がいるかもしれないんです！」


    　僕の言葉に、摑まれていた腕の力が緩ゆるむ。


    　僕は腕を振り払うと、消火に駆けつけていた人が持っていた水みず桶おけをひったくり、全身に水を浴びた。


    「待ってて、夕日ちゃん！」


    　燃え盛る玄関をくぐり抜け、僕は夕日ちゃんを救出に向かう。


    　もしかしたら夕日ちゃんは逃げた後かもしれない、なんて考えは浮かばない。


    　僕の周りで起こる災わざわいの中心には、いつだって夕日ちゃんの姿があるのだ。


    　確信できる。夕日ちゃんは、まだ中にいる。


    「…………あっちぃ」


    　家の中は、壮絶なまでに焼かれていた。


    　この調子だと、僕の家は跡あと形かたもなく灰と化すだろう。


    　うぅ……。どうすんだよ。この家、桜さくら下した卿きようから借りたもんだぞ。弁償とかしないと駄目かな……。


    　いや、そんなことは後から考えればいいか……。


    　今は夕ゆう日ひちゃんを助けることだけに集中しないと！


    「夕日ちゃん！　いるなら返事して！」


    　叫んでみても、返事はない。


    　炎と煙はどんどんと勢いを増している。


    　すると、居間の方から物音が聞こえてきた。


    　夕日ちゃんがいるのか！


    　居間へと急いだ僕が、そこで見つけたのは──。


    「うふふふふふふふふふふふっ♪　そーれ、もっと燃えろー♪」


    　絶賛お楽しみ中の夕日ちゃんの姿だった。


    　…………うん。燃えてる時点で夕日ちゃんの仕し業わざかもって、ちょっとは思ってたよ……。


    　部屋中に炎えん獄ごく蝶ちようが飛び交い、その真ん中で、夕日ちゃんは楽しげに笑っていた。


    「夕日ちゃん！　なにしてるんですか！　こんなにしちゃって！」


    　夕日ちゃんに走り寄っていくと、夕日ちゃんはかっと目を見開いて、僕に向かって炎獄蝶を飛ばしてきた。


    「久く郎ろう、どいて！　後ろ！」


    　え？　後ろが、どうしたって？


    　戸と惑まどう僕の頭上をかすめて、炎獄蝶が飛んでいく。


    「熱っ。髪の毛こげちゃうって！」


    　ちりちりと僕の髪の毛先から上がる煙を必死に消していると、ごぅ、となにかが焼かれる音がした。


    「な……？　え？　は？」


    　まともに喋しやべることもできず、僕は振り返る。


    　そこには火だるまになっている人の姿があった。


    「うわぁぁぁぁぁ！　も、も、燃えてる！　人、燃えてる！」


    　じたばた暴れて、僕は夕日ちゃんに抱きついた。


    「人じゃない。あれは、人形」


    「に、人形？」


    　どう見たって、人に見える。


    　自分の体を包む炎を消そうと、もがいている──ように見えたのもつかの間。


    　燃え盛る火炎は瞬時にしぼんでいき、ことんと、床に小さくこげた塊かたまりが転がった。


    「人なら、あんなに簡単に燃え尽きない。あれは人に化けている人形」


    　盛大に呪のろいを使ったせいで興奮している夕ゆう日ひちゃんは、いつもよりもなめらかに喋しやべっていて話しやすい。


    「人形って……あっ！　思し夜やさんから預かったあの人形！」


    「たぶん、同じ術者のもの」


    「その人形が僕の家にいるってことは……まさか、夕日ちゃん襲おそわれたの？」


    「うん。さっきまでお昼寝してたんだけど、そしたら急にあいつらが」


    　こんな時間まで寝ていたのなら、それはお昼寝じゃないと思うけど、今は細かいことを気にしている場合じゃない。


    「襲ってきた人形は、全部やっつけたんですか？」


    「今ので最後」


    「なら、早く脱出です！　このままだと僕らまで丸こげですよ！」


    　僕は夕日ちゃんの手を取って、玄関に向かって全力疾しつ走そうした。


    　天井は焼け落ち、廊下も火で包まれていたけど、立ち止まらずに走り抜ける！


    　こんな所で一歩でも立ちすくんだら、もうおしまいだ。


    「お洋服、こげちゃう」


    　後ろからそんな声が聞こえてきたけど、気にしない。死ぬよりマシだろ！


    「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


    　がむしゃらにわけのわからない大声を上げ、僕は玄関を抜けて外へと駆け出した。


    　もちろん、夕日ちゃんの手も、絶対に放したりはしていない。


    　服のいたるところに火が燃え移っていたらしく、外に出たとたん、僕と夕日ちゃんはそろって、勢いよく水をぶちまけられた。


    　無事に出て来た僕らの姿を見て、野や次じ馬うまから歓声が上がる。


    　そんな歓声の中、荒くなった息を整えながら、僕は生きた心地がしていなかった。


    「…………服、びしょぬれ」


    　そんなことより、生きてる喜びを嚙かみしめようよ、夕日ちゃん……。
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    　結局、僕の家は予想通り、全焼してしまった。


    　奇跡的に、隣家に燃え移らなかったのだけが、幸いなんだけど……。


    　正直、今はそんな奇跡を喜んでいられるような心境じゃなかった。


    　僕と夕日ちゃんの唯一の居場所が、跡あと形かたもなくなってしまった。お金も着るものも、寝る場所すら失うなんて、不幸のどん底すぎて、いっそ清すが々すがしいくらいだ。……噓うそ、清々しくなんてないです。泣きたい気分です。


    　ただ。


    　そんな不幸まっただなかの僕にも、救いの手の一本くらいなら差し延べてもいいと、神様はおっしゃってくれたらしい。


    　今夜のところは、僕ら兄きよう妹だいには温かな寝床が与えられることになったのだ。


    「部屋はたくさんあるからね、行くとこないなら泊まっていきなー」


    　そんな優しい言葉をかけてくれたのは、同じご町内に住む、一人暮らしのおばあちゃん。


    　ワラをもつかむ思いで、僕はおばあちゃんの厚意に、二つ返事で甘えさせていただくことにした。


    　しかもおばあちゃんは、焼けだされて惨みじめな格好になっている僕と夕ゆう日ひちゃんに、高そうな服まで用意してくれた。


    　この人、仏の化身か？　と疑いたくなるくらい親切な人だ。


    　よくよく話を聞いてみると、先月、長年連れそってきたおじいちゃんが亡くなってしまい、一人でいるのがとにかく寂しいらしい。


    　そんなおばあちゃんの寂しさに、僕はするりとつけ込んだ、ことになるんだろうか。


    　ともかく。


    　おばあちゃん宅に泊まらせてもらう僕と夕日ちゃん。


    　通された部屋には、二組みの布ふ団とんがきれいに並べて敷いてあった。


    　今日は色々あって疲れたから、早くあの布団に横になって寝てしまいたいけれど、その前に。


    　僕と夕日ちゃんは向かい合って、正座をする。


    　我が家を放火した犯人、すなわち夕日ちゃんから、事情聴取をしておこう。


    「……焼く以外に、選択肢はなかったんですか？」


    「ない……」


    　きっぱり言い切られてしまうと、責められなくなっちゃうけど、いや、ここで納得したら駄目だ！


    「でも……。人形が襲おそってきたとしても、水すい銀ぎん蜘ぐ蛛もで捕まえるとか、黄金蜜みつ蜂ばちで刺しちゃうとか、やりようはいくらでもあるはずです」


    「ない……。蜘蛛は……接近戦だと、動作が……遅い。……蜂は……生き物以外には、効かない」


    　残る選択肢は、炎えん獄ごく蝶ちようで焼き払うしかないというわけか。


    　襲われたのが僕だったら、とっとと逃げるっていう対処法もとれたかもしれないけど、夕日ちゃんはそんなことしないしな。


    「それに……ムカついてた」


    「ムカつく？　……あぁ、寝込みを襲われたからですね」


    「違う。……あいつら……盗んでいった……」


    「なにを盗まれたんです？　やっぱり金かね目めのものでしょうか？　だとしたら、ひどい奴やつらですね」


    　でも年中貧乏な我が家には盗まれるだけの金品はないはずだ。……言ってて悲しくなるけど。


    「…………盗まれたのは、私の……薬箱」


    「──へ？　薬箱？　って、あれですよね？　毒薬だらけのあの箱。だったらいいじゃないですか。危ないものを持っていってくれたんですから」


    　なんて言ったら、夕ゆう日ひちゃんにじっとりと睨にらまれてしまった。


    　ごめん、悪かった。


    　今のは冗談なんだから、無言で怒らないでよ……。


    「あれは……私の宝物。盗とられるなんて……くやしい」


    「えっと、聞きたいのですが、盗られちゃったってことは……夕日ちゃんがやっつけた人形以外にも、薬箱を持って逃げた奴がいる、ってことですか？」


    「うん……。私が気付いた時には……もう何匹か逃げちゃってた……。そのうちの一匹が……薬箱持ってた」


    　つまり夕日ちゃんが家の中で相手していたのは、薬箱を盗んでいく奴を逃がすための、いわば捨すて駒ごまだったってわけか。


    　そうまでして、夕日ちゃんの薬箱を欲しがるのはなぜだ？


    「謎なぞだらけですね……」


    「謎なんて、どうでもいい……。私の……薬箱……。ぐすん」


    　うつむき、うるうると瞳ひとみに涙をためる夕日ちゃん。


    　いやっ、ちょっ、待って！　ここで泣くのだけは絶対駄目だから！


    　親切なおばあちゃんの家まで全焼させたら、申し訳なさすぎて死ねるから！


    「夕日ちゃん、あの、大丈夫ですから！」


    「…………なんで大丈夫なの？」


    「それは、その──僕が、責任もって夕日ちゃんの薬箱は取り戻します！　だから、泣かなくてもいいんですよ？」


    「本当……？」


    　そんな風に、うるんだ瞳の妹にじっと見つめられたなら、取り返さないわけにはいかないだろ！


    　妹を泣かす奴は、お兄ちゃんが許さない。


    　そんなのは決まりきったことだ。


    「絶対に、僕がなんとかしますからね」


    　僕は力強く頷うなずいてから、夕日ちゃんの頭をなでてあげる。


    　夕ゆう日ひちゃんは気持ちよさそうに目を細めて、うっすらと微ほほ笑えみを浮かべた。


    　その微笑みは、家がなくなったことなんてどうでもいいやぁ、と思えてしまうほどに、超絶可愛かわいいものだった。
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    　──さてと。


    　僕は布ふ団とんの中でぱちりと目を開いた。


    　隣では、夕日ちゃんがすーすー寝息を立てている。


    　いや、待って。勘違いしないでほしいんだけど、一緒の布団で寝ているってだけで、それ以上はなんにもしてないからね。これはもう小さい頃からの習慣なんだから仕方ないだろ。


    　と、意味のないいいわけをしつつ、僕はむくりと起き上がった。


    　布団を二組み用意してくれたおばあちゃんには悪いけど、僕ら仲良し兄きよう妹だいは、一緒の布団じゃないと眠れないのだ。


    「そろそろ、約束を果たしにいこうかな」


    　小さく呟つぶやいてから、僕は夕日ちゃんを起こさないよう布団から抜け出した。


    　──夕日ちゃんの薬箱、早く取り戻してあげたいからね。


    　心地よさそうに眠っている夕日ちゃんの寝顔を見つつ、僕はふつふつとやる気をみなぎらせた。


    　ちなみに言っておくと、夕日ちゃんの寝顔は、破壊力抜ばつ群ぐんの愛くるしさだ。この場合、破壊の対象になるのは僕の理性。毎晩毎晩、僕はこの無防備な寝顔をそばに置いては、兄としてやっちゃいけないことの数々を妄もう想そうして、もんもんとした夜を送っている。


    　いや、大丈夫大丈夫。今のところはまだ、実際に手を出したことはないから……。


    「美少女の兄をなめんなよ」


    　夜だからだろうか。妙に気分が上々だ。変な台詞せりふを思わず口ずさんでしまう。


    　僕は夕日ちゃんを起こさないよう、別の部屋へとうつると、明かりをつけて床へと座った。


    　そして、目の前に、思し夜やさんから預かった人形を置いてみる。


    「夕日ちゃんを襲おそった人形と、この人形の術者が同じなら……」


    　じっくりと人形をながめてみるけれど、なんら変わったところなんて見つからない。


    　どこからどう見ても、ただの木の人形だ。しかも結構不出来だ。おみやげとして売っていても、僕なら買わないだろうな。


    「式しき神がみか……。呪のろいと系統も似てるし、いけるかな？」


    　僕は人形に手をかかげ、意識を集中した。


    「反応してくれよ……。命ずる。術者のもとに、帰き還かんせよ！」


    　本来、式しき神がみは陰おん陽みよう師じが使う術。


    　陰陽師は『氣き』と呼ばれる独自の魔力を込めて式神を操あやつるけれど、呪のろいの力の源、『呪じゆ力りよく』でもなんとか動いてくれるだろう。


    　呪力に氣の性質を真ま似ねさせて、人形へと注ぎ込む。


    　こんなのは小こ手て先さきの技術で、陰陽術の真似ごとに過ぎないけれど、小さな人形を動かすくらいならできるだろう。


    　僕だって、なんにも能がないわけじゃない。


    　落ちこぼれは落ちこぼれなりに努力はしているつもりだ。


    　呪術が駄目なら、才能がないなら、色んな分野に手を出してしまえ。というのが僕の考えだ。


    　陰陽道、修しゆ験げん道、道術、方術、ルーンにカバラ。東洋を中心に西洋まで手をのばし、なるべく広く浅く、かじってみている。どれも一流を目指して取り組んだわけではないので、みんなその場しのぎの技術になってはいるけど、それでも知っているだけで役に立つ時もある。


    　たとえば、こんな時に──。


    　僕の呪力に反応して、人形が、ぴくり、と動き始めた。


    　よしっ、成功。呪力を動力源にして、人形を再起動することができた。


    　人形はぴょんとひとりでに跳はね起きると、とことこと部屋の外へと歩き出す。向かう先はきっと玄関だろう。


    　僕の与えた命令を、人形がちゃんと聞いてくれているなら、人形の後を追えば術者の元へとたどり着けるはずだ。


    「見失わないようにしなくちゃね」


    　人形の後を追いかけて、僕は玄関に向かう。そして、そろりと扉とびらを開けて、外へと出た。


    　街灯の光を頼りに、僕は薄暗い夜道を歩いていく。


    　人形は迷うことなく、どこかへと向かって歩いていた。


    　そうして、しばらく歩き、やってきたのは人ひと気けのない神社。


    　月の明かりが照らしてくれているので、真っ暗ではないにしろ。


    　……夜の神社ってだけで、怖さは抜群だよな。


    　木にわら人形を打ち付けている髪の長い女の人でもいたら、絶対もらしちゃうな。兄きよう妹だいそろって呪まじない師のくせに、怖がりな僕だった。


    「……それにしても、こんなところに術者がいるのか？」


    　境けい内だいは木々のざわめき一つ聞こえないほど、静まり返っていた。人の気配なんてまったくない。


    　しかしそれでも進んでいくと、むこうにぽつりと赤い明かりが見えてきた。


    　誰かがいる。


    「こういう場合、敵が待ち構えてるってのが、普通だよね……」


    　ここまできて、逃げだすわけにはいかない。


    　緊張しつつ、僕は明かりに近づいていく。だんだんと心臓の音が高鳴っていくのを感じた。


    　すると、意外な姿が見えてきた。


    「!!　──君、どうして？」


    　手にランタンを持ち、夜の境けい内だいに一人立っていたのは──少女だった。


    　それも見覚えのある少女だ。


    　この子、たしか昼間に不良に囲まれているところを助けてあげた子だ。不良に囲まれおびえていた少女の顔が脳裏をよぎる。……間違いなく、同一人物だった。


    　そんな子がどうしてここに？


    「昼間はどうも、助けてくれてありがとう」


    　暗くて少女の全ぜん貌ぼうはよく見えないけれど、白くきれいな顔だけが、ランタンの明かりに照らされ妖あやしく映った。


    「うん、無事でよかったよ。……でも、なんでこんなところに？」


    「決まっているだろう？　私がこの子の──」


    　少女はしゃがみ、足あし下もとにいた人形を拾い上げる。


    「──主あるじ、だからだよ。……ご苦労、ちゃんと案内役をつとめてくれたな。もう、消えていいぞ」


    　しゅぼっ、と少女の手の上で人形が激しく燃え上がり、一瞬にして消え去った。


    「……案内役だって？　その式しき神がみで僕をおびきよせた、のか？」


    「そうだ。──でも、式神と呼ばれるのは気に食わないな。あれは私の忠実な操り人形ドールだ」


    「操り人形ドール？　西洋の魔術を込めた、使い魔ってところか……」


    「西洋の魔術ではない。私の力だ」


    「私の──力？」


    　昼間会った時とは違う、ただものではない雰囲気をまとった少女。


    　あれ？　待てよ？　この少女が人形を操あやつっていた術者っていうことは、つまり──。


    「そんなに悩むな。こっちは謎なぞ掛けなんてしていないんだからさ。教えてやる──私は三み日か月づき卿きようだ」


    　ゆらりと、ランタンの炎が揺れる。


    　まさ、か……。


    　こんな小さな子が、三日月卿？


    　いや、こるりのことを思えば、見た目なんて関係はないか。


    　でも違う。そんなはずない。


    「噓うそだな……。君は三日月卿なんかじゃない。だって──僕は本物の三日月卿を知っている」


    「あぁ。……釈しや迦か堂どうこるりのことか」


    「!!」


    　なんでこるりのことを知っているんだ？


    　この子も本物の三み日か月づき卿きようの一人、なのか……？


    　だとしたら、目の前にいるのは、とんでもない化け物ってことになる。


    　そう考えた時には、僕は後ろに飛び退のいていた。


    　化け物相手に間合いなんてとっても無駄、とは思ったが、逃げる準備だけはしておくにこしたことはない。


    「ははっ。そう警戒するな。……安心しろ、今夜は挨あい拶さつをしたかっただけだ。まぁ──そうは言ってもせっかく来てくれたんだ。特技の一つでも、見せてやろうか」


    　いつの間にか宙に浮いていた少女は、手にしたランタンを高らかに掲かかげる。


    「自己紹介代わりに、私の力を見せてやる──『絶ぜつ対たい言げん語ご』、私が念を込めて発した言葉はな、現実のものになるのさ。こんな風に、な──『狛こま犬いぬ達よ、私に従い宙を舞え』」


    　少女がそう囁ささやいた途端、闇やみの中から二つの大きな塊かたまりが飛び出してきた。


    　その塊は、少女の言葉通り狛犬──そう、神社に決まって置いてある、あの犬の形をした石像だった。


    「なっ──！　どうやって!!」


    　石でできているんだから、相当重いはずだ。なのに、狛犬達は、ふわふわとまるで風船みたいに僕の周りを舞っている。
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    「噓うそだっ、こんなのなにか仕掛けがあるに決まってる！」


    　僕は思い切って狛こま犬いぬの一匹に手を伸ばした。


    　軽い素材で作った偽にせ物ものか、それとも幻像みたいなものか──いずれにしろ、この手で触れれば確かめられるはず！


    「偽物だと疑っているのかい？　だったら、『狛犬、遊んでおやり』」


    　ぴたり、と狛犬達は宙で止まったかと思うと、次の瞬間、二つともが同時に、僕へと向かって飛びかかってきた。


    　避けるか、それとも受け止めてみるか……。


    「偽物に、決まってる！」


    　覚悟を決めて、二つの狛犬を両手で受け止めようとしたが──。


    　ごつっ、ごつん


    　重たい石の感触が二つ分、僕の体へとのめり込む。


    　間違いない──本物の狛犬だ！


    「うぐっ──！」


    　吹っ飛ばされるようにして、地面に転がった。


    　かろうじて受け身がとれたので、僕はすかさず立ち上がり、宙に目を向けると、そこには僕を見下ろすように狛犬達が浮いていた。


    「やれやれ、今のでもかなり手加減してやったんだぞ。それなのに、無ぶ様ざまだな」


    　少女は僕の姿を見て、せせら笑う。


    　手加減ね……確かに、あんな大きさの狛犬に体当たりされたのに、打ち身程度で済んでいるようだし──それにしても。


    「……本当なのか？　言ったことが、現実になるって……？」


    「まだ信じられないのか？　私の『絶ぜつ対たい言げん語ご』は万能の力。この力を破ることなど、誰もできない。ほら、こんなこともできるぞ──『狛犬よ、空高く舞い、爆はぜろ！』」


    　少女は夜空を指差した。


    　すると、二つの狛犬は打ち出された砲弾のように空へと昇り。


    　かっ、とまばゆい閃せん光こうを放ち──爆発した。


    　夜空に、真っ赤な火花が散っていく。狛犬達が爆発した……ってことは、空から破片が降ってきてかなり危ない！　と身構えたけれど。


    　さらさらさら、と降ってきたのは、白い紙吹雪ふぶきだった。


    　夜の神社に紙吹雪が舞う、幻想的な風景が目の前に広がっていた。


    「どうなってるんだ……？」


    「驚いただろ？　これで私の力を信じることができたかな？」


    　少女の声が、耳元で聞こえた。


    「──！」


    　はっ、として見ると、少女は僕の耳に口を近づけ、ははっ、と笑い声を上げていた。


    　しかも、その手にはピストルが握られていて、銃じゆう口こうを僕のこめかみに押し当てている。


    　一瞬にして迫ってきた死の恐怖に、背中がぞくりと震ふるえた。


    「『病わくら葉ば久く郎ろうの傍そばへと瞬間的に移動する』、私がそう呟つぶやけば、真実となる……そして君はあっけなく命を奪うばわれてしまうのさ」


    「そう、なんだろうな……ところでさ、殺さないでくれって頼んだら、見み逃のがしてくれないかな……？」


    「死ぬのが怖いのかい？　ははは、素直でよろしい──大丈夫、今夜は挨あい拶さつだけだ、とさっき言っただろう。命を懸かけた真剣勝負は、次に取っておくことにしよう」


    　少女はあっさりと僕の傍から離れた。


    　けれど、僕の体はまだ恐怖に支配され、動けない。実は必死に隠しているけれど、足もぶるぶると震えている。


    「……そうそう、このピストル、弾を込め忘れていたんだ。だから、結局君は殺せない」


    　そう言って、少女は手にしたピストルの弾倉を外して僕へと見せた。


    　最大六発まで弾を込められる回転式ピストルの弾倉には、一発たりとも弾は込められていなかった。


    「でも、私がこう言えば、弾なんていくらでも作り出せる。『このピストルに、六発の弾は込められた』」


    　がちゃり、と弾倉を装着し、少女はピストルを僕の足あし下もとにかまえた。


    　そして、引き金を引く。


    　ちゅん──と、僕の足ぎりぎりのところに、発射された弾は着弾した。


    「心配するな、決して君に当てたりしないさ。私はピストルの腕も一流だ」


    　ちゅん、ちゅん、ちゅん──。


    　六発の弾が、次々と僕の足下に撃ち込まれていく。地面にあいた穴を調べれば、そこにはきっと弾がめり込んでいるだろう。


    　からっぽだった弾倉から発射される弾。


    　無から有を作り出す──間違いない、彼女の力は本物だ。


    「…………」


    　僕は、あまりの出来事になにも言葉を発せなかった。


    　すると彼女は、啞あ然ぜんとする僕の反応に満足したのか、ピストルをしまい、にんまりと笑った。


    「私はなんだってできるのさ。これでもう、噓うそだなんて思わないだろ？　さぁて、それじゃあもう一つくらい、見せてあげるとしよう──『私の体は宙へと浮かぶ』」


    　言葉を言い終えるかどうかというところで、ふわり、と少女の体が浮き上がる。


    　彼女は宙から僕のことを見下ろし、そして、なにかに気付いたのか、ぽんと自分の手を叩たたいた。


    「……あぁ、私としたことが、肝心なことを忘れていた。君と喋しやべることができて浮かれてしまっているのかもしれない。君にここに来てもらったのは、あれを渡すためだ」


    　頭上から少女はさっきまで自分が立っていた場所を指差した。


    　そこには、見覚えのある箱が一つ、置いてある。


    「あっ！　夕ゆう日ひちゃんの！」


    　走りよって確かめてみると、それは盗まれた夕日ちゃんの薬箱だった。箱の中を開けると、危険な毒薬がずらりと並んでいた。


    　僕は顔を上げ、宙に浮かぶ少女を睨にらみつけた。


    「こんなに簡単に返すなら、どうして盗んだりした！　これが盗まれたせいで、僕んちは焼けちゃったんだぞ！」


    「その件に関しては素直に謝ろう。すまない。……ただ、悪いとは思っていないがね」


    「思えよ！　おかげで僕ら兄きよう妹だいは宿無しだ！」


    「あいにく私は他人の都合なんて考えない性格をしていてな。目的を果たすためなら、どんな犠ぎ牲せいが出ても構わない」


    「目的……？　夕日ちゃんの薬箱の中に何か欲しい物でもあったのか？」


    　毒薬を手に入れたいだけで夕日ちゃんに手を出すなんて、あまりに危険が大きすぎる。夕日ちゃんにしか調合できない毒薬、なんてものがあるわけでもないんだし。


    「ははっ、私が狙ねらうのは超一級の美術品だけ。そんな薬箱、いらないよ。だから返してやるんだ。私の華々しい盗みの経歴に傷がつくのは嫌だからな。──本来の目的は、病葉夕日から怒りを買い、彼女の実力を確かめることだよ。君の妹君は怒れば怒るほど、能力を解放するんだろ？」


    　怒りというより、負の感情ならなんでもいいのだけれど、そんなことわざわざ教えてやる義理はない。


    　ただ、この少女、ある程度こっちの能力を分析しているみたいだ。


    　こっちは手札をさらした状態。そして、あちらの手札は、万能の力ときている。戦うとなれば、あきらかにこっちが劣勢だ。


    「怒りを買うために、わざわざ夕日ちゃんの持ち物を盗むとはね……。実力を見るにしても、もっとほかにやりようはあっただろ？」


    「まぁな。操り人形ドールにおおざっぱな命令しか与えなかったのがいけなかったか。まさかこんなものを盗んできてしまうとは。……まぁ、私としては実力さえわかればそれでいい。結果としては、成功だ」


    「なにが成功だよ。使い魔のしつけくらいちゃんとしておけ。そういうところから、主あるじの未熟さがばれるぞ」


    「ははっ、言ってくれる！　挑発のつもりか？　……でも君と対決するのは今夜じゃない。とっておきの舞台が用意してあるんだ──招待状は、すでに届けてある」


    　そう言うと、宙に足場でもあるかのように、少女はくるりときびすを返した。


    「待て！　逃げる気か、三み日か月づき卿きよう！　まだ聞きたいことがあるんだ」


    「……なにが聞きたい？」


    　てっきり断られると思ったけど、少女はぴたりと動きを止めて、首だけで振り向いた。


    「三日月卿は三年前に終わったって、こるりは言ってたぞ！　もう活動することはないって。なのにどうしていまさら現れるんだ！　こるりはこのことを知っているのか？」


    「知るわけないさ。釈しや迦か堂どうこるりはもちろん、当時の奴やつらは誰一人だって、知っちゃいない。私には仲間なんてもの必要ない」


    「仲間が必要ないって、どういうことだ！　七人で一人の三日月卿じゃなかったのかよ！」


    「はんっ！　くだらないな！　七人も異能力者がそろわなければ万能の怪かい人じんになれないとは！　私なら、一人でも充分、三日月卿になってみせる！　なにせ、私こそが正しよう真しん正しよう銘めいの、三日月卿なのだからな！」


    「正真正銘の──三日月卿だって？　それはどういう意味だ？」


    「意味なんて簡単じゃないか。私こそが、あのおろかな七人の少年少女が目指したもの。万能の怪人──それだけだ」


    　少女は自信満々に言い放つ。


    　その自信の源は──『絶ぜつ対たい言げん語ご』という名の無敵の能力に違いない。


    「さて、おしゃべりの時間もここまでにしよう。それではさらばだ！　ふはははははははっ」


    　高笑いとともにその身をひるがえし、少女は夜空へと消えていく。


    　僕は少女の後ろ姿を、ただただ見つめるしか、できなかった。


    　三日月卿が目の前にいたんだから、捕まえてしまえばそれですむはずだったのに──僕にはそれができなかった。


    　金かな縛しばり一歩手前と言うべきか、喋しやべるのがやっとだった。足は震ふるえっぱなしで、身動きすらもとれない。


    　化け物を目の前にするっていうのは、ああいうことか。


    　圧倒的な力の前では、自分のちっぽけな能力なんて、試すまでもない。絶対に通じるはずない。


    　そう、直感してしまう。


    　恐怖が心の中に広がり続けて、どうにかなってしまいそうだった。


    　三日月卿。


    　万能の力を持った怪かい人じんの相手を、なんで僕がしないといけないんだ。無理だ、絶対に。


    「……っていうか、急に現れて宣戦布告だけして帰ってくって、自分勝手すぎるだろ！」


    　三み日か月づき卿きようがいなくなったのをちゃんと確認してから毒づく僕は、なんて小心者なんだ。


    　しかも、人ひと気けのない夜の神社で騒ぐ青年って、誰かに見られたら、絶対かわいそうな奴やつだって思われるだろうな……。


    「あ、あのあの。……どうかされました？」


    　……見られてた。


    　僕はどういいわけしようか考えつつ、声をかけられた方へと振り向く。


    　するとそこには、見知った人が立っていた。


    「──あれ？　小こ鳩ばとちゃん……？」


    　滅めつ多たに僕の前に姿を現さない女の子が、いきなり立っていたものだから、びっくりしてしまった。


    　小こ箱ばこ小鳩ちゃん──彼女の姿を見るのは、久しぶりだ。


    　なにせ小鳩ちゃんは鬼ほお灯ずき機関諜ちよう報ほう担当局員。人の目を盗むのが、彼女の本職なのだ。


    　しかも、目もつ下か彼女に与えられている任務の一つが、病わくら葉ば兄きよう妹だいの監視。小鳩ちゃんは、僕や夕ゆう日ひちゃんが不ふ穏おんな行動をとっていないか、常に陰から見張っている。だからこそ、陰から出てきて、こうして目の前に現れるのは、本当に珍しいことだ。


    　……ちなみに僕らを監視していることがバレているのは、夕日ちゃんが身辺警護のために放っていた水すい銀ぎん蜘ぐ蛛もに、小鳩ちゃんがまんまと引っかかったからだ。


    　まだまだ未熟な諜報局員、と思し夜やさんはぼやいていた。


    「小鳩ちゃんがこんなところにどうして？　……偶然ってこともないよね？」


    「そそ、それは、あの、久く郎ろう君に用事があって、き、来たのです」


    　挙動不審気味なのは、いつものことなので気にしない。


    　本人曰いわく、極度の恥ずかしがり屋なんだとか。


    　恥ずかしがり屋すぎて人と目を合わせて話せないため、前髪を長く伸ばして目元を覆おおってしまっているくらいだ。


    　──というわりには、会うたびに、健全な男の子の妄想をかき立てるような、刺激的な格好をしているのはどうしてなんだろう？


    　そう、今夜ももちろん。


    　西洋の女学生さん風のこげ茶色のブレザーに、赤色のスカート。しかもスカートの丈たけは思いっきり短い。そして、すらりと細い足は真っ黒なタイツに覆おおわれていた。


    　個人的に一番興奮するのは黒タイツの部分なんだけど、あんまり大っぴらに言うと変態扱いされるので、ひかえめな主張にしておく。


    　制服に身を包んだ小鳩ちゃんの姿は、こんな薄暗い神社ではなく、陽ひの光の下もとで、しっかりと目に焼き付けておきたいと願うほど、魅力的だった。


    「じぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ」


    　ここぞとばかりに凝ぎよう視しする僕。


    　さっきまでの緊張もようやくほどけてきたところだ。ここらでおふざけの一つでもしておかないと、いつもの僕には戻れない。


    　というわけで、さらに凝視。


    「じぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ」


    「え？　えぇ？　そ、そんなに見られると、は、は──恥ずかしいのですっ」


    　なんて言いながら顔を赤らめている小こ鳩ばとちゃんも可愛かわいいなぁ──。


    　どがっ！


    「ぎぐげごっ」


    　突然。


    　頭に鉄球でも降ってきたかと思うほどの衝撃。


    　見れば、小鳩ちゃんがふるふる拳こぶしを握っている。


    　あれ？　僕、殴なぐられ──。


    　脳みそが、ぐらんぐらん頭ず蓋がい骨こつの中で揺れまくっていて、まともな思考を保っていられない。


    　ううっ、痛みを通り越して──気持ちわるい……。
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    「あわわわわっ。わ、私ったらつい手、出しちゃった！」


    　視界に映る小こ鳩ばとちゃんの姿が、ぐんにゃりと歪ゆがんで見えた。


    　小鳩ちゃんは、僕の首根っこを片手でわしづかみにすると、ひょいと軽々しく持ち上げる。僕はなんの抵抗もできない。


    「えと、えと。とりあえず、す、座らせれば大丈夫、だよね？」


    　独り言のように呟つぶやいて、小鳩ちゃんは僕をつまみ上げたまま、手入れのされていない古びた社やしろまで運んでいく。


    　社の扉とびらは勝手に人が入らないように、極太のかんぬきで封じてあったのだけど。


    「あ、こ、これとらなくちゃ」


    　小鳩ちゃんは無造作にかんぬきをむしりとった。


    　外す、とかじゃない。むしっていた。しかも、扉も一緒にだ。


    　ひょい、と投げ捨てられた扉は、ずずん、と重たそうな音を立てている。


    　あぁ、そうだった──小鳩ちゃんってこういう子だったよな。


    　会わないものだから、すっかり忘れてた。


    　恥ずかしがり屋の鉄てつ腕わん無む双そう。


    　彼女には、恥ずかしさが頂点まで達すと、うむをいわさず拳こぶしを繰り出す癖くせがある。


    　しかも、本気を出せば巨象すら拳の一撃で気絶させられると言われるほどの怪力の持ち主だ。


    　素しろ人うとがくらえば、ひとたまりもない。


    　………………。


    「……うぅ、ようやく視界が落ち着いてきたかな」


    　ひとたまりもなかった素人こと僕は、結局三十分くらい昏こん倒とうしてしまった。


    　まだ、殴なぐられた場所がずきずきする……。


    「ごごごごご、ごめんなさいっ。本当にごめんなさいっ。な、殴るつもりはなかったのです……」


    　僕も、殴られるとは思ってもなかった。油断した。……いや、気を張っててもあれからは逃げられないか。


    　ともかく、悪いのはじろじろ見た僕の方なので、素直に謝ろう。


    「小鳩ちゃんは、謝らなくていいよ。僕の方こそ、ごめんなさい。小鳩ちゃんに恥ずかしい思い、させちゃったね」


    「と、とっても恥ずかしかった、です。でもでも久く郎ろう君は、痛かったでしょう？　ほ、本当に、大丈夫ですか？」


    「うん、もう大丈夫。僕の頭って、結構頑がん丈じようみたい」


    「へへ、よかったです。つ、潰つぶしちゃったと、思いました」


    　へへへへへ、と笑う小こ鳩ばとちゃんに合わせて僕も愛あい想そ笑いを浮かべてみたけど。


    　…………潰す？　それって冗談、だよね？　冗談ってことにしておきたいな、僕は。


    「えっと、えっと。ど、どうかしました？」


    「ううん、なんでもない。──それで、こうなる前は、なんの話をしてたんだっけ？」


    「そ、それはですね。……私が、えっと、久く郎ろう君に用事があったということなのですっ」


    　小鳩ちゃんは制服のポケットから真っ黒い封筒を取り出すと、それを僕に押し付けてきた。


    「うんと、えっと、こ、これ、桜さくら下した卿きようからです。至急、久郎君に渡すように、私は言われているのです」


    「桜下卿が……僕に？」


    　こくこく、と小鳩ちゃんは小刻みに頷うなずいた。


    　不ふ穏おんに思いながら、僕は受け取った封筒を開く。


    　同時に、小鳩ちゃんがろうそくを取り出して火を点つけ、封筒を持つ僕の手元を照らしてくれた。黒い封筒なんて悪趣味だなぁ、なんて思っていると、中にはさらに悪趣味なものが入っていた。


    



    　　──星空に三み日か月づきがかかる夜。


    　　　　きらら美術館、最高最大のお宝を頂きにあがる。


    　　　　勇ゆう敢かんなる帝てい都と治ち安あん維い持じ局の諸君らには、私の活躍を見学する権利を与えよう。


    　　　　それでは、ごきげんよう。


    
      怪かい人じん三日月卿

    


    



    　手紙を読み。


    　小鳩ちゃんの顔を見て。


    　もう一度、手紙を読んでしまった。


    　手紙を持つ手は、震ふるえっぱなしだ。


    「……え？　これって、予告状……？」


    「そ、そう見えますけど……」


    「だよね……。そうなると……桜下卿に言われた期限が……」


    　──次に三日月卿が犯行を起こす前まで。


    　それが僕に課せられた期限だった。


    　そして、僕の手にしているのは、三日月卿からの予告状。


    　犯罪の、予告。


    「なんだよそれ……。もっと余裕あると思ってたのに。……三日月がかかる夜って、いつだろう？」


    「一番早くて、その、明日ですけど……」


    　耳を疑いたくなるような言葉だった。


    「明日!?　いくらなんでも早すぎるよ。今日頼まれたばっかりなんだよ？　それなのに明日までに解決しろなんて、無理だって」


    「あの、あの。そ、そんなこと私に言われたって、困ります」


    　動揺しすぎて、僕は小こ鳩ばとちゃんに詰め寄り、肩を摑つかんでがくがくと揺さぶってしまっていた。


    「あ、ごめん。そう、だね……」


    　我われに返って、僕は小鳩ちゃんから手を離す。


    　頭の中が、ぐちゃぐちゃだった。僕にはついていけない。


    　桜さくら下した卿きようからの依頼も。


    　我が家の焼失も。


    　三み日か月づき卿を名乗る少女が現れるのも。


    　急展開すぎるだろ。いくらなんでも、やりすぎだ。


    　そんでもって、明日には三日月卿が美術館を襲おそうって？


    　もう、勝手にしてくれ。


    　僕は置いてけぼりでいいから、おまえらだけで盛り上がってろよ！


    　僕みたいな落ちこぼれを、巻き込むな！


    「……って言えたらいいんだけどなぁ」


    「え？　な、なにか言いました？」


    「なんでも、ないっていうか、独り言っていうか……あぁ、ごめん。変なことぶつぶつ言っちゃって」


    「そんなこと、ないのです。あ、あの、久く郎ろう君、とっても動揺してるみたいです」


    「そうだね。色んなことがありすぎちゃってさ……。正直、わけわかんねぇよ！　って叫びたい気分だよ」


    「そ、そういう時は、叫んでみたら、どうでしょう？」


    「は？」


    　聞き返すと、小鳩ちゃんはうん、と頷うなずいた。


    　そして僕の手を取って立ち上がり、そのまま僕を神社の境けい内だいの真ん中まで引っ張っていく。


    　そこまで来ると、小鳩ちゃんはいきなり夜空を見上げ。


    「わ、わけわかんないです！」


    　と、小鳩ちゃんにとっての精一杯の声で、叫んだ。


    「こんな、感じで叫ぶと、あの、その、気持ちが軽く、なったりします……」


    　前髪の隙すき間まから、小鳩ちゃんの目がうかがうようにこっちを見ている。


    　小鳩ちゃん、僕のこと、励はげましてくれるんだ。


    　そのことに気付いた僕は、夜空を見上げて──。


    「わけわかんねぇぞ、こらぁぁぁぁぁぁーーーーーーーーーーー！」


    　おもいっきり叫んでいた。


    　これぞ思春期。僕ってば今、絶好調で青春してるぜ！　な状況だった。


    　あまりの声量に、小こ鳩ばとちゃんは耳に手を当てて、びっくりしている。


    「──はぁ、はぁ、はぁ」


    　息が切れるまで、叫んでしまった。


    「はぁ……はぁ。……ははっ、これいいね。めちゃくちゃすっきりする」


    「そ、そうなのです！　すっきりします！」


    「小鳩ちゃんは、いつもこうやって気持ちを発散させてるの？」


    「い、いえ。今、初めて思いつきました…………ごめんなさい」


    　しょぼん、と肩を落とす小鳩ちゃんの姿があまりにも可愛かわいくて、僕は思わず笑ってしまった。すると、小鳩ちゃんも、一緒になって笑い出した。


    「ははははははっ、なんだよ、思いつきか」


    「ふふふふっ。そう、なんです。やってみたら、意外といけました。ふふっ」


    　なんか、楽しくなってきた。


    　こうやって笑い合って。励ましてもらって。


    　だったら、がんばらなきゃって、思えてくる。


    「僕さ、わけわかんないことだらけで、巻き込まれちゃってるだけだけど、でも、やれることもあるのかな？」


    「うんとですね、あの、わかんないことは、あんまり悩んじゃだめです」


    「悩んじゃ、だめ？　だったら、どうするの？」


    「お、置いておきます。わかるようになるまで、放っておくのです。それで、その、大事なのは、わかってることです」


    「わかってること？」


    「混乱して、動揺してても、わ、わかってること。それは、とっても大事なものなんです。久く郎ろう君の、わかってることって、な、なんですか？」


    　僕がわかってること。なにがあっても、見失わないもの。


    　それは、たった一つだ。


    「夕ゆう日ひちゃんのこと。僕、夕日ちゃんだけは守りたい、一人で立ち向かわせたくない、二人で一緒に、平へい穏おんな日々を取り戻したい。それだけは、わかってる」


    「よかった……。えと、えと。それがわかってるなら、大丈夫です」


    「大丈夫、なのかな？　僕の勝手な想おもいなんだよ？」


    「勝手でも、い、いいんじゃないでしょうか？　それが、久郎君を動かすなら。あ、えと、でも私が言うことなんで、別に気にしないでください」


    「ううん。ありがとう。小こ鳩ばとちゃんと話してると、なんだか楽になるよ。それに、やる気だって、出てきたし」


    　わけわかんなくても。ついていけなくても。


    　それでも僕には手放せないものがある。


    　だったら、それを守るために。精一杯やってみよう。


    「よっし、やるぞー！」


    「お、おー！」


    　今日やれるだけのことはやったんだ。それなら、明日はもっと、がんばろう。


    　夜空に浮かぶ、細く欠けた月を見上げて、僕は手にした予告状をぎゅっと握りしめた。

  


  
    ◆　　５章　きらら美術館の対決

  


  
    



    



    　翌朝早くに、僕は目を覚ました。


    　起きると同時に、一緒に寝ていた夕ゆう日ひちゃんの体を揺する。夕日ちゃんは寝起きが悪いので、早起きさせるのは苦労するけども、ぐずぐずしてはいられない。


    　夜が来れば、きらら美術館に三み日か月づき卿きようが現れる。


    　その前に、僕はきらら美術館に行って三日月卿を捕まえる準備をしておかなければいけないのだ。


    「……むにゃー。……久く郎ろう、まだねみゅい……」


    「眠いのは僕も同じです。でも起きてください」


    　いっこうに目を開けない夕日ちゃんを布ふ団とんから引きずり出し、顔を洗ってご飯を食べさせ歯を磨いてあげる。これでも夕日ちゃんはまだ起きないので、着替えまでさせる。


    　今日の夕日ちゃんのパンツはレースのついた白色だ。


    　妹の下着の色まで決めてあげる優しい兄だった。決して、変態とか言わないように。


    　着替えが全部終わった頃になって、ようやく夕日ちゃんはむにゃむにゃと目を開けた。


    「ほら、夕日ちゃん。きらら美術館に行きますよ」


    「……きらら美術館？　…………私、いつのまにか……着替えてる」


    「僕が着替えさせたんですっ」


    　夕日ちゃんにはおいおい状況を説明していこう。


    　というわけで、出発。


    　おばあちゃんに一声かけてから、僕らが外へと出ると──そこにこるりが立っていた。


    　年中、九十九つづら文ぶん庫こに引きこもっているあのこるりが、外出していることに僕はまず驚いた。


    　こるりは僕と目が合うと、にんまりと、嫌な感じの笑みを浮かべる。


    「いやぁ、病わくら葉ば兄きよう妹だい。偶然だな。散歩していてたまたま休きゆう憩けいがてらにここで足を止めていたら君たちと出会うだなんて。あれ？　今から出かけるところか？　なんなら、ボクも一緒に付いていってあげてもいいけど？」


    　なんてわざとらしいんだろう。噓うそをつくにしてももう少しマシなものにしてほしい。


    　昨日の反応とは大違いだ。


    　なににも関わりたくない、ってのがおまえの姿勢じゃなかったのか？


    　一体、なにを考えているか、さっぱりわからない。


    　ただ、こるりがなにを考えているかわからないのは、今日に始まったことじゃない。こいつの思考は年中理解不能だ。だから、いまさらこるりがおかしなことを言い出しても、僕は深く考えたりはしない。


    　たぶん、思いつきの気まぐれだろう。


    　だから僕は、あっさりとこるりが付いてくることを、許してあげた。


    「付いてくるのはいいけど、邪魔するなよ」


    「邪魔なんてするもんかっ。借りてきたウサギみたいにおとなしくしてるさ」


    　こるりは上機嫌にそう言うと、僕の隣を歩き始めた。


    　反対側では、夕日ゆうひちゃんがむすっとした表情を浮かべている。


    「……こるりちゃん、付いてこないで……」


    「うん？　何か言ったかな？　声が小さすぎて、聞こえないよ」


    「……だから、付いてくるなって……言ってる」


    「なにを言っているのかと思えば……。やれやれ。ボクは久く郎ろうに付いていくんだ。君なんていてもいなくても構わないんだよ。ボクと一緒にいたくないんだったら、君だけ残っていればいいだろう？」


    　じっと、こるりのことを睨にらみつける夕日ちゃん。


    　でもこるりはそんな視線に構うことなく、鼻歌まじりに歩いていた。


    　雰囲気は最悪。


    　夕日ちゃんの機嫌がどんどん悪くなっていって、こるりがそれをさらに悪化させていく。というのが、お決まりの流れだ。


    　二人の間に立たされる僕は、なんとか仲を取り持とうとがんばるのだけど──。


    「二人とも、いきなり険悪にならないでください。こるり、わざわざ夕日ちゃんを怒らせるようなこと言うんじゃない。それに夕日ちゃんも、こるりのこと邪魔者あつかいしては駄目ですよ？」


    「はん、向こうが勝手に怒ってるのさ。ボクの知ったことじゃない」


    「…………仲良くなんて、無理」


    　はぁ……。今日は一日疲れそうだな。


    　三み日か月づき卿きようと対決する前に、すでに不安でいっぱいだ。


    　そんな相性最悪な二人を引き連れて、僕は都電を乗り継いできらら美術館へ向かった。


    



    　　　　　◆


    



    　さて、早起きしてやってきたものの、僕は美術館の大きな扉とびらの前に掲かかげられているフダを見て、あちゃあと頭を抱えてしまった。


    



    　本日休館日。


    



    　何度読んでも、フダにはそう書いてある。


    「休館日、ってことは今日は中に入れないのかな？」


    　僕のつぶやきに、両脇わきにいた二人が──はぁ？　と声を上げた。


    　ん？　なにか僕、変なこと言ったかな？


    「……久く郎ろう……ばかなの？」


    　夕ゆう日ひちゃんはフダの言葉なんて関係なしに、美術館の扉とびらを開ける。


    「ちょ、まずいですよ、夕日ちゃん。今日はやってないんですよ？」


    「あのさ、久郎君。君はここに遊びにきたんじゃないんだろう？　自分の目的を思い出せよ」


    　こるりはあきれた顔でそう言うと、夕日ちゃんの後について、つかつか美術館の中へと入っていってしまう。


    「目的って──そりゃあ、三み日か月づき卿きようを捕まえることだよ」


    「だったら、休館日だろうがなんだろうが、中に入らないと始まらないだろ？　三日月卿は休館日だと盗みに入らないのか？」


    「……………」


    　おぉ。そうだ。うっかり忘れてた。


    　おもわず一般人の感覚になっちゃってたけど、僕は今、鬼ほお灯ずき機関の末端として働いてるんだった。いつもとは違った、特別な使命と権限が、今の僕にはあるはずだ。


    「どうも僕って庶民が板についてるからなぁ。特別って感覚に慣れないんだよ」


    「特別や異端ってのは、無自覚なほどたちが悪いんだぜ。自分の立ち位置くらいしっかり把握しておけよ」


    「……はぁ。そうは言ってもねぇ。僕の立ち位置ってなんなんだろう？　桜さくら下した卿の下げ僕ぼくってのは鬼灯機関の局員とはまた違った扱いらしいし、どうも中途半端なんだよな」


    「……久郎は、久郎。…………それだけよ」


    　いや、夕日ちゃん。そんな深いこと言われたら、よけいに立ち位置見失っちゃうよ。


    　などと。


    　喋しやべりながら、一階のエントランスホールの中央まで進んでいた。


    　休館日だけあって、誰もいないなぁ。館長さんや係員さんもいないのかな、なんてのんきなことを僕が考えていると。


    「──誰だー！　怪しい奴やつらがいるぞー！」


    　そんな叫び声とともに、美術館の奥から、見覚えのある制服を着た男たちが、数十人単位で押し寄せてきた。


    　しかも皆、片手にサーベルやらピストルを持って、ものすごい勢いで突撃してくる。


    「な、な、な、なんだこれ。あの制服って、警察のだろ！」


    「非常事態、なんじゃない？」


    「こるりぃ、あっさり言わないでよ……」


    　あっという間に僕らは警官たちに囲まれてしまった。僕らがちょっとでも動くと、警官たちは武器を構えて攻撃しようとしてくる。


    「貴様らっ、何者だ！　名を、名乗れいっ」


    　ぐるりと僕らを囲んだ警官たちの中から、指揮官らしき立派な口ひげを生やしたおじさんが一人、僕らへと近づいてきた。そして手にしたサーベルを僕へと突きつける。


    「ひぃっ、そんなの危ないですよ。……あっ、あの。僕らは別に怪しいものじゃなくてですね。その、えぇと」


    　あまりの緊迫感に僕は口がうまく回らない。


    　すると、夕ゆう日ひちゃんが僕をかばうように出てきて、突きつけられていたサーベルの切っ先を、すっと指先でつまんだ。


    「久く郎ろうに……物騒なもの向けないで……」


    「な、なんだと！　不審者に剣を向けて、なにが悪い！」


    　夕日ちゃんを怒鳴りつけるひげのおじさん。


    　いけない、このままだと夕日ちゃんがキレて、問もん答どう無む用ようで呪のろいを発動させてしまう！


    　やきもきしながら、どう言いつくろうか考えていると、僕の袖そでを、こるりがこっそりと引っ張った。


    「久郎、どういうことだ？　君らがここに来るって話は、向こうには伝わってないのかい？」


    　僕にしか聞こえないよう、こるりは小声で話しかけてきた。僕も、小声で返答する。


    「いや、僕もてっきりそのつもりだったけど……。よく考えたら、鬼ほお灯ずき機関って活動自じ粛しゆくしてるんだよね」


    「なんだよ、それ……。まったく仕方ないなぁ」


    　そう言うとこるりは、睨にらみ合う夕日ちゃんとひげのおじさんの間に割って入った。


    　そして、堂々とした態度で、こうたずねた。


    「あなたがここの最高指揮官か？」


    　ひげのおじさんは、肝きもの据すわったこるりの言葉に押され、素直に自分の地位を名乗った。


    「私の名は秋あき葉ば鉄てつ郎ろう。警視庁オカルト事件専門組織、千せん燈とう機関主任、そしてここの指揮官であるっ！」


    　千燈機関。


    　しーちゃんが言っていた、鬼灯機関の対立組織か。


    　三み日か月づき卿きように関する事件は王室と政府との取り決めで、警察側が捜査することになっていたんだった。


    　それなら当然、鬼灯機関の手先である僕たちは、歓迎されないだろうと予想がつく。


    「ほぉ、千燈機関の方々でしたか」


    　たぶん、千燈機関の名前すら初めて知っただろうこるりは、それでも含みのある言い方をして、周りを取り囲む警官たちを、ぐるりとながめた。


    　それから、僕と夕ゆう日ひちゃんのことを指して。


    「ではこちらも自己紹介を。このお二人は、帝てい都と治ち安あん維い持じ局、鬼ほお灯ずき機関──最重要特別捜査官、病わくら葉ば久く郎ろう様とその妹君、病葉夕日嬢。……私はお二人に付き従う、お供でございます」


    　と、真っ赤な噓うそを並べ立てた。


    　しかし、その噓は、秋あき葉ばさんや警官たちには効果抜ばつ群ぐんのようだ。


    　名乗ったとたん、どよどよと、周りがどよめいている。


    「ほ、鬼灯機関の、最重要特別捜査官……」


    　こるりの言葉を繰り返す秋葉さん。


    　しかし戸と惑まどいの表情を浮かべたのも一瞬、すぐにきりっと、厳しい顔に戻った。


    「と、特別捜査官だか知らないが、ここの警護は我われら千せん燈とう機関に任されているっ。鬼灯機関の、異能力者の力など借りるつもりはないわっ。さっさと帰れ！」


    「おや、そんなことをおっしゃってもよろしいのですか？」


    「なにぃ？」


    「このお二人は、王室と政府、その両者の代表が話し合った結果、捜査へ参加するように命じられてきたのです。なんの手違いかは知りませんが、まだこちらに連絡が届いていないようですが。しかし、下された決定は絶対です。秋葉主任殿は、両者の代表から下された決定を認めない、と？　──だとしたら、大問題ですな」


    　よくもまぁ、こんな噓八百を並べ立てられるものだと、感心を通り過ぎてあきれてしまう。


    　こるりは、帝都治安維持局の内情なんてほとんど知らないで、秋葉さんとの会話から得られる情報だけで、こうして渡り合っているのだ。


    　しかも、秋葉さんはすっかりこるりの言葉に呑のまれている。


    「王室と政府の下した、命令……！　それは本当なのか？」


    「疑うとはなげかわしい。この国を動かしている方々の名をかたって噓をつくなんて、誰ができましょう？　それにあなたは自らが仕えている組織の長おさが下した決断を、信じられないというのですか？」


    　本部に確認をとれば、こるりの噓はすぐにバレてしまうだろう。


    　ただ、こるりの言葉を聞いていると、僕ですらそれが事実のように錯覚してしまう。


    　こるりの奴やつ、変な術でも使ってるんじゃないだろうな……。


    「そ、そんな滅めつ相そうもない！　お上かみの判断に間違いはありませんっ。私はそれに従うまでです！」


    「それなら、このお二人への対応を、改めてもらわなければいけませんね。──最重要特別捜査官、それは本来なら、あなた方が武器を向けただけで、首が飛んでしまうような地位なのですよ？」


    　秋あき葉ばさんは、さぁっと顔を青くして、手にしていたサーベルをしまった。


    　すると、周りもいっせいに武器を降ろす。


    「総員っ、この方たちに敬礼っ！」


    『はっ』


    　警官たちはいっせいに、息の合った敬礼をしだした。


    　それでも秋葉さんはくやしそうに顔をゆがめているから、警察と帝てい都と治ち安あん維い持じ局の間には、相当な溝があるようだ。


    「とんだご無礼をっ。これより、お三方を作戦室へとご案内いたしますっ」


    　くるりと振り返って歩き出した秋葉さんの後頭部あたりに──。


    　ぶーん、と一匹の蜂はちが飛んでいた。


    　あれって──夕ゆう日ひちゃんの黄金蜜みつ蜂ばち！


    「夕日ちゃん、あんなの出してどうするつもりさ」


    「……言うこと聞かなかったら……刺すつもり……だった」


    「それならこるりが丸くおさめてくれたんだから、もういいよ」


    「…………そう」


    　不満そうにしながらも、夕日ちゃんは黄金蜜蜂をすっと消す。


    　前ぜん門もんにはこるりの噓うそ八はつ百ぴやく、後こう門もんには夕日ちゃんの注ちゆう入にゆう呪じゆ術じゆつ。


    　そんなものに囲まれて、秋葉さんもかわいそうな人だ。


    　同情は、しないけどさ。


    



    　　　　　◆


    



    　あたり前のことだけど。


    　のこのこ三人そろって美術館に入ってきた僕らが悪かった。


    　僕らを取り囲んだ警官たちは、予告状が届いた昨日の夜から、ずっとこの美術館を警護していたらしい。


    　夜通し、仮眠をとりつつ交代しつつ、いつ三み日か月づき卿きようがやってくるか不安と警戒に神経を尖とがらせ、美術館の中を張り込んでいた。


    　そんな場所へ、僕らのような怪しげな子どもが入ってきたら、さっきみたいな状況になってもなんの文句も言えない。


    　にもかかわらず。


    　二人の態度ときたら……。


    　夕日ちゃんとこるりは偉そうにソファーに腰をかけて、紅茶やお菓子まで用意させ、のんびりゆったり、くつろいでいた。


    「お菓子……おいしい。久く郎ろうも、食べたら……」


    　夕ゆう日ひちゃんは僕にもお菓子をすすめてくるけれど、今はそんなものを食べている状況ではない。


    「あれ？　久郎食べないのかい？　こんなにおいしいのにもったいない。まぁ、君が食べないなら、ボクの取り分が増えていいんだけどさ」


    　こるりはその手を止めることなく、次から次へと口にお菓子を運んでいる。


    　っていうか、さっきまでの口調はどうした？　おまえは僕らのお供じゃなかったのかよ！


    　僕らのそばで、直立不動している秋あき葉ばさんは、この状況を怒りに満ちた表情を浮かべながら、ながめていた。


    　こめかみのあたりがぴくぴく動いているし、よっぽど我慢ならないらしい。


    　そりゃあ、まぁ、緊張感のかけらもないしな……。怒りたくもなるわな。


    　僕はこれ以上、秋葉さんを怒らせないためにも、わざとらしく咳せき払ばらいをして、喋しやべり出す。


    「こほん……。まぁ、場も和なごんできたことですし、そろそろ、本題に入りましょうか」


    　どう和んでいるかは不明だけど、和んでるってことにしておいて。


    　夕日ちゃんとこるりがお菓子に夢中になっているうちに、さっさと話を進めてしまおう。


    「あのぉ、秋葉さん。まず座りませんか？　立っていられると喋りづらいですし」


    　僕がそう言うと、待ってましたとばかりに、秋葉さんは椅い子すを持ってきて腰を下ろした。


    「それでは、お言葉に甘えて……、よっこらせっと。それで、本題というからには、予告状のことでしょうな？」


    　秋葉さんがちらちらと、会話に参加する気配すら見せない夕日ちゃんやこるりのことを見ているけれど、そんなことは気にしない。


    「それはそうなんですが。……あのぉ、まずおたずねしたいことがありまして。──そちらの女性は？」


    　僕と向かい合う位置に座っている、二十代くらいの女性に目線を向け、たずねた。


    　彼女は、この作戦室（もともとは事務所の一室だった場所）に僕らが連れてこられた時から、すでに黙って椅子に座っていた。時おり、視線が合ったりはしていたけれど、まだ紹介されてはいない。


    「あぁ、そうですな。私としたことが、皆さんに紹介し忘れておりました。──この方は、きらら美術館の館長、宵よい待まちきららさんです」


    　秋葉さんに紹介されると、宵待きららさんはぺこりと頭を下げて、か細い声でもう一度、自分の名前を名乗った。


    「宵待、きららです。今回はこの美術館を守って頂けるということで、本当に感謝しております」


    　もう一度、ぺこり。


    　声もか細ければ、見た目も細い。ついでに言うなら神経も細そうな人だ。


    「もぐぅ……。きららって、この美術館と同じ名前じゃないか。ははっ。偶然？　それにしちゃあ、できすぎだね？　……むぐ」


    　こるり、食うか喋しやべるかどっちかにしろ。口からお菓子が出てるぞ！


    　ただ、きららさんはそんなこるりの態度にも、まったく気にしたそぶりは見せず、まじめに応こたえた。


    「はい、偶然ではございません。……この美術館を作ったのは、私のおじいさまなのです。おじいさまは私を可愛かわいがってくれまして、自分の美術館にも私の名を入れてくださいました」


    「はぁん。よかったねぇ、あなたが可愛い名前で。ポチとかタマとかだったら美術館の名前っぽくないからなぁ」


    「こら、こるり。あんまり失礼なこと言うな。ちょっとは黙ってろ」


    「はいはい。おとなしくお菓子食べてりゃいいんだろう？」


    　と言いながら、角砂糖をつまむな！　それは世間一般ではお菓子とは言わないんだ！


    「きららさん、もう聞いていると思うんですけど、三み日か月づき卿きようが今回狙ねらっているのは、この美術館で最高最大の美術品なんです。……それって、どれのことですか？」


    「それは──」


    「『懐かしの園』、それに違いありませんっ」


    　きららさんの言葉を遮さえぎって、秋あき葉ばさんがばんっと、目の前の机に手帳を開いた。


    　その手帳には、ミミズがのたくったような字で、何かメモが書かれている。


    「私が調べましたところ、この美術館で最大の展示品は、『懐かしの園』と呼ばれる絵画です。タテ三メートル、ヨコ六メートルの、そりゃあでかい絵でしてね。こう──どどーんと壁一面に展示してあるんですよ。あれが一番でかいです。そうでしょ、館長さん」


    「えぇ、まぁ……」


    　秋葉さんがあんまりにも大声で喋るので、きららさんはおびえながらも頷うなずいた。


    　すると、夕ゆう日ひちゃんが今まで飲んでいた紅茶のカップをことんと置いて、ぽつりと呟つぶやく。


    「…………ひげ、うるさい」


    「ひ、ひげ？　って私のことですか!?」


    　秋葉さんは立派なひげを指で押さえて、聞き返した。


    　この場でひげを生はやしているのはあなただけだし、そうなんだろうね。


    　夕日ちゃんは秋葉さんを無視して、鋭い瞳ひとみで射るようにきららさんを見つめる。


    　すると、きららさんは──ひっ、と悲鳴を上げてから、うつむいてしまった。


    「きららさん……隠しごと……してるわ」


    　唐とう突とつな言葉にきららさんはうかがうように少しだけ顔をあげて、それから一呼吸間まをおいて、喋りはじめた。


    「……隠している、というわけではないのですが……その、一般公開していない、秘蔵の美術品があるんです……」


    「……それは、おっきい？」


    　きららさんは黙って頷うなずく。


    　すると、ここぞとばかりに秋あき葉ばさんが、机を叩たたいて立ち上がった。


    「な、なんだって！　どうして早くそれを言わないんだ！」


    　びくり、と肩を震ふるわせ、おびえるきららさん。


    　いい加減あんたは会話に参加しないでくれ……。きららさん、おびえっぱなしじゃないか。


    　僕ら三人はいっせいに秋葉さんへと非難の目を向けた。


    「あ、いや、その。……こちらとしても、正確な情報をだね……うむむ……」


    　僕らの視線に耐えきれず、秋葉さんはしおしおと椅い子すに座って、口をつぐんだ。


    　そのまましおれていてくれるとありがたい。


    「どうしてその美術品は公開されていないんですか？　きっとすばらしいものなんでしょう？」


    「それはもちろんです。……ただ、あれはおじいさまがとても大切にしていたもので、本当に可愛かわいがっていたんです。……だから、おじいさまが死んでしまった今、あれを人目にさらすのは、悪いような気がして……」


    「可愛がるって、それ美術品に使う言葉かい？　なんか変な感じがするなぁ」


    　ちっ、こるりの奴やつ、もう菓子を食べるのに飽きたのか。ものの五分も黙っていられないなんて、おまえは子どもか。……あ、子どもだ。


    「そうですね。不自然かとは思いますが、でもおじいさまは確かにあれを可愛がっていました。まるで、自分の恋人のように……。おかしいかと思われるでしょうが、見てもらえばきっとわかりますわ。あれの持つ、魔ま性しようを……」


    「魔性、ねぇ……。それはなんとも──面白そうだ」


    　こるりの目が、きらりと光る。まるで、その目は獲物を狙ねらう鷹たかのように鋭いものだった。


    　きららさんは顔をあげると、こるりではなく、僕に許可を求めるように視線を向けてきた。


    　僕はうん、と頷うなずく。


    「……では、ご案内いたします。当館の最上階、そこにあれはおります」


    



    　　　　　◆


    



    　大きな扉とびらにかけられた、頑がん丈じようそうなごっつい錠じよう前まえをきららさんが外すのを、僕らはかたずを呑のんで見守っていた。


    　僕と夕ゆう日ひちゃんとこるり──と、ちゃっかり付いてきている秋葉さん。


    　立ち並ぶ僕らの前で、今、扉とびらが開かれる──。


    「…………すてき」


    　最初に声を上げたのは、夕ゆう日ひちゃんだった。


    　僕は声をあげることもできずに、あっけにとられてそれを見つめることしかできない。


    　きらら美術館、最高最大の美術品。


    　きららさんのおじいさんが、愛情をそそいだ相手。


    　それは──。


    



    　おそろしく巨大な人形だった。


    



    　最上階にやってきた僕は、天井がやけに高いことに気が付いてはいたけれど、まさか巨大な人形を収納するために高くしてあるとは思わなかった。


    　それほどまでに、目の前の人形は大きい。


    　人形は特注の巨大なソファーに腰を下ろしているのだけれども、その状態でも一〇メートルはありそうだ。


    　こんなばかでかい人形が存在するとは、思いもしなかった。


    　しかも、人形は大きさだけがすごいわけじゃない。美術品としても、一級品だ。


    　計算しつくされたバランスで作られている胴や手足。キメの細かい白い肌とシルクのようになめらかな黒い髪。とびきり高そうな布で作られた、きらびやかなドレス。


    　そして人形の命であるその顔も、まるで天使のように美しかった。


    　長いまつげ、透すき通るガラス玉の瞳ひとみ、ふっくらとしたくちびるに、ほんのりと赤く染まった頰ほお。どこを見てもほれぼれする造りだ。


    　巨大さに引けをとらない細部の精密さ。


    　魂たましいのない──人の形をした異い形ぎよう。


    　美しくもあるけれど、どこか不気味さも漂わせている。この人形の作者はなにを思って、こんなものを造ってしまったのだろう。


    「かわいいわ………とっても、かわいい……」


    　僕が言葉では言い表わせない感覚を抱いだいて人形を見つめているというのに、隣で夕日ちゃんは、かわいい、の四文字で感想のすべてを言い切っている。僕の半ページにわたる描写が、無駄に思えてきた。


    「圧巻、と言うしかないんだろうね。人の作り出した奇跡か。……これなら、魔ま性しようが宿っているってのもあながち間違いじゃないかもな？」


    　ぺろりと舌を出して、こるりは人形に近づいていく。


    　こいつがこんなに興味津しん々しんで食いつくなんて、珍しい。それくらい、この人形がすごい代しろ物ものだってことか。


    「おい、こるり。あんまり近づきすぎるなよ。っていうか、絶対さわるなよ！　壊したりしたら、怒られるだけじゃすまないからな！」


    「いちいち注意するなよ、そんなことくらいわかってる！」


    「こるりちゃんだけ見るの……ずるい」


    　こるりの後を追って、夕ゆう日ひちゃんも人形の足あし下もとへと近づいていく。


    　僕は、びびってしまって、二人のように人形に近づくことができなかった。


    　なんだか怖い。


    　あの大きさに、呑のみ込まれてしまいそうだ。


    「……こりゃあ、おったまげたな。こんなもんがここにあるとは……」


    　同じく、人形の大きさに呑み込まれていた秋あき葉ばさんが、開いた口を手で押さえながら、呟つぶやいていた。


    「この美術館で最高最大の美術品と聞いて、私はまっさきにこの人形のことを思い浮かべました。……でも、警護の方には言い出せなかったのです。……なにせ、これは……」


    「あまりに巨大すぎる、と思ったのですよね。規格外の代しろ物もの。だから盗まれることはないと？」


    「はい……。そうでございます。この部屋に人形を運び込むのですら、たいへんな手間だったとおじいさまから聞いておりますし、ですからこの人形を盗むのなんて、いくらなんでも無理でしょう？」


    「まさにそのとおり！　こんなものは論外です。……あ、いや、美術品としてはすばらしいですがね。でも、これはさすがに、どんな泥棒でも、たとえ魔術を使ったとしても不可能でしょうな！」


    　はっきりと言う秋葉さん。


    　でも僕にはひっかかるものがあった。


    　目の前にいるのは、至上の美術品といえる巨大な人形。


    　人形──犯行現場に残されていた唯一の手がかり。そして、昨夜の少女、自称三み日か月づき卿きようも、人形使いだった。人形という言葉が、三日月卿につきまとっている。


    　昨夜出会った三日月卿は、『絶ぜつ対たい言げん語ご』という万能の力を駆使して、この世にも珍しい巨大な人形を、盗むつもりなんじゃないだろうか。


    「なかなかお目にかかれないものを見せていただけたことには感謝しますが、警護する必要はないでしょう。あくまで奴やつの狙ねらいは『懐かしの園』。それしか考えられません」


    「はたして、そうでしょうか──」


    　──違和感を覚えたのなら、とことん疑え。


    　いつか読んだ探偵小説の文句を思い出しながら、僕は秋葉さんへと提案した。


    



    　　　　　◆


    



    「現在、午後七時ちょうど。夜空には雲一つなく、三日月がはっきりと浮かんでおります」


    　若い警官は僕へそう伝えると、小走りで自分の持ち場へと帰っていった。


    「うーん。そろそろかな」


    　僕は床から立ち上がり、きょろきょろと辺りを確認する。


    　異状は、なし。


    　僕が見張っているのは──きらら美術館最上階、巨大人形がいる部屋の、真ん前だった。


    　僕はどうしても、三み日か月づき卿きようが人形を盗みにくるような気がしてならなかった。


    　それを秋あき葉ばさんへと伝え、話し合った結果、秋葉さん率いる千せん燈とう機関は、『懐かしの園』の警護をし、僕と夕ゆう日ひちゃんとこるりの三人で、巨大人形の警護をすることになったのだ。


    「そんなところを守っても無駄だとは思いますがね。鬼ほお灯ずき機関の方は考えも奇抜でいらっしゃる。でも安心してください。我われ々われだけでも、かならずや『懐かしの園』を守り、三日月卿を捕まえてみせましょう」


    　とは、秋葉さんの言葉。


    　僕の提案を呑のんでくれはしたものの、完全にばかにしているようだった。


    「まぁ、いいけどね」


    「なぁに、ぶつぶつ言ってるんだ？　……あ、退屈なんだろ？　なんだったら、お喋しやべりの相手でもしてやろうか？」


    「結構だ。──まったく、のんきな奴やつだな。これから三日月卿がやってくるんだぞ！　ちょっとは真剣になれよ」


    　僕はちらりと、夕日ちゃんの姿を見た。


    　夕日ちゃんは座ったまま壁にもたれかかって、うとうとしている。


    　昼間はしゃいだせいで、疲れてしまったみたいだ。


    　はぁ……。


    　なんでこう、緊張感のない奴ばっかりなんだ。


    「真剣にって言っても、ボクはなんにもできないからなぁ。……っていうか、君だってなんにもしないんだろう？　夕日ちゃん頼りなくせに」


    「そりゃあ、そうだけどさ……。僕だって、一応はこの館やかたの構造を調べたり、侵入や逃走に使えそうな経路を予想して、警官を配置してもらったりしたんだよ。君よりはだいぶ働いてるよ」


    　僕が頑張って対策を練っている間、夕日ちゃんとこるりは、あいかわらず仲が悪そうにしながらも、二人して美術品をながめて、暇ひまをつぶしていた。そんなに暇なら手伝ってほしかったけれど、夕ゆう日ひちゃんは呪のろい以外なにもできないし、こるりは自発的になにかをするような奴やつではない。


    「……そういえばさ、ずっと聞きたかったんだけど。こるりおまえ、今日はずいぶんと気前がいいよな？」


    「気前がいいって？　どういう意味だい？」


    「だってさ、いつも言ってるじゃないか。自分に得るものがないなら、なにもしてやらない、ってさ。でも、今夜ここにいるのは、僕に協力してくれるためだろ？　こるりがそんなことするのは、珍しいと思ったんだよ」


    「はん、勘違いもはなはだしいな。どうしてボクが君を助けないといけないんだ？　ボクはな、自分の目的のためにここにいるんだ」


    「自分の目的？　なんだいそれは？」


    「偽にせ物ものをのさばらせておくわけにはいかない、ってことさ。三み日か月づき卿きようはボクやボクの仲間以外が名乗ることは許されない。だから……今夜、ボクは偽物を始末する」


    「始末って、殺す気じゃないだろうな！　悪人とはいえ、なるべく死人は出したくないんだ。生け捕りとかにしてくれよ」


    「甘いなぁ、君は……。そんなに甘いと、三日月卿にあっさり足あし下もとすくわれるぜ」


    「そうならないよう、用心しておくよ。……でも三日月卿は本当にこの人形を盗むつもりなのかな？」


    　人形の部屋へと入れる扉とびらは、ただ一つ。その前には僕らが待ち構えていて、しかも扉には頑がん丈じような錠じようまで付いている。


    　そして、もし扉を突破できたとしても、中にあるのは巨大人形だ。風呂敷に包んで持っていく、なんてことできるはずもないし。


    「君も、ひげのおじさんと一緒で、不可能だと思ってるのかい？」


    「そうだね。断言はできないけど、限りなく不可能に近いとは思ってる。……こんな厳しい警護の中、あんなに目立つ巨大人形を盗むなんて、どうやれって言うんだよ」


    「でも、奴やつは盗みにやってくる。不可能を可能にしに、現れる。そう、信じているんだね？」


    　にやりと、こるりは口の端はをつりあげた。


    　僕にはその笑えみが、とても邪悪なものに見えて──。


    　次の瞬間。


    



    　──目の前が真っ暗になった。


    



    　停電か!?


    　こんな頃合いで停電ってことは、奴が来たのか！


    「夕ゆう日ひちゃん！　こるり！　大丈夫!?」


    　闇やみの中で、僕は二人の名前を呼んだ。けれど、返事はない。


    　すると、ぱっと明かりがついた。停電はほんの数秒だけだったようだ。


    「──夕日ちゃんっ。大丈夫？　目を覚ましてください！」


    　寝ている状態のままの夕日ちゃんの元へと駆け寄ると、僕は夕日ちゃんの体を揺さぶった。


    　すると、夕日ちゃんはむにゃむにゃ言いながらも、しぱしぱとまばたきをして、目を開けた。


    「……ふぁ。久く郎ろう、どうかした……？」


    「どうかしたって、今、停電が起きて……。えっと、それで、──あっ、こるり！」


    　こるりの無事も確認しなくちゃ！


    　そう思ってこるりの姿を捜したけれど、どこにもいない。


    　代わりに僕が見つけたのは──


    　──開け放たれた、扉とびらだった。


    　人形の部屋への入り口が、完全に開いてしまっている。錠じようは壊され、床へと転がっていた。


    「くっ、やられた！　──夕日ちゃん、いきますよ！」


    「…………頭がぼぉって……する」


    　夕日ちゃん、大丈夫なんだろうか。寝ぼけて呪のろいを失敗しないでくれよ。


    　僕は夕日ちゃんの手を引いて、急いで扉をくぐった。


    　するとそこに。


    　こるりの姿が、あった。


    「こるり！　君が扉を？」


    　こるりは僕の声に振り返ると、はんっ、と笑いを漏もらした。


    「あぁ、そうさ。ボクが開けた」


    　気のせいか、こるりの声がいつもとは違って聞こえる。


    「なんで、そんなこと？」


    「なんで？　決まってるだろう？　こいつを──盗むためさ」


    　ふわりとこるりの体が浮き上がり、巨大人形の肩に着地した。


    　違う。この声、この言動、あいつは──こるりじゃない！


    「まさか、こるりに化けて！」


    「そうだっ。私だよ、久く郎ろう君！」


    　ばさり、と着ていたものをはぎ取ると、そこにはもう、こるりとはまったく違う人物がいた。ステッキを手に持ち、黒いマントをたなびかせ、頭にはシルクハットをかぶる、少女の姿。


    　その顔は。


    　──昨夜出会った、三み日か月づき卿きよう！


    「やっぱり、狙ねらいはこの人形だったのか！」


    「あぁ、そうさ──このすばらしい人形は、私が持つことこそがふさわしいのだ」


    「なにを勝手な！　みすみす盗ませると思うなよ！」


    「そうか。では、存分に抵抗したまえ──『この部屋は、切り離される！』」


    　ぱちん、と三み日か月づき卿きようは指を打ち鳴らした。


    　そのとたん──。


    　どどどどどどど、どんっ。


    　爆発音と激しい揺れが、辺りを包んだ。


    　僕は夕ゆう日ひちゃんを抱え、とっさにその場にしゃがみ込む。


    　ぐらぐらと、大地震でも起きているかのように、部屋中が揺さぶられていた。


    「こ、壊れるっ！！！！」


    　部屋を切り離すって、そんなこと無茶だ！


    　失敗すれば、僕らもろとも美術館が崩壊するぞ！


    　でもこんな揺れじゃ、逃げることもできない。


    　爆発音がやんで、その後もしばらく続いた揺れがおさまるまで、僕らは一歩も動けなかった。


    　そして、揺れが完全におさまってから、僕は恐るおそる立ち上がる。


    「なにが、どうなったんだ？」


    「……うぅ……ホコリまみれ……」


    　さすがにあの音と揺れで、夕日ちゃんの目も一気に覚めたようだ。


    　体にかかったホコリを、むっと顔をしかめてはらっている。


    　すると、三日月卿の高笑いが、部屋中にこだました。


    「ははははははははっ。どうだい？　余よ興きようは楽しかったかい？　それでは、これからが本番だ！」


    　巨大人形の肩に乗ったまま、三日月卿はぼろぼろに汚れた僕らを嘲あざ笑わらう。


    「おまえ、本当にこの部屋を切り離したっていうのか！」


    「あたり前だろ？　私の『絶ぜつ対たい言げん語ご』の前には人も物も、絶対服従だ。不可能など、ありはしない」


    　三日月卿は手にしたステッキで扉とびらの外を指した。


    　見ると、扉の外の床には深い亀き裂れつがはいっている。


    　みしみしっ、と部屋全体が軋きしんだ。


    　今はまだ、かろうじて美術館とつながりを保っているが、こんな不安定な部屋、そのうちにきっと崩れさってしまうだろう。


    「ここ……危ない。早く出よう……」


    　夕日ちゃんにぐいと腕を引かれた。でも、まだだ。


    「僕はあいつを捕まえないといけない。逃げるのはそれからです」


    「それなら……すぐにやっつける……」


    　夕ゆう日ひちゃんは三み日か月づき卿きようを睨にらみつけた。


    　ごぉ──と。


    　夕日ちゃんの周りに、灼しやく熱ねつの炎をまとった炎えん獄ごく蝶ちようが、無数に飛び交かいはじめた。


    「ふふふふふ。お行き……」


    　炎獄蝶は、羽ばたくたびにごうごうと空気を焦こがし、宙を舞う。


    　そして、あっという間に三日月卿を取り囲んだ。


    　死角はなく、逃げ場もない。


    　三日月卿が『絶ぜつ対たい言げん語ご』を発する前に、炎獄蝶が届けばこちらの勝ちだ。


    　勝しよう機きは──ある。


    　緊張が部屋を支配し。


    　そして──夕日ちゃんが動いた。


    「くるか。──呪のろい姫」


    「変なあだ名……つけるなっ！」


    　叫びとともに、炎獄蝶がいっせいに三日月卿めがけて、飛んでいく。


    　はずなのに。


    「うぐぅぅぅ。いぃぃたいっ」
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    　炎えん獄ごく蝶ちようは一瞬で消え去り、夕ゆう日ひちゃんはその場に倒れ込んだ。


    　頭を抱え、悶もだえ苦しむ夕日ちゃん。


    「あーあ。そんな状態で呪のろいなんて使うからだ。……暴発しちゃったねぇ」


    「おまえ、夕日ちゃんになにをした！」


    　僕は倒れた夕日ちゃんを抱きかかえた。夕日ちゃんはぐったりとして、意識もなくなっている。


    「私が直接、妹君に危害を加えたわけではないよ。ただ、ちょっとした細工をしたまでだ」


    「細工だって？」


    「あぁ、この美術館全体を使って、集中力を途絶えさせるような細工を施ほどこした。絨じゆう毯たんの色、壁の模様、階段の角度、部屋の大きさ。ま、いたるところをね、作り替えておいたんだ」


    　僕の頭の中で、美術館中の風景が再生される。不自然な場所なんてなかった。ありふれた、どこにでもある美術館の景色。


    　それなのに……。


    「それらを無意識に視界に入れることにより、彼女は自分でも気付かないうちに、集中力が削そがれていったのさ。……そんな状態で、呪いを使ったらどうなる？　集中できず呪いの力は暴発し、失敗に終わるのは当然だ。──ほうら、無敵の呪いを破るのなんて、簡単だろう？」


    　くらりと、頭が揺れる。


    　三み日か月づき卿きようの話が本当なら、僕も知らずに集中力を失っているんだろうか。……夕日ちゃんがさっきまで眠っていたのも、まさか……。


    「でもおかしい。そんな大規模な仕掛け、できるはずないじゃないか。おまえの言う通りこの館内を作り替えたとしたら、きららさんが気付かないはずない！」


    「あぁ、まだ気付いてなかったのか。じゃあ、特別に教えてあげよう。──きらら美術館は、館長である宵待源一郎が三年前に死んで以降、ずっと閉館している」


    「…………は？　なにを言っているんだ？　だってきららさんは──」


    「宵よい待まちきららは、祖父からここを引き継いだ後、美術館を閉館させた。あくまでここは、祖父が集めた美術品の数々を保管し、管理する場所として使っていただけだ。……そして、本物の宵待きららは、今はこの美術館の地下で監禁中さ」


    「──！」


    「はははははははははっ！　いいぞ、いいぞ。その驚いた顔。騙だました甲か斐いがあったというものだ！」


    「おまえ、本物のきららさんってことは、僕らが会っていたのは、まさか！」


    「そうだよ、おまえたちの前にいたのは、私の操り人形ドールだ」


    　なん、だと──。


    　僕らも、千せん燈とう機関も、すっかり騙されていたってことか。


    　ここに来た時から、全部こいつの思おも惑わく通り。


    　いや、もしかしてここに来る前から──？


    「そう考え込まなくても教えてやるよ。手品の種を明かす時というのは──ぞくぞくしないか？　私はこの瞬間が一番好きだ。今の君のような、驚きとくやしさが入り交じった顔。それを見るとたまらない気持ちになる」


    　なにも言い返せない。


    　三み日か月づき卿きようの思うがままに騙だまされ、夕ゆう日ひちゃんを苦しめてしまった僕には、反論する気力さえ、残ってはいなかった。


    「そもそも、今夜この場は、私の名を世の中に、そして帝てい都と治ち安あん維い持じ局の低能たちに知らしめるために用意した、舞台なんだよ。……君はその役者に選ばれた。さぁ、それでは種明かしだ」


    　実に楽しそうに、三日月卿の独どく壇だん場じようは続いていく。


    「まず私は、桜さくら下した卿に変装して、小こ箱ばこ小こ鳩ばと嬢へと予告状を渡した。君に予告状を持っていくよう命令してね──私も困ったのだよ？　帝都治安維持局に予告状を送れば、てっきり鬼ほお灯ずき機関が相手になってくれると思ったのに、警察の、千せん燈とう機関なんていう新参者がでばってくるものだからさ。千燈機関あんなふぬけじゃ、私の初舞台にはふさわしくない。できたばっかりだから、三日月卿を取り逃がしても仕方ない、なんて後でいいわけでもされたら、がっかりだ……。私は、帝都治安維持局の異能力者集団、鬼灯機関を完かん膚ぷなきまでに打ち倒したいんだ！　そうでないと、私のすごさがみなに伝わらないだろ？」


    　それで選ばれたのが僕と夕日ちゃんか。


    　三日月卿が変装していたこるりは、僕ら兄きよう妹だいを鬼灯機関の捜査官だと紹介していた。


    　つまり、すでにこの事件には帝都治安維持局と警察、そのいずれもが関わっていて、しかも、三日月卿は両者をあっさりと手て玉だまにとってしまったことになる。


    　すべて、三日月卿の筋書き通りか。


    「努力の甲か斐いあって、君らをここにおびき寄せることができた。そして、美術館で待っているのは、楽しい楽しい三日月卿の大活躍。私は釈しや迦か堂どうこるりに化け、君らの勇姿を間近で見物していたのさ。──もちろん、勇姿むなしく、最後は私が勝つというのが、結末だけどね」


    「…………やってくれるな」


    「ん？　なにか言ったかな？」


    「参ったっていったんだよ！　きららさんを監禁した時点で、おまえはいつだって巨大人形を盗めたんだろ？　なのにご丁てい寧ねいに僕らを呼びつけて、その上で盗むなんてな。……完敗だよ」


    「おやおや、ふぬけないでくれ、張り合いがなくなるだろ？　私は、人知れず、盗みをはたらくなんてしたくないのさ。やるからには派手に。かつての三日月卿がそうだったように。いや、それよりももっと派手に、大胆に、みんなの度ど肝ぎもを抜いてやりたいのさ。それが真の怪かい人じんってものだろう。それに──」


    　三み日か月づき卿きようのステッキの先が僕へと向けられる。お互いの、視線が交差する。三日月卿の瞳ひとみは、地獄の底のように、暗い闇やみの色をしていた。


    「──私には、帝てい都と一の呪まじない師を無効化できる力があると、証明しておこうと思ってな。異能の力も、私の前では通用しない……。それと、目的はもう一つ。題して、探偵殺しだ」


    　ごくりと、僕は唾つばを飲み込んだ。


    「久く郎ろう君、君が必死になってやっていた探偵ごっこ。あんなものに意味はないと、私は言っているんだ。君は呪い師だろう？　だったら異能の力で立ち向かってくればよかったんだ。探偵ごとき常識の範囲では、異能の相手にはならない。色物には色物を。オカルトにはオカルトを。そして、ペテン師にはペテン師を。君はそのことに、最後まで気付けなかったな」


    　かつん、と三日月卿はステッキをついた。


    　すると、ごごごごごごごご、という地響きとともに、再び部屋が揺れ始めた。


    　天井や壁が崩れ落ちてくる。


    　もうこの部屋にいるのも限界だ。僕は夕ゆう日ひちゃんを抱きかかえ、三日月卿に背を向けて、扉とびらへと走った。


    「さぁ、逃げたまえ、久郎君。敗者はみじめに逃げ帰ればいいさ。生きて逃げ延びることができればいいがね」


    　くやしい。くやしい。くやしい。


    　でも逃げるしかない。


    　僕じゃ、敵かなわない。


    　腕の中の夕日ちゃんを見つめる。僕は夕日ちゃんをこれ以上、傷つけたくないんだ。


    「最後にもう一度、言っておこう。よぉく覚えておくがいいさ、久郎君！」


    　間一髪、僕は足場が崩れさる寸前に、扉を抜けて部屋を脱出した。


    　そして、部屋の中にいる三日月卿に、もう一度、敵意を込めた視線を放つ。


    「私は怪かい人じん三日月卿！　帝てい都とをおびやかす恐ろしい悪魔の化身だ！　さぁ、誰もかれもが私の犯罪を止めにこい。すべて相手にしてやろう。そして、完かん膚ぷなきまでに敗北させてさしあげよう。私には誰も敵わない。なぜなら──私は不可能を可能にする、万能の力を持っているからだ！」


    　べきべきべきべきっ、と巨大人形の部屋が美術館から引きはがされる。


    　そして、人形の部屋がゆっくりと夜空へと浮かび始めた。


    　三日月卿は、人形の部屋を崩壊させるつもりだと思っていた。でも違う。美術館から部屋ごと切り取ったのだ。


    　崩れさった最上階。


    　そこから見える夜空には、満月を思わせる影が浮かんでいた。


    　それはとてつもなく大きな、気球──。


    　気球は、人形の部屋を吊つるし、三み日か月づき卿きようと人形を連れ、夜空高く昇っていく。


    　僕は去っていく三日月卿に向かって、声を振り絞しぼった。


    　負け犬の、最後の遠とお吠ぼえだ。


    「三日月卿！　僕は必ずおまえを捕まえてみせる！　必ずだ！　だから首を洗って待っていろ！　妹を傷つけたこと、絶対に後悔させてやるからなっ！」


    「ははっ、いいぞ。熱烈な言葉、しびれるな。今度こそ死力を尽くした対決デートをしようじゃないか！　──では、その日を楽しみにしているよ。さらばだっ」


    　ふはははははははははははははっ。


    　三日月卿の笑い声は、その姿が見えなくなるまで、帝てい都との夜空に響きわたっていた。


    　くそっ。


    　なんてざまだ。


    　失態もいいとこ。人形を奪うばわれ、三日月卿に逃げられ、そしてなにより──。


    　夕ゆう日ひちゃんは呪のろいの力を暴発させてしまった。


    　僕の腕の中で、気を失っている夕日ちゃん。大丈夫だよね……？　すぐに、目を覚ましてくれるよね？


    　なんで、こんなことになっちゃったんだろう。


    　僕が傍そばにいたのに。
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    　僕が夕ゆう日ひちゃんを守らなくちゃいけないのに。


    　ぎゅう、と拳こぶしを握りしめた。強く強く、爪つめが皮ひ膚ふに食い込んで、血が流れても、力を込め続ける。


    　妹を守れなかった僕には、罰ばつを与えなくっちゃいけない。こんな痛みよりも、もっと辛つらい罰を。


    「なにごとであるかーーー！」


    　秋あき葉ばさんが下の階から部下たちを引き連れ、駆けつけてきた。


    　そして、なにもかもすっかり奪われてしまっている光景を目まの当たりにして、あぜんとしている。


    「な、な、な、なんですと！　こんなこと、どうやって！」


    「──うるさい！」


    　僕は吐き捨てるように一いつ喝かつした。


    　周りのざわめきが耳に障さわる。


    
      ──あの時の、記憶と重なる。

    


    
      腕の中で眠る、夕日ちゃん。

    


    　目に映る、なにもかもが不快だ。


    「どいてください、僕は、帰るんです」


    「ま、待ちたまえ。その前に状況の説明を」


    　僕の肩を摑つかもうとした秋葉さんの体を、一瞬にして鎖くさりが拘束した。


    「く……くる、しい……」


    　首筋の頸けい動脈を強く締めつける。すぐに意識を失うだろう。


    
      　大切な人を守れなかった僕は。

    


    
      　すべてを真っ赤に染め上げて。

    


    　ずきり、と頭が痛んだ。


    　三み日か月づき卿きようの仕掛けで、僕も集中力が保てないのか……。


    　ふん──。


    　そんな小細工、知ったことか。脳みそがぶっ壊れても、構わない。


    
      　壊れているのは、あの時からだ。

    


    
      　壊したのは──あの時からだ。

    


    　あぁ、くそっ。


    　怒りすぎて、心の中がぐっつぐつに煮えている。


    
      　あの時と一緒なら。

    


    
      　同じ過あやまちを、繰り返せば──

    


    「……そうだ。あなた達、憂うさ晴らしに殺していいですか？」


    　負の感情ならあふれそうなほど、湧わいている。


    　この感情を向けられるんなら、誰だっていい。


    　この力、解放しないとどうにかなってしまいそうだ。


    



    　ねぇ、壊していい？


    



    「手加減なんて、いらないよね──」


    　じゃらららららららららららっ。


    　鎖くさりがあっという間に張り巡めぐらされる。


    　間抜けな警官たちは、一匹残らず捕まえた。


    　無数のうめき声があがっている。


    　でも。


    　抵抗させない。逃がさない。


    　あなたたちは、僕のために殺す。


    「これで、全部一緒だ」


    「──おまえごときが、調子にのるな」


    「！！！」


    　この場にいる全員を拘束してやったのに、まだ喋しやべれる奴やつが。


    　そう思って振り向くと──。


    「キレてんじゃねぇよ、ばか野郎が！」


    　鬼が振るうような極太の金かな棒ぼうが、僕に向かって飛んできていた。


    　その後ろに──桜さくら下した卿きようの姿が、一瞬だけ見える。


    　あぁ……。


    　避さけなくても──いいか。


    



    　ぐしゃり。

  


  
    ◆　　６章　敗北のあとに残っていたもの

  


  
    



    



    　気付いたら、桜さくら下した卿きようの館やかたにいた。


    　目を覚ますと同時に、きらら美術館での苦い記憶を、思い出す。


    　──あぁ、やってしまった。


    　夕ゆう日ひちゃんが傷ついて、僕は取り乱して……。


    　桜下卿が止めに来てくれなかったら、僕は最悪なことをしでかしていただろう。


    「──っの、ばかやろうが！！！！！！！」


    　目覚めと同時に、桜下卿の拳こぶしが僕のお腹なかをえぐる。


    「ぐはっ…………。す、すみません……」


    　謝っても、許してもらえるはずはない。


    　それだけの失敗を、僕はしてしまった。


    　桜下卿は僕から事情を聞くと、さらに怒りを爆発させた。


    「この腐ればかド低能め！　よくもまぁ、ここまでの失態をさらしてくれたな！　おまえはなんだ？　俺を怒らせるためだけにこの世に生まれてきたのか？　あぁん？」


    　桜下卿は僕の胸ぐらを摑つかむと、冷たくて固い床めがけてぶん投げた。


    「ぎゃっ！」


    　受け身もとれず、僕は背中から床へと直撃。


    　じぃぃぃんと背骨から広がる痛みをこらえていると、桜下卿はそんな僕のことを容よう赦しやなく踏みつけた。


    「この間抜け野郎！　ころっと騙だまされやがって！　おまえら兄きよう妹だいの失態はな、全部うちの失態ってことになったんだよ！　破壊された美術館、盗まれた巨大人形、極めつけが帝てい都とに浮かぶ巨大気球だ！」


    　机の上から乱暴に紙切れをつかみ取ると、桜下卿はそれを投げつけてきた。


    　僕はぐしゃぐしゃになっている紙を広げてみる。


    　それは、新聞の記事だった。


    



    　　──帝都の諸君、ごきげんよう。


    　　　　昨夜、夜空に三日月と満月、その両方が浮かんだこと、さぞ驚いただろう。


    　　　　しかし、安心したまえ。


    　　　　二つ目の月、あの満月は、私が作った特製の気球だ。


    　　　　私はあれに乗って、きらら美術館の巨大人形をちょうだいした。


    　　　　警察や帝都治ち安あん維い持じ局の面々も、私には手も足も出せなかったよ。


    　　　　今頃、さぞかしくやしい思いをしているだろう。


    　　　　さて、健全なる帝てい都との住人たち。


    　　　　これからも、私の活躍を、心して待っていたまえ。


    
      怪かい人じん三み日か月づき卿きよう

    


    



    　そこに書かれていたのは、明らかに三日月卿の言葉だった。


    　どうして新聞の記事に、あいつの言葉が載っているんだ!?


    　何度も記事を読み返していると、桜さくら下した卿は僕の手から記事をむしり取るように奪うばった。


    「あ、あの。……それは、なんなのでしょう？」


    「見てわからないか？　記事だ。日の出と共に帝都中に配られる新聞の、一面記事だ！　三日月卿の奴やつ、帝都中の新聞社にこんな文章を送りつけやがった！　帝都を騒がせた大事件の犯人からの伝言だ。新聞社はこぞって取り上げる。──こんなこと、帝都治ち安あん維い持じ局始まって以来の不祥事スキヤンダルだ！」


    　怒りのあまり肩を震ふるわせて、桜下卿は記事をびりびりに破り捨ててしまった。


    　紙吹雪ふぶきが散っていくのを、僕はぼう然と見つめた。


    　ここまで三日月卿の思い通りになってしまうなんて……。


    　全部、僕の失敗がまねいた結果だ。


    「……あぁ、そういえばどうして桜下卿は美術館にいらしたのですか？　鬼ほお灯ずき機関は、捜査には関与しないはずでは、なかったのですか？」


    「あれはな……命じていもいない俺からの任務を、無事に果たせたと小こ箱ばこ小こ鳩ばとが報告してきてな。おまえが騙だまされていると気付き、いそいで俺や思し夜やが駆けつけた時には、三日月卿は空の上。しかも、おまえはぶっ壊れ状態ときた──まったく、あきれ果てたよ」


    　壁に飾ってあるご自慢の武器の数々から、桜下卿はよくしなる、痛そうなムチを手に取ると、ひゅんと勢いよく振るった。


    　そんなムチで打たれたくらいで、僕の失敗がつぐなえるなら、いくらでも打ってくれ。


    「負けた僕らの面倒も見てくれるなんて、桜下卿はお優しい。……でも鬼灯機関の司令自ら、出動してもよかったんですか？　活動は自じ粛しゆく中だって言ってませんでしたっけ？」


    　しゅぱん、とムチが空くうを裂いて僕の手の甲を打ちすえた。


    「っっっ痛っ！」


    　するどい刃物で斬きりつけられたみたいな痛みが、皮ひ膚ふを走る。


    　のたうちまわり、悲鳴を上げたかったけれど、ぐっとこらえた。


    「あぁそうだ。自粛中だよ！　俺が出動なんて、できるわけない！　だがな、警察の、千せん燈とう機関が担当してる事件に、おまえらが真っ向から乗り込んでいって捜査をかき乱してるんなら、俺が直接出向いて、わびを入れるしか、納得してもらえないだろ」


    「それじゃあ、ますます鬼灯機関の立場も悪く、なりましたよね……」


    　答えを聞かなくても、激怒のあまりこめかみに血管が浮き出しまくっている桜さくら下した卿きようの顔を見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


    　僕のせいで、鬼ほお灯ずき機関はさらに追い込まれてしまったらしい。


    　桜下卿にとって、鬼灯機関は信念の形。


    　僕は桜下卿の信念を、穢けがしてしまったのだ。


    　それをわかっていながら、それでも僕は桜下卿に頼み込む。


    「僕の失敗が、鬼灯機関と、帝てい都と治ち安あん維い持じ局に与えた影響は理解しています。取り返しのつかないことをしてしまいました。──ですが、お願いです。僕にもう一度、機会をください！　三み日か月づき卿を捕まえる、機会を……」


    　姿勢をただし、僕は床に額ひたいをこすりつけながら土下座をした。桜下卿にはよく土下座をするけれど、本当に心から頭を下げたのは、久しぶりだ。


    「失敗したからやり直したい、だと？　おまえにしては意欲的な言葉だな」


    「はいっ、そうです。……僕、最初は仕方なく事件に関わっていたんです。やらないと、桜下卿に怒られるし……、平へい穏おんな暮らしを取り戻したいから、しぶしぶ事件を捜査していたんです。それに事件を解決するのは、夕ゆう日ひちゃんの力で、僕なんか夕日ちゃんのお世話係くらいの価値しかないって思ってて……」


    「ほぅ……。いつも俺の言うことを、ただただ聞いているだけかと思っていたが、そんなことを考えていたのか……。それを俺に正直に言うとは、いい度胸だ」


    「す、すみませんっ。桜下卿に文句があるとか、そういうのじゃないんです。……僕が言いたかったのは、今はしぶしぶじゃないってことです。僕はなんとしてでも、三日月卿を捕まえたい！　三日月卿に手も足も出せなかった自分が情けなくて、それ以上に夕日ちゃんを守れなかったことが、くやしいんです。僕は、夕日ちゃんのお世話係でもお供でもない、夕日ちゃんを守らないといけない兄なんですっ！」


    　知らず知らず涙まじりになっていた僕の声が部屋に響いた。


    　…………。


    　沈黙が流れる。僕は頭を下げたまま、じっと動けないでいた。


    　桜下卿は、今、なにを思っているんだろう。


    　こんな僕の姿を、さげすむように見下ろしているんだろうか。


    　すると、沈黙を破り、桜下卿は短く言い切った。


    「だめだ」


    「どうしてですかっ」


    　僕はおもわず顔をあげる。すると、桜下卿は冷徹な表情で、僕を見ていた。


    「おまえだけでは三日月卿にはかなわない。夕日は今、ここの医務室に運ばれて治療を受けているが、まだ目を覚まさないらしい。これからももし回復しなかったらどうだ？　もう役には立たんだろう。役立たずの呪まじない師に事件を任せるわけにはいかない」


    「でも僕は──」


    「黙れ！　おまえの挫ざ折せつ、おまえの苦悩。それがどうした？　それっぽちの誇りのために、俺がおまえにもう一度事件をたくすと思うのか！　ふざけるな！　この事件で、どれだけの帝てい都との市民が怯おびえ、眠れない夜を過ごしていると思う？　市民は一刻も早い解決を望んでいる。怪かい人じんが出ない夜を願っているんだ。その願いと、おまえの誇り。そんなもの、天てん秤びんにかける必要すらないわ！」


    　ばきりとムチの持ち手をへし折り、桜さくら下した卿きようは僕に背中を向けた。


    　僕は、反論できなかった。


    　桜下卿の言っていることは正しい。僕の思いが、市民たちの不安に勝るはずがない。失敗したからやり直したい。夕ゆう日ひちゃんが傷ついた後になって、自分のふがいなさを知った。──そんなもの、甘えだ。


    　僕はいつも誰かに頼りっぱなしで、逃げてばかりの、甘い奴やつだ。そんな自分が嫌だと、心のどこかでいつも感じていたのに。


    　今になって、それに気付いても、もう遅い。


    　──なにもかも、取り返しなんてつかない。


    「おまえら兄きよう妹だいの処分は、すでに決まっている。──孤島に幽閉だ。夕日の容態が安定し次第、移送する。……もともと、おまえらのような存在を戦力として使おうとしたのが間違いだった。──命令だ、今日はもう帰れ」


    「…………はい」


    　力なく頷うなずいて、僕は立ち上がろうとした。でも、体に全然力が入らなくて、よろりと足がふらついてしまう。そんな僕の体を、温かな手が、支えてくれた。


    「──待ってください！」


    「……思し夜や、さん？」


    　いつものように突然現れた思夜さんは、僕の体を包み込むように抱えると、思夜さんらしくない強い口調を桜下卿へと向けた。


    「私からも、お願いします」


    「常盤ときわ……おまえが俺に意見するのか？　上官の命令に背そむく者には厳げん罰ばつが下ること、知らぬわけではあるまい？」


    　驚いた様子で、桜下卿は振り返る。


    「はい。ですが──久く郎ろう君に、もう一度、機会を与えてあげてください。彼の事件を解決したいという想おもいは、本物です。だから、久郎君の失敗は、久郎君自身の手で挽ばん回かいさせてあげてください」


    「ならん。さっきも言ったはずだ。こいつに事件を解決する力はない」


    「私はそうは思いません。久く郎ろう君は三み日か月づき卿きようと実際に対決したんですよ。相手がどれほどの力を持っているのか、そして自分はどうして負けたのか。それを分析すれば、対処法も考えられます。それは一度、三日月卿に負けている、彼にしかできないことです」


    「ふん、なにを言うのかと思えば、そんなヘリクツを。どういう風の吹き回しだ？　俺がそんな言葉に騙だまされると思っているのか？　三日月卿の能力なら、そいつからすでに話を聞いている。──なんでも、『絶ぜつ対たい言げん語ご』とかいう万能の力だそうだ。一度負けたからといって、その万能の力とやらに久郎が対処できるとは、俺には思えん。よって、俺が下した判断は揺るがない」


    「いえ、三日月卿の力になら、立ち向かうことはできます──」


    　力強く言い切った。


    　これ以上、桜さくら下した卿の機嫌をそこねれば、孤島に幽閉される前に本当に首を飛ばされてしまうかもしれないけれど──でも、食い下がるなら今しかない。


    「僕は三日月卿と相対し、『絶対言語』の力をこの目で見ました。そこから推察するに三日月卿は──『絶対言語』を完全に使いこなせてはいません」


    「それは、どういう意味だ？」


    　ぎしり、と桜下卿はアームチェアに腰を下ろした。話を聞いてくれる気になったのか？


    「『絶対言語』は万能の力、それはおそらく本物でしょう。……ただ、万能の力というわりに、三日月卿のしていることは、限られている」


    「例えば、人形を操あやつる。あとは建物の構造を変えたり、爆破したり、といったことですか？」


    「そうです。どれも、万能の力を駆使しなくても可能です。たとえば、美術館の爆破。あの瞬間、かすかですが、火薬の匂いがしたんです。おそらく三日月卿は『絶対言語』を使ったと見せかけて、実のところ火薬を使って建物を爆破したのです」


    「話を聞く限り、三日月卿は派手な犯行を好むようだが、その演出の一つかもしれんな」


    「そうかもしれませんが、単純にできなかったから、火薬に頼ったということも考えられます。……それに、あいつが操っている操り人形ドール……」


    「操り人形ドール？　あぁ、人形を人に化けさせるという、あれか……」


    「そうです。あの操り人形ドールにしたって、たぶん三日月卿は完全に操れていないのです。どうも簡単な命令しか与えられないらしく、そのせいで盗まなくてもいい夕ゆう日ひちゃんの薬箱を、盗ませてしまっています」


    「──それについてですが。美術館で見つかった、宵よい待まちきららに化けていた人形。あれにはある種の『符ふ』の反応が残っていました」


    「そうか、『符』……か。それなら人形を操れるというわけだな？」


    　はい、と思し夜やさんは返事をする。


    　けれど、僕には『符』というものがなんなのか、わからなかった。


    　すると、思し夜やさんはそんな僕の気持ちを読み取ってか、説明をしてくれた。


    「『符ふ』、というのは、魔術を込められたお札ふだのことです。それを使用することによって、本来自分では使えない魔術を、使うことができるようになるんです──この場合、人形の操作ですとか」


    「え？　そんな便利なものがあるんですか？」


    「えぇ、ただ『符』に込められるのは単純な魔術だけです。それに、効果を持続させるためには、何枚もの『符』が必要です。『符』を作るのは専門の職人しかできません。ですから一枚につき莫ばく大だいな費用もかかるはずです……」


    「それに、『符』をはじめとする魔法具マジツクアイテムの流通は、我われら鬼ほお灯ずき機関が厳しく取り締まっていて、一般人では入手不可能になっている。……ただ、取り締まりの目をかいくぐって違法取引をする、闇やみの魔法商と呼ばれる輩やからが存在しているのも、くやしいが事実だ」


    　思夜さんの援護を背にして、僕は一気にたたみかける。


    「つまり──三み日か月づき卿きようには本来人形を操あやつる技術はなかった。けれど、闇の魔法商から買った『符』を使って人形を操っていたってことですね。資金は盗品を売ったお金でまかなっているのかもしれません。……こうなると、『絶ぜつ対たい言げん語ご』の力ではなく気球を使った逃走も、演出ではない可能性が高くなってきます」


    　言葉に出してみると、三日月卿の能力は疑わしいところだらけだ。でも、どういうわけか三日月卿を前にすると、彼女の圧倒的な自信と、その自信からくる言葉にいつのまにか呑のまれてしまう。


    「つまりおまえはこう言いたいのだな。──三日月卿の力は、今の時点では不完全だ。その不完全な力に、一度は騙だまされたが、次は必ず捕まえてみせる、と」


    　はい、と力強く頷うなずいた。


    　ただ、簡単にはいかないだろう。


    　三日月卿は『絶対言語』を使いこなせていない。それは確かだが、でもまだ三日月卿には隠された力があるに違いない。そう感じさせる余裕が、三日月卿にはあるのだ。まるで、本当に万能の力を持っているような、余裕。


    　すると、思夜さんが一歩前に進み、桜さくら下した卿へと頭を下げた。


    「もう一度、お願いします。どうか、久く郎ろう君に機会を与えてあげてください。──主あるじにこのようなお願いをすること、失礼きわまりないとは承知しております。ですから、もし久郎君が三日月卿を捕まえられなければ、私が責任をとります」


    「責任とはなんだ？　ぬるいものではすまさんぞ」


    「──私は屍し人びと様の元から去ることにいたします」


    「ちょっ、思夜さん。それはさすがに……」


    　だって思夜さんのつとめ、そして喜びは桜下卿に仕えることのはず。


    　あんまりな提案だ。


    　思し夜やさんまで責任を負う必要なんて、まったくないのに。


    　でも、思夜さんは驚く僕の顔を見ると、優しく微笑ほほえんでくれた。


    「いいんですよ、久く郎ろう君。だって、久郎君は必ず事件を解決できると、信じていますから」


    「久郎のために、その首差し出すか。……ふむ……いいだろう。常盤ときわ、おまえの強情さには負けたよ。ただし、もう一度だけだ。それに期限は……そうだな、待って五日間だ。その間に三み日か月づき卿きようを捕まえられなければ、病わくら葉ば兄きよう妹だいは帝てい都と追放。そして常盤思夜は、鬼ほお灯ずき機関除隊を命ずる」


    「は、はいっ」


    「了解しました」


    　僕と常盤さんは声を重ねて返事をした。


    　僕らの返事を聞いた桜さくら下した卿は不機嫌そうな顔で立ち上がり、僕の前までやってくると、おもむろに拳こぶしを握りしめて──。


    　ごすっ。


    　僕のお腹なかに拳をのめり込ませた。


    「おい久郎！」


    「ごはっぁぁ……。ぁはっ、はい。なんでしょうか！」
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    「なにをしてもいい、必ず捕まえろ！　俺の有能な秘書がその首かけておまえに機会を与えたんだ。だったら応こたえろ。それが男だ」


    「もちろん、そのつもりです」


    「ふんっ。やる気に満ちたおまえの顔は、いけ好かないな。……久く郎ろう、なにをしてもいいというのは、この事件に限り、限定的におまえの力を使ってもいいということだ、その意味、わかっているな？」


    　黙って僕は頷うなずいた。


    　異能には異能の力で立ち向かえ──そう言った三み日か月づき卿きようの言葉を思い出す。


    　異能は災わざわいを呼ぶ力だ。その宿命から逃のがれる術すべは、ない。


    　それでも僕は、呪まじない師として三日月卿と対決する。


    「久郎君──私に手伝えることがあったら、なんでも頼ってくださいね」


    　はい、と静かに答えた。


    　もう。


    　後には、引けない。


    　引くつもりもない。


    



    　　　　　◆


    



    　桜さくら下した卿の部屋を出た後。


    　目を覚まさない夕ゆう日ひちゃんを、僕は医務室から無理を言って引き取った。


    　僕は背中に夕日ちゃんをおぶって、その足で九十九つづら文ぶん庫こへと向かうことにした。


    　九十九文庫──そこは釈しや迦か堂どうこるりの小さな根ね城じろ。


    　そして、魔女の住すみ処か。


    　僕は、こるりに会わなくちゃいけない。会って、頼みたいことがあるんだ。


    「やぁ。そろそろ来るんじゃないかと、思っていたよ」


    　九十九文庫の扉とびらを叩たたくと、こるりはにっこりと笑みを浮かべて、僕を出迎えた。


    　いつもは嫌そうな顔して僕を追い返すくせに……。


    　僕がのっぴきならない状況なのは、すでにお見通しか。


    　これが、魔女たるゆえん。


    　相手の弱みにつけいる術すべを、心得ている。


    　だけど、今はそんなことを気にしている場合ではない。


    　僕は、店の中に入ると、すぐに座敷へ上がり、夕日ちゃんの体を畳の上へと寝かせた。


    　そして、こるりにすがりつく。


    「すまない、助けてくれ。夕日ちゃんが目を覚まさないんだ。……こるりなら、どうにかできるだろう？」


    　三み日か月づき卿きようを捕まえるのも大切だけれど、それよりなにより──今の僕には夕ゆう日ひちゃんが目を覚まさないことの方が、心配でたまらなかった。


    　ただ、気を失ってるだけだって思ってたのに……。


    　鬼ほお灯ずき機関の専属医師が診みても、夕日ちゃんを回復させることはできないらしい。


    　目を覚まさない原因も、わからない。


    　それなら──僕が頼れるのは、こるりしかいない。


    「ちょっと、落ち着け。……ものごとには順序が必要だ。一方的に夕日ちゃんを助けろって迫ってこられても、ためらいなく了解、とは言えないよ……ちょいと甘いものでも食べて、気をしずめろ」


    　強引に僕の口へとあめ玉をねじ込むこるり。


    　口の中にはべっこうあめの味がじんわりと広がった。


    　いつも甘いものばかり食べているこるりをばかにしていたけれど、こういう時には、甘いものも効果的なようだ。僕はあめ玉を舐なめながら、冷静さを取り戻していく。


    「……あ、いやすまない。色々あって、あせってしまって……」


    「あせっているのは見ればわかる。……落ち着いたのなら、まぁ座れよ。立ち話もなんだろう？」


    　こるりに言われるがまま、僕は畳たたみに腰を下ろした。こるりも僕と膝ひざをつき合わせて座り込む。


    「……それで、その色々っていうのを詳しく聞こうじゃないか。君の願いは、それからだ」


    「そうだな。それじゃあ聞いてくれ。……これは僕の、失敗談になるんだけどさ」


    　僕は昨日、ここから帰った後に起こった出来事を、一つ一つ思い出しては、なるべく丁てい寧ねいにこるりへと話して聞かせた。


    　こるりは、時おりにやりと笑みを浮かべ、面白そうに僕の話を聞いていた。


    　笑われたって、仕方ない話だ。


    　なにせこれは。


    　三日月卿に踊らされた、道化の話。


    　探偵になれなかった、落ちこぼれの話。


    　そしてなにより。


    　妹を守れなかった、兄の話だ。


    　でも、失敗したことを、いつまでも後悔してもいられない。


    　他人に笑われたって、ばかにされたって、気にしない。


    　今はただ、夕日ちゃんを取り戻し、三日月卿を倒す。


    　そのことだけに、集中しよう。


    　ここからは。


    　怪かい人じんと対決する、異能の話だ。


    「──というのが、ここに来るまでの、色々ってやつだよ。状況は理解した？」


    「あぁ、君が間抜けだってのは、充分に」


    「むぅ。反論はしないけどな。でもまだ挽ばん回かいできるさ」


    「ははっ。強気でやる気、なんて君には似合わないぜ。……いや、もともとの君は、そうだったのか。まぁ、そんなことはどうでもいいか。──で、話を一通り聞き終えたところで、もう一度聞くけれど、君はボクになにをお願いしにきたんだい？」


    　がりっ、と角砂糖を嚙かみ砕き、こるりは鋭い目つきを僕へと向けた。


    　僕は、意を決して、願いを口にする。


    「最初に言った通りだ、夕ゆう日ひちゃんを目覚めさせてくれ。呪のろいの力が暴発してしまった夕日ちゃんは、ふつうの治ち療りようじゃ治らないと思う。だったら、こるりの──魔女の力で治せないかな？」


    「魔女の力ねぇ……」


    　こるりはゆっくり立ち上がると、座っている僕の膝ひざへと体をのせて、ぐっと顔を近づけてきた。


    　赤く染まった魔女の瞳ひとみに、僕の心は呑のみ込まれてしまいそうだった。


    「言うなら全部言ってしまえよ。隠しててもいいことないぜ。……願いは、それだけじゃないんだろ？」


    「……あぁ、そうだ。願いはもう一つある。……こるり、僕に力を貸してくれ。三み日か月づき卿きようを捕まえるために、協力してくれ」


    「はん──面白いこと言ってくれるね」


    　鼻で笑うと、こるりは僕の顔を両手で挟はさみ、おでこをくっつけてきた。


    「いいかい、君は魔女の本質をわかっていない。──願いには対価が必要。ってのはこれまたボクが考えた決め台詞ぜりふじゃないけどね。でも昔っからそう決まっているのさ。人魚姫に足を生はやすには対価として声を奪い、魔女から薬草をもらう対価には赤ん坊を差し出す。……魔女に願いを叶かなえてもらうってことは、それだけ自分もなにかを失うということだ」


    「それは、おまえがさんざん言っていることだろう？」


    「それはそうだが、度合いが違うよ。君は僕になにをくれる？　今回ばかりは甘いものじゃ、対価にならないぜ……この店でひっそりと平和な暮らしを送っているボクに、災わざわいを呼ぶ異能の力を使わせて自分の願いを叶えようとしているんだ。──それに見合う対価は、君が思っているよりもはるかに大きい。それでも、魔女の力を借りる覚悟が、君にはあるのかい？」


    　迫るこるりの顔は、おとぎ話の魔女そのもの。老ろう獪かいな知恵をもって罠わなをしかける魔ま性しようの女がそこにいた。


    「答えろよ──病わくら葉ば久く郎ろう」


    「……ある、さ」


    　言いよどんでしまった。


    　やっぱり怖い。


    　でも僕は、なにを失ってでも、夕ゆう日ひちゃんを助けたいんだ。


    「恐れも怯おびえも捨てきれず、でもボクに頼るのか。まったく、友人としてではなく魔女として君に頼られるとは、思ってなかったな。……じゃあいいさ。そこまで言うなら、聞いてやろう。その代わり──対価として君の命をもらおうか」


    　こるりの氷のような表情と言葉に、額ひたいから汗が噴ふき出し、頰ほおを伝っていく。


    　その汗を、こるりはぺろりと舌で舐なめとった。そして、そのまま僕の耳元に口を近づけ。


    



    「──あれ？　どうしたの？　命を差し出す覚悟くらいはあるんだろう？」


    



    　悪魔のように、ささやいた。


    　僕は怖くなって、こるりの体を突き飛ばす。


    「命なんて、無理だ。──それは僕の魂たましいをよこせってことだろ。死ぬわけにはいかないっ。これからも僕は夕日ちゃんを守って、生きていきたい。だから、命だけはくれてやれない」


    「都合がいいよな。妹を助けたいけど、自分の命も大切ってか。夕日ちゃん、あの様子だと自然に回復なんて絶対にしないぜ。下へ手たすりゃ一生あのままだ。そんな夕日ちゃんを助けてやるんだ。それは夕日ちゃんの命を助けるのと同じことだろ？　一人の命を助けるのに、一人の命をもらう。それが対価ってもんさ。ボクはなにも、無茶を言ってるわけじゃない」


    「無茶は言っていないけど、でも……それにしたって……」


    　覚悟はした、つもりだった。


    　覚悟の量が足りなかった。


    　いざ、選択を迫られると、僕は自分の命を手放す勇気が出ない。情けない。僕の覚悟は、こんなものか。


    「どうしても、命じゃないと駄目なのか？」


    「駄目だ。これでも妥協してやったんだ。夕日ちゃんの命と、さらに三み日か月づき卿きようを捕まえる協力をしろなんて、本当だったら君の命程度じゃ到とう底てい対価とは言えないさ。こっちが大損だ。 ま、特別に友人割引してあげたってところだよ。……だから、願いを叶かなえてほしいのなら、君の命は絶対条件だ。あぁ、でも君はきっと勘違いしてるんだろうな」


    「勘違いだって……？」


    「そうさ。君の命が欲しいと言ったけれど、殺すとは言ってないじゃないか。なにも、ここで魂抜いたり心臓えぐったりするわけじゃない」


    「……え？　そうなのか？　殺さないの？」


    　僕は目を丸くして驚いてしまった。てっきり僕はこるりに八つ裂きにされて、魔女釜がまにブチ込まれ、じっくりことこと煮込まれるのかと思っていた。


    「あきれたな。……君が死ぬのを、ボクが望んでいるとでも思ったのか」


    　僕は無言で頷うなずく。


    　こいつは幼い顔して、冷れい酷こくで容よう赦しやがない。


    　必要とあれば、僕の命だって簡単に奪うばうだろう。


    　そう、思っていたのだけど。


    　しかし、こるりの顔はみるみるふくれっ面つらになっていった。


    「心外だな！　ボクがそんなひどい奴やつだと思われてたとは。はっきり言って、君が死んだらボクは悲しむからな。君みたいないい遊び相手は、そうそう見つからないし……そもそもボクには友人が少ないんだ！　君がいなくなると、困るんだよ」


    　魔女らしくないこるりの言葉に、僕は吹き出しそうになるのをおもわずこらえた。


    　声を荒らげてなにを言いだすのかと思ったら。


    　今のはもしかして、僕のことを大切な友人だと、思っててくれたってことか？


    　だとしたら、こいつ、意外と可愛かわいいところがあるんだな。


    「だいたい、君が死ぬとボクにいいことがあるのか？　君の心臓を食べると不老不死になるとか、魂たましいを吸収すると無敵の力が授かるとか、そういうのだったら考えなくもないけど」


    「僕にそんな効果はないよ。それに……君をひどい奴だと思っていて悪かったよ。考えを改める」


    「あたりまえだ。さっさと改めろよ……。ボクが対価として求めている君の命ってのは、君のすべてと言い換えてもいいものだ」


    「僕のすべて……」


    「体、心、能力、知識、才能。それに、病わくら葉ば一族にしか受け継がれない、その呪じゆ術じゆつ。君の本来の力。そのすべてが、ボクは欲しいんだ。だから──久く郎ろう君、ボクのものになれ」


    　それは、僕の命が奪われるに等しい対価。


    　僕という存在そのものを、差し出すことになる。


    　それにしか、大切な妹を救う方法がないのなら、僕はこるりのものになってもいい。


    　けれど──。


    「でも、僕は現状で人のものなんだよ。桜さくら下した卿きようっていう怖い人の下げ僕ぼくだからさ」


    「それがどうした？　下僕を続けないといけないのなら、そのままでもかまわないけれど、本当の持ち主はボクってことにすればいいだろう」


    「なんかややこしいことになりそうだ。……でも、それで君が納得するなら、いいのかな。うん、それなら、覚悟はできたよ」


    　これが僕にしかできないことならば。


    　ためらうことなんて、ない。


    「──僕は、おまえのものになろう」


    　かっ、と口を裂いて、こるりは笑った。


    　歓喜と欲望に満ちた。


    　恐ろしい笑み。


    「そうかい。それなら、君の命をもらうとしよう。……ようやく君を手に入れられたな。長かったよ。今日まで我慢するのは、大変だった。君は本当に、おいしそうだからな」


    　魔女にふさわしい台詞せりふを吐いて、こるりは僕の前に立つと、どこからともなく針を取り出し、おもむろに人差し指の先へと突き刺した。


    　針が刺さった場所からは、血がにじみ出て玉になっていく。


    　こるりはその指を、僕の口元へと差し出した。


    「さぁ、ボクの血を舐なめろ。それが魔女との契約だ。──釈しや迦か堂どうこるりは、自らの血をもって病わくら葉ば久く郎ろうを支配する。純血の魔女の血をその身に注ぎ、契約という名の首輪をはめろ。君のすべてをボクに捧げろ。そうして、君は、永遠にボクのものとなれ」


    　こるりの指に、僕は口づけするように触れた。


    　口の中に、血の味が広がっていく。


    　生臭いはずなのに、なぜだかとても甘く感じる。


    　一度味わうと、止まらなくなる。


    　もっともっと、こるりの血を飲みたい。


    　この甘さに、心の底まで浸つかってしまいたい。


    　そんな衝動にかられ、指に強く吸い付こうとすると、すっとこるりが僕の頭をなでた。


    「もうよせ。それ以上飲むと、体にさわるぞ」


    　こるりが止めると、津波のように押し寄せていた欲求が、一気に引いていく。


    「……？　……あぁ、ごめん。つい、夢中になっちゃって……」


    「気にするな。ボクの血を飲むと誰だってそうなるからさ。おいしかったろう？」


    　僕のくちびるについた血を、こるりはハンカチを取り出し拭ふいてくれた。


    　僕はどきどきと胸を高鳴らせて、こるりのなすがまま、ぼんやりと座っていることしかできない。


    「魔女の血がなじむまでは、ちょっとばかりぼんやりしてしまうかもしれないが、なに、すぐに元に戻るさ」


    「……おまえは、僕になにをしたんだ？　おまえの血、あれは一体？」


    「あの血は魔法そのものさ。血に契約を込めて、それを君の体に流し込んだ。君の中にあるボクの血は、もう一生なくならない。君の体に見えない契約書を書き込んだってところだ」


    「見えない契約書……」


    　僕の体のどこを見ても、変わったところなんて見当たらない。


    　でも実感できる。僕の体は、もう僕のものじゃない。体どころか魂たましいすら、こるりのものになってしまったんだ。


    「僕はどういう扱いになるんだろう？　こるりの下げ僕ぼく？　使い魔？」


    「なんでもいいけどね。……そうだ、弟子ってことでいいんじゃない？　魔女の弟子。かっこいいだろ？」


    「弟子ぃ？　やだよ、おまえが僕の師匠になるなんて？　趣味じゃない」


    「いいや、君はボクの弟子になるんだ。もう決定したことだ、君には反対する権利なんてない！」


    「ちぇっ。……わかったよ……そうする」


    　こるりの言うことを、あっさり受け入れてしまった。


    　嫌だと思っていたはずなのに、不思議と従ってしまう。しかも無理矢理従わせられたという感じではない。あくまで自然にだ。


    　これが、魔女の強制力というものだろうか。


    「なんかピンとこないんだよなぁ……」


    「ん？　なんか言った？」


    「いいや、なんでもない。──それより対価を払ったんだ。夕ゆう日ひちゃんの目を覚まさせてくれる約束だろう？」


    「わかってる。そう急せかさないでくれ。……準備ってものもあるんだからさ」


    　横たわっている夕日ちゃんは、未いまだぴくりとも動かない。


    　こるりは夕日ちゃんの顔を覗のぞき込むと、じっくりと観察しているようだった。


    「息は、しているね。でもとっても弱い。今はまだ生きてはいるけど……そのうちにきっと……」


    「呪のろいが失敗しちゃうってのは、夕日ちゃんならともかく僕ならよくあることなんだ……。失敗して自分に返ってきちゃったり、間違った効果が出たり。……でもこんなことにはならないよ」


    「それは夕日ちゃんの力がそれだけ強かったってことだ。──単たん刀とう直ちよく入にゆうに言えば、夕日ちゃんは今、自分自身の呪いに侵おかされている。しかも、それを自分で解除できないでいるんだ」


    「自分の呪いを、解けない……そうすると、どうなるの？」


    「一生呪われつづけるんだろうね。君の方が詳しいとは思うけど、呪いっていうのは術者が自分の意志で解除するか、もしくは体力が減ったり集中力が保てなくなったりした場合、効果が持続できなくなってしまうだろう？」


    「そうだね。……でも今の夕日ちゃんは体力も集中力もほとんどない状態なんだよ。だったら、呪いを持続できなくて、勝手に解除されるんじゃないのか？」


    「それがね。呪のろいの暴発によって、自分に呪いをかけてしまった夕ゆう日ひちゃんは、呪じゆ力りよくの強さに耐えられず、死ぬ寸前まで追い込まれているんだよ。呪じゆ殺さつってやつさ」


    　死ぬ寸前、でも死なない。


    　あぁ、そうか……。こるりの言いたいことが、ようやくわかった。


    　今、夕日ちゃんが生きているのは、呪いのおかげだ。忌いみ嫌われる呪いの、真しん骨こつ頂ちよう。


    「気付いたかい？　そうだよ──呪い師は自分が死んでも相手を呪い続ける。死んだ後も、怨おん念ねんとなりこの世に執着し、相手の息の根を止めるまで呪うのをやめない。それが呪まじない師の本質だ。今や夕日ちゃんは呪った側と呪われた側、その両方になってしまった。だから死なない──のではなく死ねない存在になってしまったんだよ。怨念となってまで自分自身を呪っている、けれど、呪い続ける限り、怨念として残った夕日ちゃんの魂たましいは消えない。呪われたメビウスの輪に、夕日ちゃんは閉じ込められちゃったんだねぇ……」


    「……そんなの、どうやって助けるんだよ？」


    「大丈夫。ボクに任せておけ。メビウスの輪なんて得意分野さ。こう見えて、回帰する魔女、なんて呼ばれてた頃もあったんだぜ。──時計の針をぐるっと回して元通り、ってね」


    　わけのわからないことを自信満々に言うと、こるりは僕に敷き布ぶ団とんを投げてよこした。


    「それ敷いて、その上に夕日ちゃんを寝かせて。いつまでも畳たたみの上じゃかわいそうだ」


    　僕は言われたままに布団を敷いて、夕日ちゃんの体をそこに移した。


    「あと僕に手伝えること、なんかある？」


    「そうだな……」


    　あごに手を当て、こるりは夕日ちゃんの姿を見下ろす。


    　そして、こともなげにこう言った。


    「夕日ちゃんの服を、全部脱がしてくれ」


    　一瞬、戸惑う僕。


    　毎朝の夕日ちゃんを着替えさせているとはいえ、こるりに見られていると思うと、ためらってしまう。


    「素肌に直接、って方がいいんだよ。いまさら恥ずかしがってないで、さっさとしろよ」


    　そう言うと、こるりは自分の準備に取りかかった。


    　しかたない。


    　こるりの言う通り、恥ずかしがっても仕方ない。


    　僕は慣れた手つきで、妹の服を脱がしていった。


    「こるり、脱がし終わったぞ。……このままにしておいて、風邪でもひいたらかわいそうだ。早くしてくれよ」


    「わかった。手伝ってくれてありがとう。……こっからはボク一人の仕事だ」


    　部屋の四よ隅すみにろうそくを灯ともし、それ以外の明かりはすべて消す。


    　うっすらと闇やみが広がった部屋の真ん中に、夕ゆう日ひちゃんは寝かされている。


    　夕日ちゃんの体の上には、懐中時計がいくつも置かれていた。


    　時計を使った、魔法なのか？


    　そして、夕日ちゃんの周りをぐるりと囲むように、よく磨かれた石、紙の上に盛られた砂、ひからびたヤモリ、獣けものの手、装飾が施ほどこされた短剣など、魔法具マジツクアイテムと思われるものが、なにかしらの法則をもって、並べられていた。


    　こるりは、夕日ちゃんの枕まくら元もとに立っている。


    　そして、僕はといえば、なにも手伝えることもないので、部屋の隅すみで正座して見学していた。


    「さぁて──始めよう」


    　ぱんっ、と手を打ち鳴らし。


    「六式の回帰、十三番目の消滅……数式は矛む盾じゆんを打ち消す逆さ時計」


    　意味のわからない呪じゆ文もんを、こるりは唱え始める。


    　声と共に、夕日ちゃんの体にのせられていた時計が、一つずつ、順番に光り始めた。


    　僕はかたずを呑のんで、目の前の光景を見守る。


    「魔女釜がまを九十九つづらに閉じ込め、帚ほうきは流れる石へと変わる。黒猫は丑うし寅とらに迷い、垣根の上には鉄てつ槌ついを」


    　ぱちり、と僕がまばたきすると、いつの間にかこるりの後ろに大きな扉とびらが現れていた。


    　扉はゆっくりと左右に開いていく。


    　扉の向こうには、手まねきをする無数の白い腕が見えた。


    「顕けん現げんする時間律りつ。──昼と夜の狭はざ間まに眠りし、呪のろわれた姫君よ、我が手を取れ」


    　ゆらりと、夕日ちゃんの腕がうごいた。


    　夕日ちゃんの瞳ひとみはまだ閉じたまま。


    　無意識に、片腕だけが掲かかげられている。


    　そしてこるりはその手を──摑つかんだ。


    　すると、こるりの背後に開いている扉からも、白い腕が次から次へと溢あふれ出し、夕日ちゃんの腕を摑んでいく。


    　まるで夕日ちゃんがどこか違う世界に連れていかれてしまうような、そんな光景だった。


    「魔の手をとって、この場は集結する。最後に、古いにしえの魔術師の言葉を借り、終わりとしよう──『時よ戻れ、そなたは美しい』」


    　懐中時計の光が、徐々にうすれ、そして消えていく。


    　白い腕たちも、夕日ちゃんの手から離れ、扉の向こう側へと戻っていた。


    　出現した扉は再び閉ざされ、姿を消す。


    　異界めいていたこの部屋は、元通りに戻ってしまった。


    　そして──。


    　夕ゆう日ひちゃんは。


    「…………うぅ？」


    　吐と息いきを漏もらして──目を覚ました。


    「夕日ちゃんっ」


    　僕は夕日ちゃんの元へと駆け寄って、その手を取る。


    　ぽろぽろと、気付かないうちに涙がこぼれていた。


    「……久く郎ろう、なんで？　…………泣いてる」


    「だって、なんかもう。すごく……」


    　僕は涙をぬぐって、こるりの顔を見た。


    「こるり、夕日ちゃんが目を覚ましたよ！」


    「そんなの、言わなくたって見ればわかる。──ふぅ、疲れた」


    　どさりと、その場に座り込むこるり。


    　そんなこるりの額ひたいには、汗が玉になって浮かんでいた。


    　こるりがどんな魔法を使っていたのかは、一部始終を見ていたのにさっぱりわからなかった。


    　けれど、こるりが疲れた顔をするなんて、よっぽど大変な魔法だったんだろう。


    「よく治してくれたよ、こるり」
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    「感謝なんて、しなくていいさ。ボクは対価に見合うことをやったまでだ」


    　ふんっ、とこるりは僕から顔をそむけた。


    　それでも感謝させてくれ。


    　かけがえのない夕ゆう日ひちゃんが、僕の元へ帰ってきてくれたんだから。


    　これでまた、僕は夕日ちゃんを守ることが、できるんだ。


    



    　　　　　◆


    



    「よし、仕切り直そう」


    　そう言って、こるりは僕と夕日ちゃんの顔を見た。


    　夕日ちゃんに服を着せてから、僕ら三人は話し合いがしやすいように向かい合って座った。


    　ここからは、作戦会議の時間である。


    　でも、その前に。


    「……一応、聞いておきたいんだけどさ、さっきの魔法、あれって結局なんだったんだ？　夕日ちゃんになにをした？」


    「ナイショ。なんで君に教えないといけないのさ」


    　予想した通りの答えだった。


    　こるりが自分の力をあっさり説明してくれるはずない。


    　懐中時計を使っていたし、呪じゆ文もんの中にも時計やら時間という言葉が出てきたのを考えると、時に関する魔法、だとは思うんだけどな……。


    「考えても無駄だよ。今の君には、教えてやるつもりはない」


    「今の、ね。じゃあそのうち、教えてくれるってことか？」


    「さぁな、時がくれば、わかることだ」


    　徹底的に、はぐらかすつもりのようだ。


    　……今は、あきらめておくか。


    　こるりの魔法の秘密を探るのは、また今度だ。


    「…………そんなことより……三み日か月づき卿きよう」


    　夕日ちゃんが言う通り、三日月卿への対策を練るのが、最優先だ。


    「それじゃあ、こっからは本題──こるりにも色々話を聞かせてもらうからな」


    「なにかな。ボクに答えられることだといいんだけれど……」


    「なにがなんでも答えてもらうさ。……それなりの対価は払ってるんだからさ」


    　対価、つまり僕が契約のもと、こるりのものになってしまったことは、夕日ちゃんには教えていない。


    　教えたら、こるりと夕日ちゃんの仲が、さらに悪くなるに決まっている。


    　場合によっては、壮絶な喧けん嘩かに発展するかもしれない。


    　それだけは、兄としても、友人としても、避けておきたい。


    　だから、これからもずっと秘密にしておくつもりだ。


    「まず聞きたいのは──僕の前に現れた三み日か月づき卿きようの正体だ。こるり、君ならわかるだろう？」


    「それなら、思い当たる奴やつがいる。……といっても、勘違いするなよ、かつての仲間なんかじゃないぜ。彼女は──三日月卿になりたがった、少女なんだよ」


    「なりたがった──？」


    「そう。ボクが彼女と会ったのは、一度だけ。ボクらの三日月卿が全盛期だった頃だ。彼女の方から、ボクや仲間たちに接触してきてね。三日月卿の仲間に入れてほしいと言ってきたんだよ」


    「……でも僕の前で彼女は、仲間なんて必要ないって言ってたけどな。当時は違ったのか？」


    「いいや、ボクが会った時もそんな感じだったよ。仲間に入りたいとは言っていたけれど、実際はボクや仲間たちを配下にするつもりだったんじゃないのかなぁ」


    「性しよう悪わる女の……考えそうなこと……」


    　忌いまいましげに、夕ゆう日ひちゃんは呟つぶやいた。


    　一度敗北を味わったおかげで、三日月卿のことを相当恨うらんでいるようだ。


    　今の夕日ちゃんなら、負の感情貯ため放題ってとこだろう。


    「まぁ、結局のところ、全員一致で三日月卿を仲間には加えないと決めたんだ。彼女の狙ねらいにも気付いていたし、それになにより、彼女にはボクらの仲間に入れるような能力が、なかったんだよ」


    「え？　それってつまり、その頃はまだ、三日月卿は『絶ぜつ対たい言げん語ご』が使えなかったってこと？」


    「そうさ。『絶対言語』なんて、君から聞いて初めて知ったよ。異能に関しては、多少の素質ならありそうにも見えたけど、素質だけじゃねぇ……」


    「当時は能力のなかった三日月卿。でも今は、万能の力──『絶対言語』をわずかだけど扱えるようになっている……か」


    「そういえば彼女、言ってたっけな。自分には本当はすごい力があって、今はそれを扱う術を研究中だって……。確か彼女、ボクらの仲間になれなかった後、欧州へと渡ったとも聞いているし、『絶対言語』はあっちで習得したんだな」


    「欧州に渡って何をしてきたんだ。『絶対言語』習得の秘密。そこは、やっぱり謎なぞのままか……。困ったなぁ」


    「…………大丈夫、次は私……負けないから……」


    　力のこもった声で夕日ちゃんは言う。


    「夕日ちゃんさ、そんなこと言って、また負けちゃうかもよ？　今回みたいにさ」


    　火に油を注ぐように、こるりがちゃちゃを入れる。そんなことを言われれば、夕ゆう日ひちゃんが怒るのもわかっているだろうに。


    「……今回は、油断しただけ。もう……あんな仕掛けに、引っかからない。……私のこと、みくびらないで……」


    「みくびってないよ。忠告しただけさ。……それに、今度は簡単にしっぽを摑つかませてくれないかもよ？　ねぇ、久く郎ろう。なにか策でもあるの？」


    「それについては、もう考えてあるよ」


    　僕は三み日か月づき卿きようの絶対的な自信に騙だまされたんだ。


    　それなら──今度は、僕がその自信を利用してやる。


    「僕の考えはこうさ。──三日月卿はね、自分の力を信じている。自分こそ、最高の犯罪者にして誰にも負けない怪かい人じんだと、そう思っているだろう。そこに付け入る隙すきがあると思うんだ」


    「どう、付け入るの……？　あいつ、どこにいるかも……わかんない」


    「潜ひそんでいるところがわからないなら、おびき出せばいい。三日月卿が絶対に現れるような舞台を、こっちが用意するんだよ」


    「あぁ……そういうことか。──考えたね、久郎君」


    　こるりは僕の思おも惑わくに気付いて、にやりと笑みを浮かべた。


    「…………二人だけ、ずるい」


    　置いてけぼりにされた夕日ちゃんがほっぺたをふくらませて怒っているので、僕は説明を続けた。


    「三日月卿の性格からいって、挑発すれば絶対にのってくるんです。捕まるのが怖くて挑発を無視した、なんて言われるのを一番嫌いそうですからね。だから、おびき寄せるのは簡単なんです。場所は……そうですね、桜さくら下した卿の館やかたがいい。あそこなら、美術館の時みたいに、あらかじめ仕掛けを施ほどこせないでしょうからね」


    「……挑発しても……来るとは限らない……」


    「そこは来たくなるような理由を作ってあげるんです。たとえば、桜下卿の館で世にも珍しい美術品を公開する、なんてことを言えば、三日月卿は絶対に奪いにやってきます。新聞社に頼んで、美術品の公開を大々的に広告してもらえば、もう確実です」


    「その作戦がうまくいって、三日月卿がまんまと舞台に登場したら、今度こそ君たちは勝てるんだろうね」


    「もちろん。私の呪のろいで……骨も残さず──焼き尽くす」


    　夕日ちゃんの、呪いに対する自信は一度負けたくらいじゃ揺らいでないみたいだ。


    　それは、心強い。


    　けれど、それだけじゃ駄目だ。


    　夕日ちゃんの力に頼ってばかりだと、また足あし下もとをすくわれるかもしれない。


    　僕にも、なにかできることがあるはずだ。


    　なにを──すればいい？


    「できれば、夕ゆう日ひちゃん一人だけで戦わせたりは、したくありません」


    「……どうして？」


    「だって、三み日か月づき卿きようの実力は底が知れないんですよ？　もしかしたら本当は、『絶ぜつ対たい言げん語ご』を使いこなせるかもしれません。そうしたら──夕日ちゃんでも勝てないと思います」


    「久く郎ろうは……私が負けると、思ってる？」


    「そんなことはありませんが、危険な目にあわせたくないとは思ってます。……夕日ちゃんに頼らないと作戦はうまくいかないのはわかります──けれど、また夕日ちゃんが負けてしまって、重傷を負ってしまったら、僕は……」


    「──だったら、どうする？　君がなんとかするか？　君の本当の力を使ってさ」


    「あれは……」


    　こるりが言っているのは、美術館で千せん燈とう機関の局員さんを痛めつけてしまった、あの力のことだ。


    　あれは、夕日ちゃんが傷つく姿を見て、僕が膨ぼう大だいな負の感情を発生させてしまった結果だ。


    　貯蓄量を超えた負の感情は、溢あふれ出し、行き場のない呪じゆ力りよくと化し暴走を始める。


    　ああなると、僕は感情のおもむくまま、暴走した呪力を行こう使ししてしまう。


    　ぶっ壊れ状態。


    　僕は破壊衝動に支配され、気がすむまで暴れ続ける。


    「駄目だよ、使うわけにはいかない。扱いきれない力なんだ」


    　それに、あれは。


    　僕の負の感情を、強制的に増大させなくてはいけない。僕にとって、最大級に嫌なことが起こる状況でないといけないのだ。


    　つまりは──夕日ちゃんが傷つかなければ、使えない力。


    　そんな力、認めてたまるか。


    「夕日ちゃんが傷つくなら、それはすでに僕の負けだ」


    「ふぅん、わかったよ。そこまで使いたくないって言うんならさ、ほかにもやり方はあるよ」


    「…………え？　こるり、今なんて言った？」


    「いや、だからさ。使いたくないものにこだわらなくても、ほかにも方法はあるだろって言ってるんだよ。……あぁ、なんか君らに関わりすぎてる気がするなぁ。まぁ、これで願いを聞いたってことにしてくれよ。助言はこれっきりだからね」


    　魔女の助言。それは人を破滅に追い込む甘かん言げんだと、聞いたことがある。


    　それなら、こるりの言葉を鵜う呑のみにしてしまって、いいのだろうか。


    　それでも僕は、魔女の言葉を聞かずにはいられなかった。誘惑に満ちた、その言葉を。


    「いいかい、よぉくお聞き──」

  


  
    ◆　　７章　病わくら葉ば兄妹きようだい 対 怪人三み日か月づき卿きよう

  


  
    



    



    　君はオカルトに広く知識があって、基礎的な技術なら呪のろいの力と混ぜ合わせて応用できるんだろ？


    　だったら、それを武器にすればいい。


    　能力が足りないなら、ほかの能力を足す。その考えは正しいよ。足りないのなら補え。


    　付け焼き刃ばの基礎知識だから、実戦で使うには無理があるって？


    　ふん、方法ならあるさ。


    　能力を足してもまだ駄目なら、今度は道具を使うんだ。


    　使えるものは全部使え。


    　異能とは、自分一人の能力ではない。道具を駆使することも、異能の力の一端だ。


    　そうだな──。


    　できれば、君の性質に深く関わるような魔術具マジツクアイテムがいいんだが。


    　それを見つけることができたなら、扱い方はボクが教えてやろう。


    　なにせボクは君の、師匠だからな。


    



    　──というこるりからの助言を思い出しながら、僕は桜さくら下した卿きようの館やかたに三み日か月づき卿を捕まえるための罠わなを、張り巡めぐらせていた。


    「僕の性質に当てはまるのは、こんなものしかなかったけどな……」


    　もう陽ひも沈もうとしている。


    　夜。


    　それは怪かい人じんが現れる時間だ。


    　今夜、この館に三日月卿は必ずやってくるだろう。


    　そのために、今日まで準備をしてきた。準備に時間がかかったせいで、期限ギリギリになってしまったけれど、それでも今夜中に三日月卿を捕らえられれば、万事解決だ。


    「あ、あのあの。し、思し夜や隊長がお呼びですっ」


    　聞き覚えのある声に振り返ると、そこに小こ鳩ばとちゃんが立っていた。


    　こんなに短い期間に二度も遭そう遇ぐうできるなんて、珍しい。


    　ちなみに、今日の格好は、濃紺のメイド服。


    　桜下卿の館に仕えているメイドに見えるよう、変装しているのだろう。


    　小鳩ちゃんは僕と目が合うと、おもいっきり頭を下げてきた。


    「えっと、こ、この間のこと、謝りたいのですっ」


    「うん？　この間のことって？」


    　突然謝られても、思い当たるふしがない。


    「あ、あの時です。偽にせ物ものの、桜さくら下した卿きように騙だまされて、その、久く郎ろう君に予告状を持っていってしまいました……」


    「あぁ、そのことか」


    　言われてようやく見当がついた。


    　そういえば、小こ鳩ばとちゃんも三み日か月づき卿に騙された、一人だ。


    「いいんだよ、そんなこと謝らなくって。本当に悪いのは、三日月卿なんだし。……それより、そのことでやっぱり小鳩ちゃんも、桜下卿に怒られちゃった……？」


    「……えと、ほんの少しだけです……」


    　と言ってはいるけど、その顔を見る限り、かなり怒られたんだろうな。


    　小鳩ちゃんが隠しておきたいのなら、あえて触れないけど。


    「そうだ。思し夜やさんが呼んでるんだよね。それなら、すぐに準備しちゃうから。これが最後なんだ」


    　僕は手に持った鎖くさりを、じゃらりと床に置く。


    「その、そ、それは一体……なんですか？」


    「これ？　罠わなだよ、三日月卿を捕まえるためのね」


    「うんと、えっと、それでどうやって捕まえるのです？」


    　不思議そうに首をかたむけて、小鳩ちゃんは鎖をながめている。


    　疑問に思うのは当然だ。


    　この状態のままだと、ただの鎖にすぎないんだから。


    「あ、そうだ。試しに小鳩ちゃん、これ引っ張ってみてよ」


    　僕が鎖を一束たば手渡すと、小鳩ちゃんは小さな手を差し出して、受け取った。


    「い、いいんですか？　壊しちゃうかも、しれませんよ？」


    「構わないから、本気でどうぞ」


    　それなら、と小鳩ちゃんは両手で鎖を摑つかんで──ぐい、と引っ張った。


    　ぶちぶちぶちぶちっ。


    　あっけないくらい簡単に、鎖はばらばらになってしまった。


    　さすがは鉄てつ腕わん無む双そうの小鳩ちゃん、これでも一応、普通の鎖よりは耐久性が高いものなんだけどな。小鳩ちゃんにかかれば、鎖も髪の毛みたいに切られてしまう。


    「あわわわわっ、や、やっぱり壊しちゃいました。あの、あの、ごめんなさい」


    「大丈夫だよ。壊れてからが、この鎖の本領発揮だからさ。……ほら、見ていて」


    　床へと散らばっている鎖の破片へと目を向ける。


    　鎖の破片は、ぴくぴくと動き始めていた。


    「え、え？　これ、勝手に……！」


    　鎖の破片はひとりでに動きだし、集まり、そして元の状態に戻っていった。


    　一片の破片も残さず、完全に再生している。


    「自動修復。それがこの鎖くさりの特色だよ」


    「そ、それって、壊されても、直っちゃうってことですか？」


    「うん、この鎖、立派な魔術具マジツクアイテムなんだ。防御力の向上と、今見せた自動修復、その二つの魔術が付加してある。もともとはチェインメイルっていう鎖を編み込んだ西洋の鎧よろい防具の一種でね。それをほどいて鎖に戻したものがこれってわけ。──で、僕は今からこの鎖に呪じゆ術じゆつをこめて、罠わなを作るんだ」


    　そう、この鎖こそ、僕の性質に深く関わる魔術具マジツクアイテム。


    　魔術具マジツクアイテムなんてものは、そもそも滅めつ多たにお目にかかれない貴重なものだ。しかも僕と相性のよいものとなると、さらに見つけるのは難しかった。こるりにしたって、持ってはいなかったし。


    　それで頼ったのは、ほかでもない桜さくら下した卿きようだ。


    　桜下卿は、古こ今こん東とう西ざいありとあらゆる武器と防具を収集するという趣味を持っている。自室の壁に飾ってある刀やらムチやらもその一部なのだけれど、あんなものは氷山の一角にすぎない。


    　さすがにお貴族様の趣味だけあって、費ついやしているお金も集めた物量もケタ違いだった。この館やかたの地下にある収納庫には、戦争でも始められそうなほどの、各種武器防具が集められていた。当然、その中には魔術を付加したものも含まれていて、そこで見つけたのがこのチェインメイルだ。
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    　桜さくら下した卿きようには事情を説明して、頼みに頼んで譲ゆずってもらうことには成功したけれど、チェインメイルを鎖くさりの状態にばらしてしまうことには、かなりしぶっていた。なんでも完成品を材料に戻すのは許せない、のだそうだ。


    　でも結局は、三み日か月づき卿を捕まえる手助けになるのなら、といって了承してくれた桜下卿には、感謝している。


    「でも、でも。なんで鎖なんですか？　もっとちゃんとした、ぶ、武器の方がいいのじゃないですか？」


    「この鎖が一番しっくりくるんだよ。僕の呪のろいの形も鎖だからね。同化させやすい、って口で言うより見せた方が早いよね」


    　僕は床に置いた鎖の端を手に摑つかみ、呪じゆ力りよくを込め始めた。


    　心の中で想像するのは、現実の鎖と、呪いで作り出す鎖がつながる様子。


    



    　呪いと魔術具マジツクアイテム、二つの境界線を、あいまいなものにして──融合させる。


    



    　じゃらり、と手のひらから、呪いで作り出した鎖が伸びてきて、本物の鎖とつながった。


    「与える命令は『捕獲』。対象を『三日月卿』と『人形』に絞しぼる。効果を発動させるまでは、床に溶け込み、待機」


    　呪じゆ文もんを唱え終えると、鎖は床の中に消えていく。


    　よしっ、成功。


    　これで鎖は罠わなになった。


    　簡単そうに見えるかもしれないけど、これが意外と難しい。


    　呪いを応用した罠は、本来、僕の呪力の殆ほとんどを費ついややさないと成功しないような術だ。


    　けれど、魔術具マジツクアイテムに備わっている西洋魔術の力を使えば話は別。こるりから教わった方法を使えば、極力、呪力の消費を抑えて、罠を作り出すことができる。


    　これと同じ罠が、すでに館やかた中に仕掛けてある。三日月卿が侵入すれば即座に体に絡からみ付き、捕縛してくれることだろう。


    「そ、それで、罠は完成ですか？」


    「そうだよ。僕が解除しない限り、罠はここで三日月卿を待ち続けるんだ」


    「あの、大丈夫なんですか？　対決前に、魔力の使いすぎで疲れちゃったりしてないですか？」


    「大丈夫だよ、その辺はちゃんと考えて使ってるから」


    　館中に罠を仕掛けるために使った呪力は、貯蓄量の三分の二ってところだろう。


    　一度、ぶっ壊れ状態になったおかげで、いつもより多く負の感情が貯たまっていたから、まだ余裕がある。……といっても、暴走したせいで、呪じゆ力りよくはかなり消費しちゃってたけど。


    　それと、こるりの血を飲んだ僕の体には、魔女（男の場合は魔法使いか？）の性質が若じやつ干かんではあるが宿ったらしい。


    　チェインメイルに込められている、西洋魔術の力を使うことができたのも、魔女の血のおかげだ。


    　実感はわかないけれど、落ちこぼれ呪まじない師から三流呪い師くらいには昇級しているんだろうか。まぁ、たいした違いとは思えないけど。


    「さてと──準備も終わったから、思し夜やさんのところに行くよ。小こ鳩ばとちゃん、わざわざ呼びに来てくれてありがと」


    「い、いえ。とんでもないっ。……あっ。えと。あ、あの」


    「なに、かな？」


    「えっと。……わ、私、応援してますから。久く郎ろう君なら……きっと三み日か月づき卿きようを捕まえられると、思いますっ」


    　小鳩ちゃんの顔が、かぁっと赤く染まっていく。


    　前髪で目元を隠しているから、表情はわかりにくいけれど、小鳩ちゃん、照れているみたいだ。


    　僕はそんな小鳩ちゃんの頭に、ぽんと手を置いた。


    「小鳩ちゃんには応援されっぱなしだ──そろそろ期待に応こたえないとね。三日月卿は、必ず僕が捕まえてみせるよ」


    　自信をもって約束できる。


    　準備に抜かりはなく。


    　策も練ってある。


    　異能対異能。


    　そんな対決ができるよう、舞台は万全、整えた。


    　あとは、三日月卿が来るのを待つだけだ。


    「ふぁ……、その、な、なでられると。とっても、恥ずかしいのですが……」


    　小鳩ちゃんの顔が、やかんみたいに真っ赤になってきたので、僕はあわてて手を離した。


    　危ない危ない。


    　小鳩ちゃんの拳こぶしを食らっちゃ、対決どころじゃないからな。


    



    　　　　　◆


    



    　小鳩ちゃんと別れ、僕は思夜さんの待つ作戦本部へと向かった。


    　するとそこには──清せい楚そなドレス姿の思し夜やさんが待っていた。


    　見慣れない姿なので、どきりと戸惑ってしまう。いつもの固く結んだ三つ編みもほどいていて、さらりとした黒髪が印象的。


    　たいして僕と年も変わらないのに、服装を変えただけでずいぶん大人っぽく見えるものだ、と感心してしまう。


    「久く郎ろう君、どうしたんですか？　そんなところに立って」


    　ドレスの裾すそをたなびかせ、歩いてくる姿も品があって美しい。


    「……はっ。あ、いえ。思夜さんに見とれてしまいました……」


    「あら、お上手ですね。もっと緊張なさっているかと、思いましたけど──その調子なら、大丈夫そうですね」


    「いや……緊張はしてますよ。しない方がおかしいです」


    「ふふっ。……肩に力を入れすぎても、ことはうまく運びませんよ。ご心配なさらずに。鬼ほお灯ずき機関があなたを支えているのですからね」


    　僕の表情がこわばり続けているから、思夜さんはそれを気づかって、優しい言葉をかけてくれているんだろう。


    　思夜さんだって、切せつ羽ぱ詰まっているはずなのに。


    　今夜の作戦が失敗すれば、思夜さんは鬼灯機関を去らなくてはいけない。


    　──そんなこと、絶対にさせちゃいけない。


    　桜さくら下した卿きようにとっても、鬼灯機関にとっても、思夜さんはなくてはならない人なんだから。


    　だからこそ。


    　緊張で胸を高鳴らせるよりも先に、確認しておかなければいけないことがあるはずだ。


    　絶対に、失敗しないために。


    「そうですね、鬼灯機関がついているなら、大船に乗っている気分です。……それで、会場の様子はどんな感じですか？」


    　思夜さんは作戦会議室に付けられた小窓の外を指差した。


    　その小窓からは、一階の会場の様子が一望できた。


    　会場にはすでにたくさんの紳しん士し淑しゆく女じよのみなさんが集まっている。


    　今夜、桜下卿の館やかたには帝てい都と中の貴族が集まっているのだ。


    「うわぁ。すごい数ですね。桜下卿にこんな人望があったとは……」


    「そんなこと屍し人びと様の耳に入ったら、またお叱しかりを受けますよ？　──それに今夜は特別なんです。なにせお披ひ露ろ目めされるものが、あれですから」


    「はぁ。桜下卿もずいぶん思い切ったことをしますよね……」


    　今夜はパーティー。


    　貴族さまたちの暇ひまをつぶす、お楽しみの夜。


    　パーティーを開いた表向きの目的は、桜さくら下した卿きようが最近手に入れたある美術品を貴族たちにお披ひ露ろ目めすること。そして、そのお披露目するものというのが──。


    「久く郎ろう……見て。このドレス……すごいの」


    　ちょうど話題に上っていたものを、その身にまとって、夕ゆう日ひちゃんが部屋へと入ってきた。


    



    　それは、見るも美しい漆しつ黒こくのドレス。


    



    　夕日ちゃんが身にまとっているそのドレスこそ、桜下卿が三み日か月づき卿をおびき寄せるために用意した、美術品だ。


    　ドレスが美術品といわれても首を傾かしげてしまいそうになるけれど、実物を見ればそれがただの洋服ではなく、美術品と呼ばれている意味がすぐにわかる。


    　ドレスの生き地じ自体も最上級のものを使って作られてはいるのだろうけれど、それよりも、注目してしまうのは、ドレスのいたるところにちりばめてある宝石の数々だ。


    　すべてが黒で統一された宝石。


    　黒サファイア、黒真珠、黒ダイヤモンド、黒珊さん瑚ご、等々。名前を挙げればきりがなく、数をかぞえればさらにきりがない。


    　数千とも言われる黒い宝石が、ドレスを輝かせている。


    　その見た目から、着る宝石箱、なんて例えられることもあるらしい。


    　なんでもこのドレス、数百年前に欧州にあった一国のお姫様が、結婚する際に作らせたものらしい。そして、ドレスをまとって結婚の誓いをしたお姫様とその夫は、生しよう涯がい幸せに暮らし、国王となった夫は国を繁栄させ、成功を収め続けることができたという。


    　その伝説から、このドレスにはある名前が与えられた。


    『輝ける花嫁のドレス』


    　そう、このドレスは花嫁のために用意されたドレスなのだ。ここが重要。


    　つまり、今の所有者は桜下卿ということは、当然このドレスを着るのは桜下卿の花嫁になる女性ということだ。


    　桜下卿が『輝ける花嫁のドレス』を目玉が飛び出るほどの高値で買い付け、しかもお披露目のパーティーを開くと発表すると、新聞社はその日の新聞にこぞってこんな見出しをつけた。


    　──桜下卿、花嫁を募集中！　ドレスお披露目のパーティーにてお相手を見つけるのか!?


    　この記事は瞬またたく間に世間を駆けめぐり、同時にたくさんの貴族たちの元に、パーティーの招待状が送られた。


    　そして今夜。


    　パーティーには大勢の貴族たちが出席していた。みんな、話題のドレスを一目見ようとやって来たのだ。なかには、あわよくば自分が花嫁候補になろう、なんて企たくらんでいるご婦人もいるようだ。


    　三み日か月づき卿きようへの挑戦には充分なものだろう。とはいえ、貴族がこんなに集まっているとなると、三日月卿から彼らを守りきれるかどうか、それが心配になってくる。


    「久く郎ろう…………感想は？」


    　考えごとに夢中になっていると、夕ゆう日ひちゃんがじっと僕の顔を覗のぞき込んでいた。


    　間近で見ると、赤面してしまうくらい、きれいだった。


    　ドレスだけじゃなくて、化粧や髪型なんかも整えてあって、いつもよりも可愛かわいさが数段上がっている。女の子は手間ひまかけただけきれいになる、と聞いたことがあるけれど、あれは本当だったのか。


    「……きれい、ですよ」


    「…………えへ」


    　うっすら口元を緩ゆるめる夕日ちゃん。


    　この様子を見ると、僕と違って、緊張なんてしていなさそうだ。それはそれで、頼もしい。


    　ちなみに、パーティーの目玉であるドレスを夕日ちゃんが着ているのにもわけがある。


    　三日月卿の攻撃を、夕日ちゃんに集中させるためだ。


    　夕日ちゃんがドレスを着ている限り、三日月卿は夕日ちゃんを狙ねらい、襲おそってくるしかドレスを手に入れる方法はない。そして、襲ってきたところを捕まえる、というのが、おおまかな流れだ。もちろん、そんな簡単な作戦だけで、捕まえられるとは思っていないけれども。


    　難点として、夕日ちゃんに危険が集中してしまうということがあるけれど、だからといって、僕がドレスを着られるわけでもないので、しかたない。夕日ちゃんのことは、僕が全力で守ればそれでいい。


    「夕日ちゃん、可愛いのはわかりましたが、もうちょっと愛あい想そ良くできませんか？　これから貴族のふりをして、会場に行くのですよ？　他の人に話しかけられたりするかもしれないのに、そんな暗い顔していては、とけ込めませんよ？」


    「暗く、ない……これが普通……」


    　夕日ちゃんの言葉に、僕と思し夜やさんは顔を見合わせてしまった。


    「できれば思夜さんが、夕日ちゃんのそばについていてくれると、助かるんですけど……それも無理ですよね？」


    「えぇ、私もできる限り手助けはしようと思いますが、それでもなかなか難しいかと……」


    　思夜さんには思夜さんの役目があるのだから、無理は言えない。


    　思夜さんはこれから会場に入るのだけれど、鬼ほお灯ずき機関の局員さんたちは、すでに貴族や使用人のふりをして、会場に潜入している。


    　ただ、潜入の目的は、三日月卿を捕まえるためじゃない。


    　三日月卿が襲撃してきた時、会場にいる貴族たちを守るのが、彼らの役目だ。三日月卿をおびき寄せるためとはいえ、なにも知らずにパーティーにやってきた貴族たちを危険な目にあわせるわけにはいかない。


    　怪かい人じんが現れる、ってだけでも危険なことだとは思うけれど、パーティーの余よ興きようの一つとして、大目に見てもらいたい。


    　それにしても、活動自じ粛しゆく中の鬼ほお灯ずき機関がこうして動いてしまっていいのだろうか。自らの本部であるこの館やかたの中でなら、活動したって構わないと桜さくら下した卿きようは言っていたけれど、後々問題になるような気もする。僕が心配することではないとは思うけど。


    「まぁ、桜下卿ならうまいいいわけの一つや二つ、考えるんでしょうね……」


    　誰にも聞こえないように呟つぶやいてから、僕は小窓から顔を出して、会場にいる人たちを観察してみた。


    　誰が局員さんで、誰が本物の貴族さまなのか全然区別がつかない。さすがは精鋭ぞろいの鬼灯機関。潜入する腕も一流ってとこか。


    「あ、そういえば、すっかり忘れてました。思し夜やさん、僕のことを呼んでいたんですよね？」


    「そうです。そろそろ着替えていただけないかと思って。パーティーも佳か境きようですから」


    　そう言うと、思夜さんはタキシードを一式、僕の前に差し出してきた。


    　夕ゆう日ひちゃんや思夜さんだけでなく、僕も会場に潜入することにはなっていたけれど。


    　それでも、つい、顔を歪ゆがめてしまう。


    　タキシードなんて上等な服、着たこともないし、慣れていないから動きづらくてしかたない。


    　できれば使用人役がよかったけれど、それだと夕日ちゃんのそばにぴったりくっついているのが不自然になってしまうし……。


    「……わかりました、すぐに着替えます」


    　二人にはいったん、部屋の外に出てもらって、僕はしぶしぶ用意された服に袖そでを通した。


    　着替え終わると、姿見の前に立って、確認してみる。


    　似合っているとはいえない。


    　はたして、こんなんで青年貴族に見えるんだろうか。


    　蝶ちようネクタイをいじったり、襟えりを正したり、色々工夫をしてみるけれど、うまく決まらない。


    　そんなことを必死でやっていると。


    「──おめかしはすんだか？」


    　気付かないうちに、桜下卿が部屋にやってきていた。


    　僕と違って、桜下卿はばっちりとタキシードを着こなし、後ろへなでつけた髪も、かっこいい。


    「なにをもたもたしているかと思えば、格好なんか気にしやがって。似合わないものは、なにをしても似合わないんだ。あきらめろ」


    「そんなこと、わかってます。ただちょっと、確認していただけです」


    　鏡の前で夢中になっていたところを見られたのは、恥ずかしいけれど、なんとか顔に出さずにおいた。


    「準備がすんだのなら──」


    　いつも厳しい桜さくら下した卿きようの表情が、一段と引き締まる。


    「──行くぞ」


    　桜下卿の一言に、僕は無言で頷うなずいた。


    　心が、ふるえている。


    　これからが、本番。


    　──楽しいパーティーの時間だ。


    



    　　　　　◆


    



    「──みなさま、お静かに」


    　会場中に、思し夜やさんの澄んだ声が響き渡る。


    　すると、今まで騒がしくお喋しやべりに花を咲かせていた貴族たちが、いっせいに静まり返った。


    　思夜さんは、会場の様子をうかがうように視線を動かし、それからひと呼吸おいて、喋り始めた。


    「本日は当館にお集まりいただき、まことにありがとうございます。──みなさま、お楽しみのところ失礼いたします。ここで、館やかたの主あるじ、桜下屍し人びとからみなさまにご挨あい拶さつがあります」


    　今まで会場中を照らしていたシャンデリアの光が、しぼんでいく。


    　ほんのりと薄暗くなったところで、桜下卿が立っている場所にだけ、明かりが向けられた。


    　桜下卿の姿が浮かび上がると、会場からはきゃあ、というご婦人たちの黄色い声が漏もれた。


    　桜下卿は、背も高くて顔のつくりも役者みたいにいいのだから、ご婦人に人気があるのも頷ける。


    　鬼ほお灯ずき機関の鬼司令も、華やかな場に登場する時は、人当たりの良さそうな美青年貴族の顔になっている。


    「みなさま、今夜のパーティー、楽しんでいただけているかと思います。料理人たちが腕によりをかけて作った料理の数々、そして各地から取り寄せたお酒を、たっぷりと堪たん能のうされたでしょうか？　なかには料理を口にするのも忘れて、喋り続けてしまった、という方もいらっしゃるかもしれませんね」


    　会場中から笑いが漏もれた。


    　いかにも貴族らしい、お上品な冗談だ。


    「さて、この辺でみなさまにご紹介したいものがあります」


    　桜下卿の言葉に、会場中がざわめいた。


    　お待ちかねのものが登場するのだから、当然の反応だ。


    「すでにご存じかとは思いますが、このたび、私はすばらしい美術品を手に入れることができました。それを、自分一人だけで独占しているのはもったいない。この美術品は、もっと多くの人の目に触れてこそのものだ、と私は考えております。だからこそ、今夜こうしてみなさまにお集まりいただいた次第です。……おっと、前置きも早めに切り上げましょう。私の言葉など、これからお見せするものに比べれば、なんの価値もありませんからね。それではご覧ください──『輝ける花嫁のドレス』です」


    　ぱっと桜さくら下した卿きようを照らしていた明かりが消える。


    　そして、次に明かりが照らされたその場所は、僕のすぐ隣。


    　そこには。


    　夕ゆう日ひちゃんの姿が、あった。


    　一同の視線が夕日ちゃんに釘くぎ付づけになる。僕なら緊張して、赤面間違いなしの状況だというのに、夕日ちゃんは顔色一つ変えず、いつもと同じどんよりとした瞳ひとみで、会場中を見渡していた。


    　それから、ゆっくりとした動作でドレスの裾すそをつまみ上げ。


    　ぺこり、とおじぎをした。


    　すると──わぁ、と会場中から声があがった。


    　驚嘆の声、称賛の声、羨せん望ぼうの声。色んな声が、夕日ちゃんに向けられる。いや、この場合、夕日ちゃんの着ているドレスにか。


    　でも中には、あの子は誰？　桜下卿の知り合い？　という疑問の声も混じっていた。


    「ご紹介しましょう。これが私の手に入れた、『輝ける花嫁のドレス』。そして、それを着ているのが、私の親しん戚せきである病わくら葉ば夕日嬢です」


    　紹介された夕日ちゃんは、もう一度、小さく頭を下げた。


    　会場のざわめきはおさまらない。宝石だらけのドレスが、会場中を魅了してしまっている。


    　貴族といえども、さすがにこんな豪華な装飾が施ほどこされたドレスは、見たこともなかったのだろう。


    　息を呑のむほど美しく。


    　誰もが認めざるをえない、崇すう高こうな美術品。


    　そのすばらしさを、堪たん能のうし尽くすには、とても一夜のパーティーでは時間が足りないだろう。


    　桜下卿は、放っておけばずっと続きかねないざわめきに終止符を打つため、声をあげた。


    「みなさま、ドレスはいかがでしょうか？　いつまでもこうしてながめていたい。そう思っていただけたのなら幸いです。しかし、それでは夕日嬢がせっかくのパーティーを楽しめません。彼女はマネキンではありませんからね」


    　再び会場を包む笑い。


    「さぁ、ここからはダンスの時間にいたしましょう。みなさまもこの美しいドレスを着た夕ゆう日ひ嬢が踊る姿を、見たいとお思いでしょう？」


    　それはもちろん、ぜひ私とダンスを、では屍し人びと様とは私が。そんな風に、思い思いの言葉が飛び交かい、そして楽器隊が演奏を開始した。


    　僕は音楽が流れ始めると同時に、そそくさと会場の隅すみへと向かった。


    　僕も夕日ちゃんもこの時のために、思し夜やさんからダンスを教わってはいるけれども、僕には才能がないらしく、さっぱり上達しなかった。だから、ここでダンスに誘われても、困ってしまう。


    　それに比べて、夕日ちゃんはたった五日の間にめきめきと上達し、今も知らない男性に誘われ、優雅にダンスを踊っている。


    　会場の壁にもたれかかり、僕は踊る夕日ちゃんの姿を目で追った。


    　いつ、三み日か月づき卿きようが夕日ちゃんに近づいてくるか、わからない。僕はいっそう、気を引き締めた。


    　桜さくら下した卿や思夜さんも、貴族たちの相手をしつつ、それでも辺りの気配をうかがっているのだろう。


    　メイドの格好をして飲み物を配っている小こ鳩ばとちゃんをはじめとして、局員さんたちは、不審な動きをする者がいないか、目を光らせている。


    　こんな場所に、どうやって三日月卿は現れるつもりだ？


    　不可能、とは思わない。あいつは前回もそうやって、不可能を可能にし、巨大人形を奪うばったのだから。


    　こちらが万全の準備をしていても、意表をついた方法で、現れるような奴やつだ。


    　隙すきを見せれば、そこを確実についてくる。


    　そうやって、警戒しているうちに、ダンスの曲が終わりを迎えた。


    　そして続けてもう一曲、演奏が始まる。


    　すると夕日ちゃんが、次々に申し込まれるダンスの誘いをすべて断って、僕の方へとやってきた。


    「あれ？　夕日ちゃん、もう踊らないんですか？」


    　僕の隣までやってくると、夕日ちゃんは不機嫌そうに瞳ひとみをつり上げ、ちょうど目の前を通ったメイドからグラスを一つ受け取ると、それを傾け、すぐに空からにしてしまった。


    　当然だけど、未成年なので、グラスの中に入っているのはソーダ水だ。


    「……私、踊るの嫌い。でも……踊らないと……不自然って言われた。…………だから踊っただけ」


    「意外ですね。うまく踊っていたように見えたのですが」


    「うまくても……嫌。久く郎ろう以外と……手をつなぐの……気持ち悪い…………」


    　シルクの手袋を乱暴に脱ぐと、夕ゆう日ひちゃんは飲み干したグラスと共に、メイドに渡してしまった。


    　ダンスは男の人と密着しないといけないし、そうとう嫌だったみたいだ。


    　僕は夕日ちゃんの言葉が嬉うれしくてたまらなかった。けど素直に喜ぶのも恥ずかしいから、緩ゆるみそうになっている口元を、手で覆おおい隠した。


    「あぁ、そういえば……会場に仕掛けはすみましたか？」


    「うん……蜘く蛛もが見張ってる。……今のところ、異状……なし」


    　わらわらと、小さな蜘蛛たちが夕日ちゃんのドレスの上を這はっていた。


    　今、この会場には、夕日ちゃんの作り出した蜘蛛が無数に散っている。怪しい動きをしている人や物があれば、すぐさま夕日ちゃんに伝わる仕組みだ。もちろん、隠れて侵入してきた者にも即座に反応し、感知できる。


    「人形の反応もなし、ですか？」


    　こくり、と夕日ちゃんは頷うなずいた。


    　会場は夕日ちゃんが監視して、館やかたの中には僕が仕掛けた罠わながある。


    　僕は心の中で、自分が三み日か月づき卿きようだったらどんな行動をとるか、予想してみた。


    　僕なら、どうやってこの包囲網を突破する……？


    　そんなことを、考えていたその時。


    



    　──ずしん、ずしん。


    



    　とつぜん、地響きが聞こえ始めた。


    「──！」


    　僕は取り乱すことなく、会場の様子を見回した。


    　三日月卿、ついに来たか！


    



    　──ずしん、ずしん。


    



    　地響きの音が、徐々に大きくなってくる。


    　楽器隊は演奏をやめ、会場に流れていた華やかな雰囲気が急変していく。


    　貴族たちも不安がって、騒ぎ始めた。


    



    　──ずしん、ずしん。


    



    「……この音、外から……聞こえる」


    「そうみたいですね。でも、音の正体は？」


    　この前みたいに、爆薬を仕掛けられた？　……そんなはずない。局員さんたちが昼夜を問わず警護しているこの館やかたに、仕掛けをするなんて不可能だ。


    



    　──ずしん、ずしん。


    　──ずしんっ。


    



    　音がやんだ。


    　そして。


    「やぁ、お集まりの諸君、私だ。三み日か月づき卿きようだ！　いやはや、遅れてすまない。人目につかないよう、地下道を通っていたので時間がかかってしまったよ」


    　忘れもしない忌いまいましい声が、会場の真上から、聞こえてきた。


    　次の瞬間。


    　会場を覆おおっていたレンガ造りの屋根の一角が、ざざんっ、と豪快な音を立て、崩れ落ちた。


    「そんな──！　無茶苦茶だ！」


    　崩れた屋根が会場へと降ってくる。


    　下には、あまりの事態に怯おびえて足がすくんでいる、大勢の貴族たちがいた。


    　このままじゃ、潰つぶされる！


    　そう思った時には、会場のいたる所から、風のように人が駆け抜けていた。


    「──はっ！」


    　一番早く駆けつけたのは、小こ鳩ばとちゃんだった。


    　小鳩ちゃんは、一辺が五メートル以上はありそうなほどの、分厚く大きな屋根の破片を、両手でがっしりと受け止めていた。


    　なんという怪力。さすが小鳩ちゃん。


    　ひょいと誰もいないところへと破片を投げ捨て、小鳩ちゃんは逃げ遅れた人たちの救助を始めた。


    　小鳩ちゃんだけではない。


    　ほかの局員さんもそれぞれに落ちてきた破片を処理し、貴族たちを守っていた。傷ついた人は、今のところ、見当たらない。


    　ほっ、と僕は胸を撫なで下ろす。


    　それにしても、なんて強引なことをするんだ！


    「おや？　歓声の一つもあがらないな。せっかくこの私が来たのだから、盛り上がりたまえよ！」


    　壊された屋根から差し込む月の光を遮さえぎって、ぬっと巨人が顔をのぞかせた。


    　現れた巨人は、美しい少女の顔をしている。


    　あれは、きらら美術館から奴やつが奪うばっていった、巨大人形！


    「きゃあ、化け物っ──!!」


    　誰かが最初にそんな悲鳴を上げると、今までの騒ぎで立ちすくんでいた貴族たちが、いっせいに出口を目指して走り出した。


    　会場は一気に混乱に呑のみ込まれる。


    　しかし、局員さんの手によって、出口は閉ざされたままだ。


    　錯乱状態の貴族たちが会場の外になだれ出したら、収拾がつかなくなる。


    「みなさま、落ち着いてください」


    「大丈夫です！　危険はありません！」


    　局員さん達は、巧たくみに立ち回ると、逃げ惑まどう貴族たちを、一か所へと集合させた。


    「ははははははっ。怯おびえろ、ぶざまな貴族たち！」


    　巨大人形は、屋根の隙すき間まからぬっと体を乗り出して、会場をのぞき込んでいる。


    　展示されている時ですら恐怖を覚えたというのに、動いている姿はなおさら怖い。


    　集まった貴族たちを恐きよう慌こう状態に陥おちいらせ、場を混乱させるには最適な道具だ。


    　それにしても、あの巨大人形も『符ふ』の力で動かしているんだろうか……？


    　だとしたら、膨ぼう大だいな『符』を消費しなければ動かないはずだ。いや──もしかすると、三み日か月づき卿きようは本当に『絶ぜつ対たい言げん語ご』を使いこなし、巨大人形を操あやつっているのかもしれない……。


    「……久く郎ろう……会場のどこかに……三日月卿が入り込んでる」


    　夕ゆう日ひちゃんの声で、はっと我われに返った。


    　思考を巡めぐらせるのも大事だけど、目の前の状況を確認しないと。


    「どこにいるんです？」


    「……混乱してるせいで……とらえきれない……でも、いるのは確か……」


    　会場の隅すみ々ずみにまで視線を向けるが、三日月卿の姿はない。


    　僕は夕日ちゃんの手をぎゅっと握りしめた。


    　大丈夫だ。夕日ちゃんはここにいる。だったら、向こうが近づいてくるしか、ドレスを奪う方法はない。


    　貴族たちが騒いでいる。


    　早く扉とびらを開けろ、ここから出せ、怖い、帰りたい。


    　思い思いの叫びが飛び交かっていた。


    「静せい粛しゆくに。落ち着いてください。私の言葉を、聞いてください──」


    　桜さくら下した卿きようが声を張り上げると、慌あわてふためいていた貴族たちが、桜下卿へと目を向けた。


    「ご心配なさらずとも大丈夫です。ここには、帝てい都と治ち安あん維い持じ局の局員がそろっています。みなさまの安全は、我が局員たちが必ずお守りいたします」


    　局員さんたちは、思し夜やさんを筆頭に、桜さくら下した卿きようの元へと集結していた。


    　冷静さを失わず、動揺のかけらも見当たらない局員さん達の姿を見て、貴族たちは、ようやく落ち着きを取り戻し始めた。


    「ここは帝てい都と治ち安あん維い持じ局、鬼ほお灯ずき機関の本部。そして、そろっているのは精鋭達。それなのに、たかだか怪かい人じん一人現れたくらいで、なにを戸と惑まどっておいでですか。みなさまには、今夜のパーティーの余よ興きようとして、怪人を捕まえるショーをご覧にいれましょう」


    「ははっ。私が余興だって？　言ってくれるな桜下屍し人びと──」


    　声は、僕の背中ごしに聞こえた。


    　ばっ、と振り返る。


    「やぁ、こんばんは」


    　そこに、三み日か月づき卿が立っていた。


    　シルクハットに黒いマントをたなびかせ、手にはステッキを持った、前回と同じ格好。


    　幼い少女の顔に不釣り合いな、邪悪な微ほほ笑えみ。


    　そして彼女の腕の中には、小さな男の子が一人、抱きかかえられていた。


    　三日月卿はその少年の首にピストルをつきつけ、引き金にはしっかりと指を添えている。


    　身なりからいって、貴族の息子か──。


    　その時、貴族たちの中から、少年の名前らしきものを叫ぶ声が聞こえた。


    「おや、薄情な親が呼んでいるぞ。この子を置いて、自分達だけ逃げようとしたくせにな」


    　男の子は火がついたように泣き出した。


    「──っ、……その子を放して！　……三日月卿！」


    　叫ぶ夕ゆう日ひちゃんの体からは、勢いよく蝶ちようが溢あふれだす。


    　赤くゆらめく、灼しやく熱ねつの蝶。


    　燃え上がる死の象徴、決戦呪じゆ術じゆつ・炎えん獄ごく蝶ちよう。


    　三日月卿に破られた、雪せつ辱じよくの呪のろいだ。


    　でも、まだ駄目だ。作戦と違う！


    　それに人ひと質じちだっているんだ！


    「夕日ちゃん、攻撃してはいけませんっ」


    「なんで……。目の前に、敵がいる」


    「敵がいるからって、男の子も一緒に燃やしてしまう気ですか！」


    「大丈夫……狙ねらうのは──三日月卿だけ！」


    　ごう、と熱風を吹き上げ、無数の蝶が夕日ちゃんの上で一つの塊かたまりとなった。


    　三日月卿だけ狙うって、そんな精密な動作ができる攻撃じゃないだろ！


    　言うこと聞いてくれ、夕日ちゃん！


    　──しかたない。


    「夕日っ、やめなさい！」


    　怒鳴り、睨にらみつけた。


    　怒ど気きを込めた視線を向けると、夕ゆう日ひちゃんはびくりと震ふるえ、怯おびえた表情を浮かべる。


    　すると、燃え盛る炎の塊かたまりは一瞬で弾はじけて消え、夕日ちゃんの瞳ひとみからはぽろりと涙がこぼれた。


    「……ひっく。久く郎ろうが、怒った……」


    「怒ってないです。ただ、注意しただけです。だからこの状況で泣かないでくださいね」


    　夕日ちゃんの頰ほおを伝う涙を、そっとぬぐってあげてから、僕は三み日か月づき卿きようへ向き直る。


    「僕らはこいつに──誰も犠ぎ牲せいを出させず、完かん璧ぺきに勝利しなければいけません。わかりますね、夕日ちゃん」


    「………………わかった。まだ……こいつを殺さない」


    「ははっ。結構だ。──意外と兄貴らしい一面もあるんだな、久郎君」


    「気安く僕の名を呼ぶな。……おまえ、今の状況がわかってるのか？　鬼ほお灯ずき機関の本部に乗り込むってことは、考えている以上に危険なことだ。おまえにとって、ここは地獄の三丁目。もう逃げられはしない」


    　時間稼かせぎのための言葉を並べる。


    　その間に、頭の中で作戦を修正していた。


    　人ひと質じちは、やっぱり無視できないよな。


    　さっきから、人質に傷一つでもつけさせんな！　という桜さくら下した卿からの視線が、びしびし背中に突き刺さってくることだし。


    　わかってる。


    　こんな小さな男の子、誰が傷つけさせるものか。


    　人質をとられた以上、この場で三日月卿を捕まえることは無理だ。


    　それでも、まだ状況は僕らに優位。


    　逆転の機会は、失っていない。


    　僕はちらりと夕日ちゃんを見た。


    　夕日ちゃんは僕と目が合うと、小さく頷うなずいた。


    「ここが地獄？　ずいぶんぬるいところだな。居心地のよさすら感じるよ。──なにせ、私に盗まれてもらいたそうに、お宝が用意してあるんだからね。……久郎君、君も動くなよ」


    　僕の横を通り過ぎ、三日月卿は夕日ちゃんの前に立った。


    　そして、上から下まで、夕日ちゃんの着ているドレスを舐なめるように眺める。


    「これが『輝ける花嫁のドレス』。なんという美しさだ。こんなすばらしい美術品をこの手にできるだなんて、震えてくるよ」


    　三日月卿は、ぶるぶるとわざとらしく白い手袋をはめている手を震わせる。


    「あんたに……このドレスは、似合わない。…………絶対……渡さないから」


    「うるさいな。せっかくのドレスが台無しじゃないか。ちょっと──黙ってもらおうか」


    　三み日か月づき卿きようの手が、夕ゆう日ひちゃんの口へと伸びる。


    　口を塞ふさがれた瞬間、夕日ちゃんはがくりと膝ひざを折り、意識を失ってしまった。


    「夕日ちゃん！」


    「安心しろ。眠らせただけだ。暴れられると困るのでね」


    　三日月卿は抱かかえていた男の子を床へと降ろす。男の子は泣きながら、親の元へと走っていった。


    　そして、入れ替わりに倒れ込んだ夕日ちゃんの体を抱き上げ、三日月卿は不敵な笑みを僕へと向けた。


    「さぁ、大事な妹が人ひと質じちにとられたぞ。君はあわれだな。またなにもできなかった」


    「夕日ちゃんを、どうするつもりだ！」


    「返してやるさ。身ぐるみはがしてな。……今の季節なら裸で放りだされても大丈夫だろう」


    　ゆっくりとした足取りで、三日月卿は出口に向かって歩いていく。


    　貴族たちは、どよめきながらも三日月卿に道をあけた。


    「さてと、目的のものは頂いた。どうせなら、正面玄関から正々堂々出ていくことにしよう。手出しをするなら、この子がどうなっても知らないからな」


    　誰も手出しはできなかった。僕らはただ、三日月卿の余裕しゃくしゃくなふるまいを、指をくわえて見ていることしかできない。


    「扉とびらを開けろ！」


    　この場にいる誰よりも偉そうに、三日月卿は命じた。


    　扉のそばに控えていた局員さんは、苦い顔をして、扉を開ける。


    「それではみなさん、ごきげんよう。楽しいパーティーだったよ。ふははははははははははははっ」


    　廊下に響く笑い声と、消えていく三日月卿の姿。


    　この場面だけ見れば、僕はあっけなく負けてしまったかのように、見えるだろう。


    　でも違う。


    　これからが、僕と夕日ちゃんの反撃の時だ。


    「久く郎ろう！　この場は任せろ！　おまえは三日月卿を追え！」


    「はいっ！」


    　桜さくら下した卿の怒鳴り声が聞こえる前に、僕は走り出していた。


    　会場を出ると、僕は迷うことなくある場所を目指した。


    　走りながら意識を集中させ、館やかた中にしかけた罠わなを確認する。


    　どの罠も、まだ作動していない。三日月卿のことだから、罠を避けて進むだろうと、予想はしていた。


    　そして、僕は意図的に、ある場所へ通じる道にだけ罠わなを仕掛けなかった。


    　三み日か月づき卿きようを、その場所に追いつめるために──。


    「逃がさないぞ、三日月卿！」


    　僕が三日月卿を追いつめた場所。


    　そこは──屋上だった。


    　三日月卿の性格からいって、屋上から脱出する方法を選ぶだろうと、踏んでいたのだ。


    「やぁ、久く郎ろう君。また会ったね」


    　驚くそぶりも見せず、三日月卿は屋上にたたずみ、僕を待ち構えていた。


    　見上げれば、そこには雲一つない満天の星空が広がっていた。


    　月の光が、僕らの立つ舞台を照らす。


    　三日月卿との対決にお似合いな状況だ。


    　──それじゃあ、雌し雄ゆうを決けつするとしよう。


    「なにがまた会ったね、だ。正面玄関から正々堂々出ていくって言っただろ？」


    「なにせ、あっちには罠が仕掛けてあったからな。──あの鎖くさりは君のものか？」


    「あぁ、そうだ。……それにしてもよく罠があるって気付いたよな。それも、おまえの能力か？」


    「能力、というほどのものじゃないよ。特技みたいなものでね。人を騙だまそうとするものに、私は敏感に反応できるのさ。だからあんな罠、私にとっては見つけてくれと言っているようなものだ」


    「へぇ。噓を見抜くのも、噓をつくのも得意ってわけか」


    　三日月卿の表情はぶれない。いつも通り、余裕に満ちている。


    　少しは動揺させられるかと思ったけど、うまくはいかないな。こんな言葉じゃ、効果はなしか。


    「こうやって喋しやべっていても仕方ないよな。僕らは異能の力を持っているんだからさ、それを使って戦おうじゃないか──それが、おまえの望みだろう？」


    　じりり、と三日月卿との間合いを詰めていく。


    　しかし、三日月卿は戦うそぶりも見せず、手をかざしてこっちの動きを制した。


    「状況も理解できないのか？　私は君の大切な妹君を人ひと質じちにとっているんだぞ。こちらに何かしかければ──妹君の命はないと思え」


    「おまえにそれができるのか？　人の命を奪うばう覚悟なんてないくせに」


    「私をあなどっていると、大切な人を失なくすことになるぞ」


    　それでも僕は間合いを詰めた。


    　意識は、三日月卿にだけ集中させる。腕の中の夕ゆう日ひちゃんは、この際放っておいても大丈夫だ。


    　なにせ夕ゆう日ひちゃんは──。


    「おまえこそ、僕らのことをあなどりすぎだ。──ですよね？　夕日ちゃん」


    「…………そうね、久く郎ろう」


    　ぱちっと目を開けると、夕日ちゃんは勢いよく三み日か月づき卿きようの腕を振り払った。


    「──！　な、んで！」


    　あぜんとしながら、三日月卿は僕の元へと走り寄ってくる夕日ちゃんを見ている。


    　隙すきは、充分だ。


    　いける！


    「今だっ、絡からみ付け──！」


    　僕の言葉と共に、三日月卿めがけて、鎖くさりが飛びかかった。


    　それも一本だけではない、何十本という鎖が、いっせいに襲おそいかかる。


    　一本ずつは細くても、何重にもすれば、それは強い拘束力を持つ。館やかた中に仕掛けていた鎖がここに集結し、三日月卿の動きを封じる。


    　ここまで思った通りに操あやつれるなんて、どうやらこの鎖、本当に僕と相性ぴったりらしい。


    　またたく間に、三日月卿の体は拘束され、身動き一つ、とれなくなった。


    「ええいっ！　うっとうしい！」


    　三日月卿は、吐き捨てるようにそう言うと、それでもすぐに余裕を取り戻す。


    「やるな、久郎君。いつの間にこんなものを用意した？」


    「ここでおまえと、無駄な会話をしている間にさ。……罠わなとして仕掛けておいた鎖の命令を解いて、ここに集結させるのには、時間も集中力も必要だからな。おまえがお喋しやべりな奴やつで助かったよ」


    「……そんなことより、こいつ……早く焼かせてよ！」


    　全身に炎をまとっているかのように、夕日ちゃんの周囲には炎えん獄ごく蝶ちようがあふれていた。


    　なかにはすでにごぅごぅと、乱れ飛んでいる炎獄蝶までいて、屋上は火の渦うずに包まれていく。


    　暗かった夜の闇やみを裂く、夕日ちゃんの炎。


    「夕日ちゃん、屋上まで燃やしちゃったら、桜さくら下した卿に怒られますよ？」


    「うふふふふふ。大丈夫よ、こいつを捕まえられるなら、屋上の一つや二つ壊したって、きっと許してくれる」


    　炎の蝶たちは、次第にその体を大きくしていく。


    　三日月卿へと向けられた強い負の感情が、炎獄蝶の威力を上げているのだ。


    「あーらら。どうする、三日月卿？　夕日ちゃんは殺やる気まんまんみたいだよ？　おまえみたいな奴でも、殺しちゃったら夢見が悪いからな、せいぜい生き残ってくれよな？」


    「あぁ、私としてもこんなところで焼き殺されるのはごめんだな。……でもまぁ、これで私もおしまいだ。だからさ、最後に一つだけ聞かせてくれ」


    「いいけど、早くしてくれよ？　でないと夕ゆう日ひちゃんが景気よく屋上を吹っ飛ばしちゃうかもしれないからね」


    「はは、それは怖い。……ではさっそく聞こう。──妹君、どうして意識が戻った？　私の調合した睡眠薬は大人でも最低一日は目を覚まさない代しろ物ものだぞ」


    「なにかと思えば、そんなことか……」


    　僕は三み日か月づき卿きように近づくと、小さなあごを摑つかみ、顔を覗のぞき込む。


    　三日月卿は気丈なまなざしで、僕を睨にらみつけた。


    　まだそんな目ができるなんて、たいした度胸だ。僕ならとっくにあきらめているような状況だ。


    「教えてやるよ。夕日ちゃんの体に、睡眠薬なんて効かないのさ。おまえ、夕日ちゃんから盗んだ薬箱、その中身を見なかったのか？」


    「もちろん見たさ。劇薬や毒薬ばかりそろっていた。いかにも呪まじない師らしい品ぞろえだったな。毒殺も仕事のうちかい？」


    「いいや、そんなことしないさ。夕日ちゃんはあの薬を他人に使ったことなんてない」


    「……だったら、なんに使うっていうんだ？」


    「あはっ。自分に使うに決まってる。毒薬に対する免めん疫えきを作るため、自分で毒を飲むの。……最初はちょっとずつ、次第に多くしていけば、そのうち、毒なんか効かなくなるわ。…………わかった？　クソガキちゃん♪」


    　きゃはははは、と楽しげに笑って、夕日ちゃんはくるくると炎の中でダンスを踊る。


    　幼少期から続けられている、常じよう軌きを逸いつした夕日ちゃんの趣味。


    　あらゆる毒をその身で試し、もだえ苦しみ、そして耐え抜く。


    　どうしてそんな辛つらいことを趣味にしているのか、兄である僕でもさっぱりわからない。夕日ちゃんの奇妙な趣味嗜し好こう、そして性格を理解することは、誰にもできないだろう。


    　今は、そんなことはどうでもいい。


    　毒は効かない。


    　その事実だけが、大切だ。


    「噓うそを見破る特技も、この薬は絶対に効くはずだ、っていう思い込みの前には通用しなかったみたいだな。なんにせよ──僕ら兄きよう妹だいを敵に回したおまえが悪い。いいザマだな、三日月卿」


    「あぁ、本当にさ。自分の甘さを痛感しているよ。だけど──ツメが甘いのは君も一緒だ」


    「おまえ、まだそんなことを──」


    　強がるのもいい加減に、と言いかけた──その時。


    　ぽろり──と三日月卿の袖そでからこぼれ落ちる、黒い玉が、見えた。


    　その黒い玉を、目で追ってしまったのが、いけなかった。


    　かっ、と玉は爆はぜた。


    　そして。


    　強烈な、光。


    　爆はぜたのが閃せん光こう弾だと気付いた時にはもう遅かった。


    　爆発力も音も、たいしたものではなかった。


    　けれど、光を直じかに目にしてしまった僕の視界は、真っ白な光に包まれ、一時的に視力が奪うばわれてしまっていた。


    「三み日か月づき卿きよう！　どこにいる！」


    　がむしゃらに手を振り回しても、なにも摑つかむことはできない。


    　これでは、集中力も途切れてしまう。


    　鎖くさりの力を、保てない！


    　だんだんと、視力が回復してきた。


    　目を見開いて、辺りを見回す。


    　そして、僕の目に、とびこんできたのは、巨大な手のひらだった。


    　ぬっとこっちにめがけて伸びてきて、そのまま床に向かって振り下ろされる──圧倒的な力！


    　衝撃で床が砕くだけ、風圧と共にガレキが巻き上がる。


    　ガレキの破片を避けながら、僕は吹き飛ばされないように床へとしがみついた。


    　三日月卿め、巨大人形を呼び寄せたな！


    「でも、絶対に、逃がさない！」


    　風圧が収まると同時に、僕は立ち上がった。


    　目の前に、鎖が散乱している。


    「はははははっ。私を捕まえたからって油断したな。これで形けい勢せい逆転だ」


    　巨大人形が、館やかたにしがみつくようにして、屋上まで昇ってきていた。


    　そして、その傍かたわらには、三日月卿の姿があった。


    　くそっ。


    　今一歩だったのに。僕はあいつを捕まえられた、はずなのに！


    「あの閃光弾は、言葉通りの隠し玉。まさか、本当に使うとは思ってなかったがね」


    「ふん、あんなものに頼るなんてな！　万能の力を使えばよかったじゃないか！　それともなにか、本当は、『絶ぜつ対たい言げん語ご』なんて扱いきれないんじゃないだろうな？」


    「何を言っている？　あのくらいの危機、『絶対言語』を使わなくても切り抜けられた。それだけのことだ」


    「それじゃあ、その人形についているたくさんの『符ふ』はなんだ！　知っているんだぞ、それが魔法具マジツクアイテムだって！」


    　見つけづらいけれど、よく観察すれば発見できる。


    　巨大人形の体のあちこちには、『符ふ』が貼はり付けてあった。


    　だが、それでも三み日か月づき卿きようは認めない。自分に万能の力が宿っていると、言い張っている。


    「ふん。噓うそだと思いたいんだろう君は。『絶ぜつ対たい言げん語ご』の真の力を目まの当たりにして、絶望する前にさ」


    　騙だまされるな、落ち着くんだ。


    　真の力なんて、ありはしない。


    『絶対言語』を使いこなせないのは確かなんだ。


    　あいつの自信に呑のみ込まれるな。呑み込まれたら最後、手て玉だまにとられてしまう。


    　……でも。


    　どうしても、一いち抹まつの不安が、ぬぐいきれない。


    　決定的に噓なんだと、なんで思えないんだろう。


    「いけないな、久く郎ろう君。迷いが顔に出ているよ」


    　気付いた時には、巨大人形の拳こぶしが僕めがけて打ち出されていた。


    　迫りくる拳は、迫力充分。


    　破壊力もすさまじそうだ。当たれば僕の体なんてひとたまりもないだろう。


    　でも──速度は遅い！　これなら、僕でも避けられる！


    　拳の軌道を読んで、僕は慌あわててその場から逃げ出した。


    　どごぉぉぉぉん!!


    　轟ごう音おんをたて、拳は床へとのめり込む。


    「ちっ、のろまだな。もっと改良しないと、実戦では使えないか……」


    　文句を言いつつも、三日月卿は楽しそうに僕の姿を見下ろしていた。


    　避けられた。とはいえ、失敗すれば死んでしまう、その緊張感は半はん端ぱじゃない。それに僕は体力がない方だ。何度も避け続けるわけにはいかないだろう。


    「だったら、鎖くさりで……」


    　人形ごと動きを封じてしまおうかと思ったのだけれど。


    　鎖が、反応してくれなかった。どんなに鎖に意識を集中しても、ぴくりとも動いてくれない。こんな時になって、鎖を操あやつるだけの力がもう残っていないことに、気付いてしまった。


    　体力も集中力も減ってしまい。


    　呪じゆ力りよくも底をつこうとしている。


    　なにか手はないか……。ん？　僕、大事なことを、忘れてないか？


    　そ、そうだ。夕ゆう日ひちゃんはどうしたんだ！


    　三日月卿にばかり気をとられていて、失念していた。


    「ゆ、夕日ちゃん。どこに!?」


    　嫌な予感が、全身を駆け巡めぐる。


    　まさか。


    　まさか、だよな？


    「なにをわめいている。君ら兄きよう妹だいの能力はもう充分だよ。ここからは私の番だ──『絶ぜつ対たい言げん語ご』の力、とくと味わうがいいさ」


    　と、言った三み日か月ずき卿きようの動きが、止まる。


    　そして、にやりと、忌いまわしい笑みを浮かべ、ステッキの先を思いもしない方向へと向けた。


    「あれぇ？　面白いもの見つけたな？　あそこに転がっているのは、君の大切なものじゃないかな？」


    　恐るおそる、僕はステッキの先に、目を向ける。


    　そんなこと、あるはずない。


    　僕は今度こそ、夕ゆう日ひちゃんを守るって、決めたんだ──。


    　でも、そこにあったのは。


    　床へと倒れている、夕日ちゃんの姿。


    　とたんに、頭が、真っ白になっていく。


    「うわぁぁぁ！　あぁぁあぅ！　ゆ、ゆぅぅぅひぃ！」


    　叫びが、勝手に口から漏もれてくる。


    　駆け寄って、僕は夕日ちゃんの体を抱きかかえた。


    　動かない。


    　体のどこにも力が入っていない。それに、驚くほど冷たかった。


    



    　夕日ちゃんの胸には、ガレキの破片が、深々と突き刺さっていた。


    



    　溢あふれ出る、血。


    　血……？


    「う、う、噓うそだろ。こんなのって、どうして……。な、なんで夕日ちゃんが……」


    　なんでこんなことになってるんだ？


    　…………さっきの、ガレキが舞い上がった時か？


    　あの混乱の中で、夕日ちゃんの胸に、破片が刺さって……。


    「ダメだよ。こんなの、嫌なんだ。……たくさん血が出たら、死んじゃうじゃないか。夕日ちゃんが、死んじゃうなんて、絶対ダメだ……！」


    　がくがくと、夕日ちゃんの体を揺さぶってみても、まったく反応がない。


    　ただ、血がみるみる胸から溢れてきて、ドレスに染み込んでいく。


    　そのうち、僕の手や腕にも、べったりと血が染み付いた。


    「う……ぁああ、あああ」


    　手に付いた血を見ても、まともな言葉は出てこない。


    　なに？　これ？　……えっと、そ、そうだ。


    　これも作戦、だよね？　


    　さっきみたいにやられたふりして三み日か月ずき卿きようの隙すきをつく、夕ゆう日ひちゃんの作戦に違いない。だから、こんな血も偽物で、夕日ちゃんは別になんともなくて……。


    「そうなんだよね？　ねぇ、夕日ちゃん。ねぇ、ねぇってば。起きてよ、僕にだけは噓うそだって、教えてよ！」


    　でも、どんなに強く呼びかけても、夕日ちゃんは動かない。


    　まるで──命が途切れてしまったかのように。


    「あぁぁぁ……僕は、僕は……」


    　夕日ちゃんの肌が、どんどんと冷たくなっていくのがわかる。この反応は、噓じゃない。


    　作戦通り進んでいたから、ちょっとだけ油断して、いい気になって──その結果、三日月卿につかれた隙。


    　それが、こんな絶望的な結果を生み出してしまった。


    　臨機応変に対処できるよう何重にも張り巡めぐらせた罠わなと作戦も、こんな失敗をしてしまったのなら、全部が無駄だ。もう無意味だ。


    　なにもかも、おしまいだ。


    「そういえば、あの蝶ちよう々ちようもどこかに消えたな。まぁ、術者がそんな風になったら、もう呪のろいどころじゃないよなぁ」


    　他人事だと思って、ぬけぬけと言ってくれる。


    　そうさ、おまえは他人だ。その他人が、どうして僕ら兄きよう妹だいの仲を引き裂こうとするんだ。おまえにはちっとも関係ないだろ……。


    「許さ、ない！」


    　ぎゅっと、血の付いた拳こぶしを握りしめた。


    　おまえのせいで。


    　僕のせいで。


    　夕日ちゃんがこんな目にあったんだ。


    　死んじゃう。


    　死んじゃったら、なにもかも終わりだ。


    　だったら。


    　死んじゃう前に。


    　魂たましいが出てかないよう。


    



    　──閉じてしまえ。僕の昂たかぶった感情も、なにもかも。


    



    　そう思った時には、夕ゆう日ひちゃんの胸の傷口から、真っ黒い荊いばらが溢あふれ出していた。


    　荊は包む。


    　夕日ちゃんの体と命を。


    　すべてを拒絶し、世界から切り離し、閉じ込める。


    　これは──荊の檻おり。


    「な、なにをしている。──呪のろい、か？　君の、呪いなのか？」


    「つべこべ言わずに待っててください。次は、君を呪いますから」


    　黒い荊が夕日ちゃんの体を覆おおいつくすと、僕はそれをそっと床に置いた。


    　これで、世界と夕日ちゃんは、切り離された。


    　僕の呪いは、世界からあらゆるものを切り離し、隔かく離りする。


    「『呪じゆ界かい・荊いばら姫ひめ』。そう、呼んでいるんです」


    「じゅ、呪界？　さっきから何を言っている？」


    「呪界ってのは、この場所の、ことですよ」


    　言い終えると──辺りは、闇やみに包まれた。


    　荊が折り重なった、深い闇。


    　その闇が、半球状になって、屋上ごと、僕と三み日か月づき卿きようと夕日ちゃんを隔離する。


    　この世界に光はなく、それでもお互い、相手の姿はしっかりと認識できた。


    　黒い荊は、僕の呪いの形。


    　世界と僕とを隔へだてるもの。


    　そして、呪いは僕自身をも呑のみ込んでいく。


    　ぞるぞるぞるぞるぞるっ。


    　荊が僕の体にまとわりつき、そして、一体となる。


    　手足の先は闇の色へと染まり、体のあちこちに荊の模様のあざが刻まれた。


    　荊と髪とは混ざり合い、ぞわりと背中の辺りまで伸びていく。


    　この世界での僕の姿。


    　そして僕は、一歩、三日月卿へと近づいた。


    　すると三日月卿はステッキを振りかざし──叫んだ。


    「人形よ、来いっ！」


    　けれど、なにも起こらない。


    　起こるはずが、ない。


    「あんなものが、ここに来られるはずがない。ここは、僕の世界なんですから」


    「わからない！　なにを言っているんだ!?」


    　きびすを返した三日月卿は、僕の前から走り去っていく。


    　向かうのは、屋上を包んでいる黒い壁。


    　でも、逃げられない。


    　壁の向こうになんて、行けやしない。


    　壁から荊いばらが伸び、近づいてきた三み日か月づき卿きようの体を、絡からめとった。


    「この壁！　生きている、の、かっ」


    　そのまま壁の中へと、三日月卿は呑のみ込まれてしまう。


    　そして、三日月卿の体は、ぽん、と僕の前に現れた。


    「……！　どういうことだ？　君の力は、黒い荊を操あやつる能力か？」


    「違いますよ。僕の能力は、小さな小さな、僕の世界を生み出すこと。この力、夕ゆう日ひちゃんが傷つかないと発現しないんです。負の感情が暴走した最果てで手にする力、とでも言いましょうか。さて──ここで質問。感情が暴走しているんだったら、今の僕はまともでいられているんでしょうか？　それとももう壊れてしまっている？」


    　答えはわかりきっている。


    　壊れていない、はずがない。


    　絶望が心を支配して、なにもかもを、呪のろってしまいたい。


    　僕は、三日月卿に手を伸ばした。


    　けれど、三日月卿はその手を払う。そして、ステッキの柄えを握りしめると、隠していた剣を引き抜いた。


    「私に触るな！　ここから出せ！」


    　三日月卿は僕の胸に、切っ先を突き立てる。


    　少しでも力を入れれば、刃やいばが僕の心臓をえぐるだろう。


    「なにを戸と惑まどっているんです？　刺せないんですか？　……なんて、いじわるなこと言ってしまいましたね。断言できますよ、君は、人なんて殺せません」


    「うるさいっ。ここから出さなければ、君を殺す！　私にはそれができる！」


    「だったら、今すぐに、やってみればいい！」


    　三日月卿は、戸惑いに顔を歪ゆがめ、それでも鋭い瞳ひとみで睨にらみつけてきた。


    「やってやる！　後悔するな！」


    　剣を持つ手に力がこもり、ずぶり、と胸を貫かれた。


    　刃は血で濡ぬれ、背中を突き抜けている。


    「はぁ、はぁ、はぁ。……隔かく離りされた世界の創造など、できるものか。こんなもの、まやかしだ。ペテンだ。私を騙だまそうとするから、こうなるんだ」


    　いいわけするように呟つぶやいてから、三日月卿は僕の胸から剣を引き抜こうとして。


    　僕に、腕を摑つかまれた。


    「ひっ──」


    　短い悲鳴が上がり、その表情は恐怖の色に染まる。


    「ばけ──もの」


    「どうです？　人を殺した気分は。最高に爽そう快かいですか？」


    　ずるり、と僕は自分の手で、剣を引き抜いた。


    　胸をえぐっていた傷は、瞬時に治っていた。


    「この世界は僕が作ったものですよ？　いわば、僕がここの神様です。神様なんですから、なんでも思い通りにできるんです」


    　僕は思い描く。


    　自分の体が、霧きりになって消えていく様子を。


    　すると、想像した通り、僕の体は白い霧へと変化して──三み日か月づき卿きようから数メートル離れたところで、再び僕の姿へと戻った。


    「ほぉら、この通り。すごいでしょう？　死んだり生き返ったり、消えたり現れたり、ね。……この能力を知っている人は少ないんですが、最近、僕の師匠になった人なんかは、この世界のことを、世界拒絶者の超ちよう絶ぜつ引きこもり空間、なんて言ってました。まぁ、だいたい合ってます。僕は嫌なことがあると、すべてから逃げて、ここに引きこもることにしてるんです」


    　三日月卿に笑いかけるも、彼女の顔は凍こおってしまっている。


    「噓うそだ。信じられない。君にはこんな力はないはずだ！　妹の足あし下もとにもおよばない、出来そこないの呪まじない師！　そうだろう！」


    「そうですよ。出来そこないの役立たずです。失敗ばかりを繰り返す、本当にどうしようもない人間。それが僕なんです。こんな能力に、使い道なんてないんですから」


    「使い道がない……？　ならどうして妹を呪のろった？　呪えば妹の傷は癒いえるのか……おまえの支配した世界でなら、助けられるとでも？」


    「違いますよ。この世界の外で起こってしまったことは、どうにもならない。だから僕はここに夕ゆう日ひちゃんを隔かく離りして、何もかもから目を背そむけるんです。ここにいれば、夕日ちゃんはどこにもいかない……」


    「妹が死んだ事実からも目をそらす、か。……確かに、君はどうしようもない奴やつで──正しよう真しん正しよう銘めい、化け物だ」


    「化け物で結構ですよ。それなら君は化け物に殺される──か弱い少女です」


    　たんっ、と地を蹴けって、僕は三日月卿に詰め寄った。


    　反応どころか、認識できないほどの速さで、彼女の首を摑つかみ上げる。


    　僕の黒い手から、荊いばらが溢あふれ出し、三日月卿ののど元へと食い込んでいく。


    　薄皮一枚、皮ひ膚ふの下を荊が這はいずり回るのは、堪たえがたい苦痛だろう。


    「……うぐっ……がぁぁぁ、っぃぃぃぃぃ」


    　痛みのあまり三日月卿が意識を失う寸前。


    　僕はぱっと手を離した。


    　気絶してしまっては、痛みを与える楽しみがなくなってしまう。


    　三み日か月づき卿きようはのどを押さえて、その場に転がった。


    　じたばたと、もがいているうちに、かぶっていたシルクハットがころんと、外れてしまう。


    　シルクハットの下に、思いがけないものが隠されていた。


    　おもわず、笑みをこぼしてしまった。


    「ははっ──。そんなもの、隠していたんですか」


    　シルクハットの下から現れたのは、ふさふさとした毛並みの、白い獣けものの耳。


    　三角にとんがったそれは、三日月卿の頭の上で、ひくひくと動いていた。


    「その耳……犬ですか？　いや、違いますね。狼おおかみでしょう？　だって君──噓うそつきの狼少年、ですもんね」


    　狼の耳を両手で押さえ、三日月卿は、ぎりり、とくやしそうに歯ぎしりをする。


    「それが君の能力の代償、というわけですか？　君は常に能力を使い続けているわけですから、その耳もずっと生はえっぱなしでしょうね。……おや？」


    　マントの裾すそを摑つかんで引っ張ると、隠されていたお尻しりには、しっぽまで生えている。


    　小さなしっぽは、これでもかと言わんばかりに、左右へ揺れていた。


    　狼の耳としっぽ。
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    　それが、彼女の能力の正体。


    「手品の種明かしをする時はぞくぞくする、以前、君はそう言ってました。僕も今、ちょうどそんな気分です。ただし、種を明かされるのは君の力……」


    「言うな！　それ以上言えば、君を許さない……！」


    「許さないならどうするのです？　また剣を突き立てますか？　でも僕はここにいる限り、切り刻まれたって一秒もせず、甦よみがえりますよ。君はもうなにもできないのです。……だから、おとなしく種明かしを聞くしかない」


    『絶ぜつ対たい言げん語ご』は彼女の誇りだ。


    　しかし種を明かされれば、その誇りは音を立てて崩れさるだろう。


    　早くその瞬間を見てみたい。


    　ただ、その前に、こんな場面にふさわしい仕掛けを思いついたので、すぐさまそれを実行する。


    　僕は、世界を覆おおう荊いばらの壁に、真っ赤なバラの花を咲き乱れさせた。


    「──は、花？」


    「そうです。この世界にはなにもない。せっかく種明かしで盛り上がろうとしているのに、臨場感が足りないですからね。……ちょっとした演出ですよ」


    　はらり、と僕の横を、ばらの花びらが一枚、落ちていく。


    　僕はそれを指でつまもうとするが。


    　──すぱぁんっ！


    　僕の指は、骨ごと切り裂かれてしまった。


    　真っ赤な花びらと同じような、赤い血が切られた指から吹き上がる。


    　三み日か月づき卿きようはその様子を、愕がく然ぜんとしながら、見つめていた。


    　僕はすぐに指を再生させる。


    「すごいでしょう？　この花びらは触れたものを容よう赦しやなく切り裂く──ほら」


    　数枚の花びらが、散っている。


    　それが僕の体に触れるたび、僕の体は鋭い痛みとともに、血を吹き上げる。


    　顔も首も手も足も、切り裂かれる。


    　でも、すぐに元通り。


    　三日月卿は、自分の周りに落ちてくる赤い凶器を、懸命に避け続けていた。


    　散る花びらは、だんだんと枚数を多くする。


    「僕の話を聞きながら、避け続けてくださいね？　でないと、きれいな肌に傷がついてしまいます」


    「ふざけるな！　敗者をいたぶって、楽しいか！」


    「おや、敗者だと認めましたね。君の能力が、破られたと、そう言うことでしょうか？　使ってもいいのですよ？　万能の力『絶ぜつ対たい言げん語ご』を」


    　怒りの形ぎよう相そうを浮かべるけれど、それでも三み日か月づき卿きようはなにも言わず、花びらから身をかわしている。


    　白い頰ほおには、いつの間にやら一筋の赤い切り傷ができていた。


    　三日月卿の動きが鈍くなってきている。その身を引き裂かれるのも、時間の問題だ。


    「こういう場合、確信から先に口にするのがお決まりでしょうか。それなら、僕はこう言いましょう。君の力、それは──自分に万能の力があるという噓を、絶対に信じ込ませることができる力です。つまりは、ただのはったり、噓うそつきってことですよね……狼おおかみ少年、さん」


    「ちぃっ……。ただのはったりではない。 そんな軽い言葉で語ってくれるな！　私の噓は万ばん物ぶつに通用するものだ！」


    「……君の力を軽く思ったりはしていませんよ。むしろたいしたものだと感心しています。たとえ、噓だとバレる条件がそろっているにもかかわらず、それを噓だと断定できない。絶対に信じてしまう噓。それはまさしく──異能の力です」


    　僕は早くから三日月卿の能力が噓だと気付けていた。


    　にもかかわらず、根本を否定できなかったのだ。


    　根本、つまりは『絶対言語』の存在、それ自体はあると信じていた。ただ、今はまだ扱いきれていないだけ。いや、もしかしたら真の力があるのかもしれない。そんな風に考えてしまっていた。それこそ、三日月卿の能力の影響下にあった証あかしだ。


    　絶対の噓。


    　怪かい人じん三日月卿の武器は、最初からそれだけだった。


    　その噓に、大勢の人間が翻ほん弄ろうされ、僕や夕ゆう日ひちゃんは追いつめられた。


    「何度も言い聞かせるように自分の力を主張していたのは、噓を重ねれば重ねるだけ、強固なものになっていくから、ですか？」


    「…………あぁ、その通りだ。だから、私はたった一つの噓をつき続けることに決めたんだ」


    　私は万能の力を持っている──確かにこの言葉は三日月卿の能力そのものだ。


    「でも、ここでは君の能力は使えません。なぜなら、ここは僕の力以外には干渉されないよう作った世界だからです。君がいくら耳としっぽを生やして噓をついたって、無駄なんです。……まぁ、いまさら君の力に気付いたってもう遅いですね。探偵なら失格もいいところです」


    　落ちてくる花びらの数は、もうかぞえきれない。


    　僕の体は花びらに触れては切り刻まれ、そして再生していた。


    　三日月卿は、もうぼろぼろだった。


    　服が裂け、肌にはたくさんの傷ができていた。


    　でも、その顔は、まだあきらめていない。


    　強い意志をこめた瞳ひとみも、輝きを失わない。


    　なんて、しゃくにさわる眼まな差ざしだ。


    「探偵なら失格だが、噓うそつきとしては合格だ。……こんな力を隠し持っているとは、私としたことが、すっかり騙だまされたよ」


    「ほめられるとは意外ですね。お礼に──そろそろ終わりにしてあげます。もう、君を恨むのにも疲れてしまった。なにもかも、終わりにしてしまいたいんです」


    　舞い落ちる花びらのすべてが、僕の元へと吸い寄せられる。


    　僕は集結させた花びらを、一つの大きなうねりに変えた。


    　このうねりに巻き込まれれば、体は肉片になるまで引きちぎられるだろう。


    　闇やみの中に、降り注ぐ、血の雨を想像し、僕はぺろりと舌なめずりをした。


    「お別れする前に、言っておくことはあるかい？」


    　三み日か月づき卿きようは、ふん、と口の端はをつり上げた。


    「──私は怪かい人じん三日月卿。万能の怪人、三日月卿だ。私は──こんなところで、終わりはしない」


    　いや、終わる。


    　僕の殺意は、もう止まらない。


    「いくよ、三日月卿。君も花を、咲かせるといい」


    　鮮血の花を──ね。


    「…………く、ろ……う？」


    　唐とう突とつに。


    　耳に届いたのは、消え入りそうな、声だった。


    　僕は三日月卿に向けていた意識を、そらす。


    「……声？」


    　どこから聞こえる声だ？


    　だってここには、僕と三日月卿と。


    　…………夕ゆう日ひちゃん？


    「…………くろう…………どこ？」


    　花びらは、宙に霧む散さんして消えていく。


    　そのとたん、三日月卿がどさりとその場に膝ひざをついた。


    　けど、そんなこと、どうでもいい。


    　声が、聞こえたんだ。


    「……夕日、ちゃん？　僕のこと、呼んでるの？」


    「……どこ？　……どこに、いるの？　…………なにも見えない」


    　僕は荊いばらに包まれた夕日ちゃんを、抱き上げた。


    　荊を振り払い、夕日ちゃんの顔を見つめる。


    　夕ゆう日ひちゃんは両目をつむったまま、口を、かすかに動かしていた。


    「くろう……くろう……どこにも、行かないでね……」


    「行きませんよ。僕はここにいます！　夕日ちゃんのそばに、います」


    「……ほんと？　そばに、いるの？」


    「えぇ……えぇ、いますよ。夕日ちゃんを抱きしめています」


    　呼びかけると、声が返ってくる。


    　夕日ちゃんは生きている。


    　僕の名を、呼んでくれたんだ。


    「…………なんだか、久く郎ろうが……遠くに……行っちゃう気がしたわ……」


    「遠くになんて、行くはずないです」


    「…………私を置いて……ゆかないでよ………わたし、一人じゃ…………だめなのよ」


    　嬉うれしくて、なさけなくて、涙が出そうだった。


    　でも。


    　僕には涙を流す資格もない。


    　死んでしまったと思って、それが嫌で、こんな場所に閉じ込めた。


    　感情を壊して、こんな世界を作り上げ……僕はなにをしていたんだ。


    　夕日ちゃんはまだ僕を必要としてくれているっていうのに。


    「夕日ちゃん、ごめんね。……すぐにここから出してあげるから。絶対に、助けるから……」


    　こんなところで、落ち込んでいちゃ駄目だ。


    　現実逃避してても、駄目なんだ。


    　やれるだけのことはして、それから後悔しよう。


    　取り戻せるものがあるのなら、僕はそれを手放さない。


    「夕日ちゃん──」


    　溢あふれ出していた負の感情が、おさまっていく。


    　感情の制御が、できそうだ。


    　もう、この世界を保っていることはできない。それでいい。こんな場所、必要ないんだ。


    　僕の体からも、夕日ちゃんの体からも、黒い荊いばらが消えていく。


    「…………久郎の体…………あったかく……なった」


    　言われて、僕はぎゅっと、強く強く、夕日ちゃんの体を抱きしめた。


    　もっと温まってくれ。


    　いくらだって、いつまでだって、抱きしめるから。


    　そうやって、この世界が消えていくのを待ちながら。


    　僕は、三み日か月づき卿きようの前に立った。


    「…………三日月卿」


    　地面に座り込んだ三み日か月づき卿きようは、肩で息をしている。


    　気力も体力も、限界か。


    　頭にまだ耳がついているのは、三日月卿の誇りが折れていない証あかしだろうか。


    「……私を、殺すか？」


    　三日月卿は重苦しい声で、僕に問いただした。


    　──返答、できない。


    　三日月卿のことは、憎い。


    　夕ゆう日ひちゃんを傷つけ、瀕ひん死しの重傷を負わせたことは許せない。


    　だから、殺してやりたいと、殺すしかないと、さっきまでは思っていたのに。


    　僕は、胸の中で小さな呼吸を繰り返している、夕日ちゃんの顔を見た。


    　夕日ちゃんは、僕の胸にしがみつき、穏やかな笑みを、浮かべていた。


    「──なぁ、三日月卿。この世界が消えるまでに、まだ少し時間がかかりそうだ。その間、話をしないか？」


    「こりないな、君は。……さっさと殺さなくていいのか？　話なんてしていると、また私に裏をかかれるかもしれないぞ」


    「強がったところで、おまえに余裕がないのはわかってる。ここから逆転なんて、できるもんか」


    　僕がそう言ったとたん、三日月卿の体から、力が抜けた気がした。


    　そして、はぁ、とため息をつくと、三日月卿は顔を上げる。


    　清すが々すがしさすらある、曇くもり一つないりんとした表情だった。


    「話とは、なんだ？」


    「おまえは、どうして三日月卿になろうと思ったんだ？　噓うそで噓を塗ぬり固めるのは辛つらいだろう？　そうまでして、なんで？」


    「噓が辛い？　そんなこと、私は一度も感じたことはない。私にとって、噓をつくことは、唯一の生きる術すべだ。ずっとこの舌で真っ赤な噓をつき続けて生きてきたんだ」


    　三日月卿は、べぇ──と誇らしげに舌をつき出した。絶対にばれない噓をついてきた舌は、少女らしい小さくてあどけないものだった。


    「でもおまえの噓を、本物の三日月卿は受け入れなかったらしいな」


    「あぁ……。断られた。あの時はくやしかったよ。噓つきの私でも、本物の怪かい人じんになれるはずだと、信じていたのに。あいつらは私を必要としなかった。だから、私は誰の手も借りずに、一人で万能の怪人になることにしたのさ」


    　三日月卿になれなかった少女のくやしさ。僕にはそれがよくわかった。


    　幼い時から天才と呼ばれていた夕日ちゃんのそばで、落ちこぼれでいつづけた僕のくやしさに、きっと似ているんだろう。


    　毎日毎日、嫉しつ妬としていた。夕ゆう日ひちゃんのことは大好きなのに、その才能は大嫌いだった。そして大嫌いなのに、憧あこがれていた。


    　だから僕は、呪まじない師の誇りを捨てて、色んなオカルトの分野に手を出して、少しでも夕日ちゃんに近づきたいと努力したんだ。


    「僕は呪い師として挫ざ折せつして、呪のろいの力に真っ向から取り組むことができなかった。なのに、おまえは否定されても、見破られても、自分の力を信じているんだな……」


    「なにを言っているのだか。──自分にはできないと決めつけて、他人をうらやましがって、ずいぶんと楽な生き方だな。おまけに、途方もない力を隠し持ち、最後にはそれでカタをつけてしまう。……私と君は似ていると、思っていたんだがな。勘違いだったようだ。今気付いたよ、君は──私の天敵だ。力に頼り、好き勝手にそれを振るう異能力者、そのものだ」


    「だったらおまえは、自分の力に頼ってないとでもいうのか？」


    「私は頼ってなどいない、信じているのさ。必死に築きあげたこの能力を、心の底から信じている。欲しくて欲しくてたまらず、夢見続け、ようやく手に入れた力だ。君の異能とは、わけが違う。こもっている想おもいが違うんだよ。私は──噓うそいつわりなく、この舌から出る噓を信じている」


    　これが、僕と三み日か月づき卿きようとの差。


    　本物の異能力者だ……？


    　そもそも僕は、三日月卿に勝てたのか？


    「そろそろ決めてもらわないとな。──君は、まだなにもしていない。さぁ、決着をつけてくれ。もう一度聞く。……私を、殺すのか？」


    　満まん身しん創そう痍いで、僕の意志一つが生死を分ける、そんな立場にいる人間とは思えないほど、三日月卿は堂々としていた。


    　僕の心は迷っていた。


    「どう、結末をつけようか？　……おまえは僕の手で殺す、ここで終わらせる。それが最善だって、思うのに。……どうして迷ってしまうんだ？」


    「私に聞くな。……答えは、君にしか出せない」


    「そう、だよな……。僕が、決めないといけないんだよな」


    　空を見上げると、そこにはもう塗ぬり固められた闇やみはなく、星がきらめく夜空が、広がっていた。


    　一度、目をつむる。


    　僕が、この事件の結末を、決めないといけない。


    　失敗ずくめの僕の事件。


    　その終わりは、誰かが生きて、誰かが死んで──そんな面白くないもので、いいんだろうか。


    　そんなのを、望んでいたのか……？


    　もう一度、目を開けた僕は。


    「決めた」


    　僕が、選んだのは──。

  


  
    ◆　　８章　事件のその後

  


  
    



    



    　三み日か月づき卿きようと対決した夜から、まる二日経たっていた。


    　その間、僕はずっと、夢を見ることもないほどの深い眠りについていた。限界を超えて呪じゆ力りよくを暴走させ続けたせいで、体が休養を求めていたのだ。


    　そして、昏こん睡すいから覚めた僕は、すぐに九つ十づ九ら文ぶん庫こを訪れた。


    　訪れた理由はもちろん、三日月卿との対決の一部始終をこるりに教えるためだ。


    　それなのに。


    「別に興味ないな。三日月卿がどうなろうと、ボクには関係ないだろう。聞くだけ時間の無駄だ」


    　面倒くさそうな顔をして、こるりは僕の話を拒こばんできた。


    　でもそれじゃ困る。僕はこるりに意見を聞きたかったのだ。僕のつけた決着が正しかったのか、間違っていたのか、それを教えてもらいたい。


    　なので、いつもの作戦。


    　甘いもので釣ってみた。


    　今日のお供そなえ物は、老舗しにせ和菓子屋さんで買ってきたきなこ餅もち。しかもたっぷりと黒蜜みつがかかっていて、甘いもの好きならよだれを垂たらさないわけがない一品だ。


    「おおっ、これは……。すっごいおいしそうだな。みやげだよな？　ボクにくれるんだろ？　くれなかったら、泣くからな！」


    「泣かなくてもいいだろ。もちろん、おまえのために買ってきたんだ。好きに食べればいいよ……ただし、僕の話を聞いてくれよ？」


    「もちろん、食べながら聞かせてもらうよ！」


    　返事している頃には、こるりは手づかみできなこ餅をほおばっていた。


    　あっさり陥かん落らく。やはりこるりを手なずけるには甘いものに限る。


    　こるりがおとなしく聞いてくれているうちに、さっさと話を始めよう。


    　といっても、事件のおおまかな内容は、僕が寝ている間に、大々的に新聞で報道されていたらしく、話す必要もなく、こるりはすでに知っていた。


    　でも新聞で知らされていないこともある。


    　屋上での三日月卿との対決。


    　夕ゆう日ひちゃんがけがを負い、僕が暴走してしまったこと。


    　使わないと決意していた力を、使ってしまった。


    　その結果。


    



    　結局──僕は三日月卿を殺せなかった。


    



    　壊れたままの僕なら、きっと殺していただろう。


    　ただ、夕ゆう日ひちゃんが生きていることに気付いて、普段の心に戻りつつあった僕には、人を殺す覚悟なんて、なかった。たとえそれが悪人でも、妹を傷つけた相手だったとしてもだ。


    　おまえには人を殺す覚悟がない、そんなことを三み日か月づき卿きように言ったけれど、実際のところ、その言葉は自分自身にも向けていたんだろう。


    「甘いな、君は。そんなこと言って、君の選択は正しかったよ、とかボクに言ってほしいのかい？」


    　僕が話を終えた頃には、きなこ餅もちをすべて食べ尽くしていたこるりは、お茶をごくりと飲むと、僕に厳しい言葉を投げかけてきた。


    　やっぱり、こいつには心の中が見み透すかされている。


    　僕は、観念して頷うなずいた。


    「…………君の言う通り。僕の選択が正しかったって、認めてもらいたかったんだ。……君だって殺さない方がよかったって、そう思うだろ？」


    「ったく……弟子になったからって甘えすぎだ。ボクは自分以外の人間には厳しくするって決めてるんだ。……君が三日月卿を生かしたのは、ただ単に、三日月卿の命を奪うばってしまったことに、後悔したくなかったからだろ？」


    「そう、かもな。もし殺していたら僕は、後悔したんだろうか？　……いや、絶対にしただろうな」


    「そうやってぐじぐじ考えてるうちは、半人前だよ。そんな君には、命のやりとりなんて十万年ほど早いな」


    　そこまで言われたら、反論の一つもしたくなる。……けれど、こるりの言うことはもっともだ。


    　僕が三日月卿を殺せなかったのは、優しさとか同情とかではなく、僕自身が傷つきたくなかったからなんだろう。


    「それならさ、おまえは命のやりとりをしたことがあるのかよ？　人にこれだけ言っといて、実はありませんでした、とか言うなよ？」


    「はん、何を言っているんだ……ボクは魔女だよ。必要とあれば、奪いも与えもする。それが生なり業わいだからね」


    　言葉だけで、背中におぞけが走った。


    　三日月卿よりこいつの方が、よっぽど邪悪だ。


    「それはそうと。……夕ゆう日ひちゃんは、どうなったんだい？」


    　声の調子を低くして、こるりがたずねてきた。


    　胸がずきりと痛む。でも、僕はこるりに真実を伝えることにした。


    「眠っているよ……あれからずっとね。胸の傷は、鬼ほお灯ずき機関のお医者様が治してくれた。けど……」


    「──『呪じゆ界かい・荊いばら姫ひめ』、まだその影響下にあるってことか」


    「……うん。呪のろいを解除した後も、効果が残留しちゃってるんだ」


    「残留ねぇ。……後遺症、みたいなものかな。君の呪い──いや夕ゆう日ひちゃんに対する想おもいと言った方がいいか。それが強すぎるせいだよ。妹が死ぬのがそんなに嫌だったのか？」


    「わかりきったことを聞くな！　嫌に決まってる。だから、僕は──」


    「閉じ込めて、なにもかもを見ないことにしてしまえ、か。それも、対処法の一つとしてありだとは思うけどな。呪いが効いているうちは、本当に彼女の時は止まるんだろ？」


    「成長も変化もしなくなる……この世の中から切り離されてしまっているからね。眠ったままの彼女は、年もとらない、どころか髪も爪つめも伸びないし、水の一滴すら飲まなくても、そのままの姿を維持し続けられるんだ」


    「つくづくとんでもない能力だな。──やっぱり君をボクのものにしてよかった。……その力、今度からはボクの許可なく使うなよ？　力も含め、君のすべてはボクのものなんだからな」


    「……わかってるさ。言われなくても、自分でこの力を使おうとは思わないよ」


    　僕の力は、望んで使い続ければ、必ず破滅をもたらす。


    　なぜなら、異能の力は使えば災わざわいを呼び寄せる、それが鉄則だから。


    　身に余るほど強大な力は、引き寄せる災いもその分、大きくなる。


    　つまり、僕と夕日ちゃんの平へい穏おんな日々は、どんどんと遠のいてしまうということだ。


    「それで、今回はどのくらい眠っていそうだ？」


    「…………たぶん、僕の見立てだと一か月くらいかな？」


    「一か月？　ずいぶんとまた短いんだな？」


    「今回は範囲も屋上だけで、使用時間も短かったからね。それだけが唯一の救いだよ」


    「ボクとしては、一年か二年くらいは眠っていてほしいところだけどね……おっと、悪い。口が滑った……」


    　僕の表情が暗く沈んでいくことに、こるりは気付いたのだろう。あわてて口に手を当てている。


    　一年か二年。


    　そんなに長い時間眠ったままになってしまったら、僕と夕日ちゃんとの間に、また距離ができてしまう。そんなのは、嫌だ。


    　何度も繰り返してきた失敗。


    　夕日ちゃんを眠らせてしまったのは、今回が初めてじゃない。


    　以前にも、同じように呪いを暴走させ、夕日ちゃんを眠らせてしまったことがある。


    　あの時は、四年もの間、夕日ちゃんは眠り続けた。


    　時を止めた少女──十二歳の姿のまま眠り続けた夕日姉さんが目を覚ました時、僕は姉よりも年上になっていたんだ。


    　誰よりも愛していた夕ゆう日ひ姉さん。彼女は二度と取り戻せない。


    　それでも僕は、兄として夕日ちゃんのそばに居続けようと、決めたんだ。


    「なに暗い顔してるんだよ、こっちまで気が滅め入いる。──ほら、とっておきのまんじゅうをやるから、元気出せよ」


    　むぐぅ、とこるりは僕の口にまんじゅうをつっ込んできた。どうやっても一口でいけるはずないのに、無理矢理にねじ込む。


    　こんなんじゃ、息もできないだろ！　僕、鼻呼吸が苦手なんだよ！


    「もがもがっ！　もがっ、もががっ！」


    　文句すらも言えないけれど、僕は必死で訴うつたえかけた。


    　すると、こるりはからからと腹を抱えて笑っている。


    「ははっ。その調子だ。君は間抜けな姿でいる方が、似合っている…………それに、心配しなくても大丈夫さ」


    「………………んぐっ、はぁはぁ……大丈夫ってなんのことだよ？」


    　まんじゅうは超高速でそしゃくして飲み込んでやった。


    「能力の上手な使い方を、ボクが教えてやるってことさ。じゃないと、ボクが好きな時に使わせることができないだろ？」


    「上手な、使い方？　そんなことができるのか？」


    「赤ん坊に刀の振り方教えるようなものだが……なぁに、赤ん坊だってすぐに成長するんだから、心配ないさ。──たっぷり一か月は、夕日ちゃんに邪魔されずに君を独占できるんだしな。どんな特訓をしてやろうか、考えるだけで楽しみだ」


    　僕を見つめるこるりの目が、らんらんと輝いていた。


    　魔女の特訓。


    　ボロぞうきんのようになりながら、それでもいじめられ続ける僕の姿が目に浮かぶ。


    　うわぁ、逃げ出したいなぁ……。


    　──でも。


    　いいか。


    　逃げ出したくなるような特訓。


    　血もにじむような努力。


    　そんなの僕には似合わないけど、たまにはやってみてもいいかもしれない。


    　僕だって、変わっていきたいんだ。


    　変わらないと、守れない。


    「それじゃあ。いっちょよろしくお願いしますよ──師匠」


    「任せとけ──不出来な弟子よ」


    　にんまりとこるりが笑みを浮かべたので、僕はつられて笑ってしまった。


    



    　次に夕ゆう日ひちゃんが目を覚ました時。


    　そばには、前よりもちょっとは頼れる兄の姿が。


    　そんな光景──悪くないと思うんだ。


    



    「──あ、そういえば」


    　店中に掛けられている柱時計の一つに目をやって、こるりは声を上げた。


    「時間が、気になるのか？」


    「うん、まぁな。……新聞で読んだんだがな、今日のこのくらいの時間に、運ばれてるらしいぜ」


    「運ばれる？　何が？」


    「何がって、三み日か月づき卿きようがだよ。取り調べが一段落ついたら、留置所だか刑務所だかに運ばれるんだとさ」


    「あぁ……たぶん、帝てい都と治ち安あん維い持じ局の特別牢ろう獄ごくだろうな。異能力者を専用に閉じ込めておけるのは、あそこしかないからさ」


    　そしてあの牢獄に入れられてしまえば、どんな異能力者も能力が使えなくなってしまう。帝都治安維持局の専門術者達が、異能力を封印するために作り上げた強固な結けつ界かいが張ってあるのだ。あの結界を突破できる異能力者はまずいないだろう。


    　あそこに送られてしまえば、三日月卿とてただの少女にすぎない。


    「顔がにやついてるぞ、気持ち悪い。……三日月卿を捕まえた喜びを、改めて嚙かみしめてるってところか？」


    「まぁな。ようやく肩の力が抜けるって感じだよ」


    「あまり油断しすぎないことだな。もしかしたら、今日にでも特別牢獄から脱走するかもしれないんだしさ」


    「縁えん起ぎでもないこと言うなよ。お前が言うと、本当になりそうで怖いって」


    　ふふん、とこるりは鼻で笑った。その笑いがなにを意味しているのか、僕にはわからない。


    　ただ。


    　もし三日月卿が脱走し、再び帝都に現れるというなら、その時はまた僕が相手になってやる。


    　それが、三日月卿を生かした、僕の責任だ。


    「本当になったら、どうする？」


    「そしたら……また僕が、捕まえてやるさ」


    「ふぅん、ずいぶんお熱なんだな。あれ？　もしかして気に入っちゃったとか？」


    「そんなわけないだろ……でも憎みきれない奴やつではあったかな。同情できるところも、あったし」


    「そういうのを伏線っていうんだぜ。あーあ、知らないよ。また対決することになっても。──病わくら葉ば久く郎ろう、彼はまだ知らない……三み日か月づき卿きようの次なる企たくらみを。次回へ続くっ！　なんちゃってねぇ」


    「ははっ、なんだよそれ」


    　芝しば居いがかったこるりの言葉に、僕はつい笑ってしまった。


    　一件落着、肩の力を抜いて笑うと、本当に楽しい。


    　こんなくだらない会話を、またこるりとできてよかった。


    　この先どうなるかわからないけど、今だけはこのぬるーい平へい穏おんを、嚙かみしめておこう。


    　僕は、無事に──とは言えないけれど平穏を取り戻すことができたんだ。


    　だからこそ、この事件はこんな言葉で締めくくりたいと思う。


    



    　呪まじない師と怪かい人じんとの対決、これにておしまい。

  


  
    あとがき


    



    　みなさま、はじめまして。大おお谷たに久ひさと申します。


    　この度、第四回小学館ライトノベル大賞、審査員特別賞という大変光栄な賞をいただき、今作でデビューさせていただきました。


    　審査してくださった竜りゆう騎き士し０７先生には、心から感謝しております。講評でいただいたお言葉を一字一句嚙かみ締しめて今後も作品作りをしていきたいと思います。


    　また、この本を一緒に作ってくださった、編集部をはじめとするたくさんの皆様。麗うるわしいイラストを描いてくださった望もち月づき朔さく先生にも、この場を借りてお礼申し上げます。


    　さて、気付けばあとがきの大半がお礼の言葉で埋め尽つくされております。この後もお礼の言葉が続いていたりしますので、おもしろ小こ咄ばなしの一つでも期待されていた方は、申し訳ありません。それは別の機会に、ということで。引き続き感謝の言葉を。


    　なにより「ありがとう」という言葉を捧ささげたいのは、この本を手に取ってくださった読者のみなさまです。


    　今作を読んでいただき、さらにはここまでおつきあいいただき、本当にありがとうございました。ではまた、お目にかかる機会があれば。


    
      大谷　久

    

  


  
    大谷　久


    Hisa Ootani


    



    札幌在住、メガネ男子。最近、呪いのわら人形をネットで通販しようか本気で悩んでます。
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